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う
す
い
街
道
寄
席

　
　三
遊
亭
小
遊
三
・
柳
家
三
三

9月9日（日）

302018年7月1日号

人口と世帯 日本人住民 外国人住民
男 女 男 女

安 中 地 域 22,082
合　計 58,474人

松井田地域 6,485
世帯数 24,566

合　計 28,567

22,633
6,792

29,425

171
35

206

230
46

276
（平成30年5月末日現在）

皆さんの声をお待ちしております
　市役所　、　、各地区の公民館・生涯学習セ
ンターに、皆さんの声をお聞きするため、「市民
の声」を投函できるポストを配置しております。
　皆さんが日ごろ感じていることやご意見など
をぜひお聞かせください。

本 松

ＡＮＳＥＩ　ＴＯＯＡＳＨＩ

侍
ＭＡＲＡＴＨＯＮ

開　場▶午後１時３０分
開　演▶午後２時
場　所▶安中市松井田文化会館
　　　　大ホール
前売り▶全席指定
　　　　一般　２,５００円
当日券▶全席指定
　　　　一般　３,０００円
チケット▶7月14日（土）午前９時
から松井田文化会館窓口で販売開
始
※電話でのお申し込みは７月１４
日（土）午後１時から
※チケットのお求めは１人４枚ま
で（発売初日のみ）
※未就学児の入場はできません。

広報をはじめとした市の情報は、
パソコンやスマートフォンの安中
公式ページからもご覧になれます。

時間や場所を選ばす情報を取得することができるこ
れらの媒体をぜひご利用ください。
また、ツイッターやインスタグラムを利用した情報
発信も同時に行っていますので、ご覧ください。

　T
V
で
お
馴
染
み
の
人
気
落
語

家
「
三
遊
亭
小
遊
三
」
さ
ん
と
若

手
実
力
派
の
「
柳
家
三
三
」
さ
ん

が
松
井
田
文
化
会
館
に
や
っ
て
き

ま
す
。

　ま
す
ま
す
話
芸
に
磨
き
が
か
か

る
、
二
人
の
落
語
を
聴
き
に
ぜ
ひ
松
井
田
文
化
会
館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

7 1
vol.148
2018（平成30年）

三遊亭小遊三

柳家三三

問合せ▶松井田文化会館（☎393－4400）

https://www.instagram.com/annaka_city/ https://twitter.com/Annaka_City



5
月
13
日（
日
）、
安
政
遠
足
侍
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
峠
コ
ー
ス
・
関
所
コ
ー
ス
で
総
勢
１
，
７
１
９
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
さ
れ
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
仮
装
で
旧
安
中
武
家
長
屋
か
ら
中
山
道
を
走
り
抜
け
ま
し
た
。

時
折
雨
も
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
ラ
ン
ナ
ー
の
熱
気
と
沿
道
の
声
援
に
包
ま
れ
、

大
変
盛
り
上
が
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

次
ペ
ー
ジ
か
ら
コ
ー
ス
の
案
内
や
参
加
者
の
声
な
ど
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
安
政
遠
足
侍
マ
ラ
ソ
ン
は
、
安
中
藩
主
、
板
倉
勝
明
侯
が
、
安
政
2
年（
西
暦
1
8
5
5
年
）

に
藩
士
の
心
身
鍛
錬
の
た
め
に
、
安
中
城
内
よ
り
碓
氷
峠
の
熊
野
権
現
ま
で
の
中
山
道
を
徒
歩

競
走
さ
せ
た
の
が
始
ま
り
で
、
「
日
本
最
古
の
マ
ラ
ソ
ン
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
は

旧
安
中
武
家
長
屋
を
ス
タ
ー
ト
し
、
安
中
杉
並
木
を
抜
け
、
松
井
田
の
商
店
街
を
通
り
、
坂
本

の
碓
氷
峠
の
森
公
園
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
碓
氷
関
所
・
坂
本
宿
コ
ー
ス
と
、
さ
ら
に
中
山
道
を
進

み
、
険
し
い
山
道
を
抜
け
た
先
に
あ
る
熊
野
神
社
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
峠
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

23 2018年7月1日号安中市役所　☎382－1111

安
政
遠
足
侍
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス 第

44
回
安
政
遠
足

2018.5.13.sun
侍
マ
ラ
ソ
ン
大
会

・全　長：28.97km
・参加者：331 人
・完走者：311 人
（男性：255 人　女性：56 人）

（男性：872 人　女性：417 人）

・全　長：20.15km
・参加者：1,388 人
・完走者：1,289 人

スタート 1km地点　安中商店街

スタート 3km地点　安中杉並木

スタート 10km地点　松井田商店街
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（峠コース女性1位）
とても走りやすかったです。沿
道の旗が凄く多くて、遠足マラ
ソンが色々な人にひろまってき
ているのを感じました。

45 2018年7月1日号安中市役所　☎382－1111

安政遠足侍マラソンの魅力参加者が語る！

安政遠足侍マラソン前夜祭 今年もいろいろな仮装がありました

大塚　理恵子さん
（関所コース女性1位）

今年で８連覇できました。１０
連覇を目指して頑張ります。

佐俣　久美子さん
（関所コース男性1位）

初めて参加しましたが、他のマ
ラソンに比べて沿道の応援が凄
くてありがたかったです。

黒岩　英高さん
（峠コース仮装アイデア賞）
辛かったですけど、また来年も
走りたいです。みなさんの応援
が力になりました。

　安中市文化センター駐車場と中央体育館にて安政遠足
侍マラソン前夜祭が開催されました。
　当日は晴天にも恵まれ、ステージではダンスやお遊戯
などが行われ、子どもの仮装審査では、工夫を凝らした
完成度の高い仮装を披露し、その衣装で安中のまちなか
を走り抜けるミニ遠足も行われました。
　最後に行われた参加者歓迎レセプションでは、次の日
の本番に向けてお互いの健闘を誓い、写真撮影をするな
ど交流を深めていました。

森泉　修司さん

順　　位 仮装審査

峠コース

　 氏　名

吉田　亮太

黒岩　宗哲

遠藤　直弥

　 氏　名

大塚　理恵子

加藤　揚子

岡田　敬子

　 氏　名

井上　昌樹

石橋　正浩

伊藤　直人

田中　昭光

稲田　茂

大塚　理恵子

斉藤　友紀子

　 仮　装　名

ダルマ武将

茶ザムライ

武将

そんごくう

なまはげ

忍者

八重子

男子

1位

2位

3位

女子

1位

2位

3位

タイム

2:06:56

2:13:52

2:17:43

タイム

2:59:00

3:02:21

3:02:24

順　　位 仮装審査

関所・坂本宿コース

　 氏　名

黒岩　英高

小谷野　仁男

中村　文彦

　 氏　名

佐俣　久美子

佐藤　美紀

小板橋　陽子

　 氏　名

戸澤　義夫

金子　勝

佐藤　実

千田　健

根岸　茂康

イチナガ　キース

岡部　みよ子

　 仮　装　名

本多忠勝敵陣突破

幸村

スパイダーマン侍

スターウォーズ

ペリー黒船

ありがとう115系

旅がらす三度笠

男子

1位

2位

3位

女子

1位

2位

3位

タイム

1:14:00

1:15:24

1:15:29

タイム

1:30:13

1:41:32

1:42:17

小学校低学年

竹之内　隼

佐藤　匠悟

飯ヶ谷　星成

猿谷　心

松村　くらら

小板橋　羚南

1位

2位

3位

1位

2位

3位

特別賞

仮装大賞

特別賞

仮装大賞

女
子

男
子

小学校高学年

小林　悠斗

ランドル　晴慈

櫻井　凪

戸塚　瑠衣

須藤　凛

須藤　彩花

1位

2位

3位

1位

2位

3位

女
子

男
子

　 氏　名

飯島　大翔
（西横野小）

飯沼　佑真
（原市小）

島崎　輝星叶
（碓東小）

竹田　瑠璃
（東横野小）

　　仮装名

武将
（安中城主）

桃太郎

梅から生まれた
梅太郎

武田信玄

仮装大賞

市長賞

市商工会長賞

市議会議長賞

前

夜

祭

仮

装

審

査
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市
で
は
、
公
用
自
動
車
５
台
を
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。
入
札
の
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
　
財
政
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
入
札
期
間
中
に
売
却
す
る
車
両
を
公
開
し
、
入
札
説
明
書
な
ど
を
配
布
し
ま
す
。
な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
車
両
の
詳
細
は
、
入
札
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

○
入
札
に
つ
い
て

開
札
日
時
▼
７
月
18
日（
水
）午
前
10
時

場
所
▼
　
３
０
３
会
議
室

入
札
説
明
書
配
布
場
所
▼
　
財
政
課

入
札
参
加
資
格
▼
平
成
30
年
７
月
９
日
現
在
、
20
歳

以
上
の
日
本
国
内
在
住
で
、
指
定
期
日
ま
で
に
購
入

代
金
を
納
入
し
、
車
両
を
引
き
取
れ
る
人

申
込
方
法
▼
申
込
用
紙
に
記
入
し
、 

　
財
政
課
ま
で

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

入
札
日
時
▼
７
月
９
日（
月
）〜
７
月
17
日（
火
）の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

○
車
両
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を

郵
送
し
ま
す

　
70
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

に
交
付
し
て
い
る
「
高
齢
受
給
者
証
」
の
有

効
期
限
が
７
月
31
日
に
切
れ
ま
す
の
で
、
新

し
い
「
高
齢
受
給
者
証
」
を
７
月
下
旬
に
郵

送
交
付
し
ま
す
。

　「
高
齢
受
給
者
証
」
は
自
己
負
担
割
合
を

示
す
も
の
で
す
。
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
す

る
と
き
に
は
、
保
険
証
と
一
緒
に
窓
口
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。
自
己
負
担
割
合
は
平
成

29
年
の
所
得
な
ど
に
よ
り
、
変
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
有
効
期
限
切
れ
と
な
っ
た
「
高
齢
受
給
者

証
」
は
　
国
保
年
金
課
ま
た
は
　
住
民
福
祉

課
に
返
却
す
る
か
、
ご
自
分
で
責
任
を
持
っ

て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

入
院
や
外
来
の
支
払
い
が
限
度
額

ま
で
に
な
る
認
定
証
を
交
付
し
て

い
ま
す

　
市
で
は
、
入
院
や
外
来
で
支
払
う
医
療
費

の
自
己
負
担
額
が
限
度
額
ま
で
に
な
る
認
定

証
や
、
食
事
代
が
軽
減
さ
れ
る
認
定
証
を
、

申
請
に
よ
り
交
付
し
て
い
ま
す
。
現
在
交
付

さ
れ
て
い
る
認
定
証
は
７
月
31
日
で
有
効
期

限
切
れ
と
な
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
使
用

す
る
人
は
８
月
１
日
以
降
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
し
た
月
の
１
日
か
ら
適
用
と
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
８
月
よ
り
、
70
歳
か
ら

74
歳
の
現
役
並
み
所
得
者
に
区
分
が
で
き
、

現
役
並
み
Ⅰ
・
Ⅱ
の
人
は
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
70
歳
か
ら
74
歳
で
現
役
並
み
Ⅲ
と

一
般
の
区
分
の
人
は
、
高
齢
受
給
者
証
が
認

定
証
の
代
わ
り
に
な
り
ま
す
の
で
、
認
定
証

の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
認
定
証
の
申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証

・
は
ん
こ（
朱
肉
を
使
用
す
る
物
）

・
す
で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
お
持
ち

の
認
定
証

・
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」（
も
し
く
は

「
通
知
カ
ー
ド
」
と
運
転
免
許
証
等
の
「
公

的
な
写
真
付
身
分
証
明
」
）

※

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
限

度
額
適
用
認
定
証
は
交
付
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
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本

本

本

本
本

松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

財
政
課
管
財
係
（
☎
内
線
１
０
５
５
）

公
用
車
を
売
却
し
ま
す

公
用
車
を
売
却
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　更
新
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　更
新
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

車
両
詳
細
▼
上
記
お
よ
び
入
札
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

車
両
公
開
場
所
▼
物
件
１
　
松
井
田
文
化
会
館
東
駐

車
場（
安
中
市
松
井
田
町
新
堀
５
３
０
）

物
件
２
・
３
　
安
中
市
役
所
バ
ス
管
理
庁
舎（
旧
安
中

消
防
署
）（
安
中
市
安
中
１

－

11

－

26
）

物
件
４
・
５
　
安
中
市
役
所
駐
車
場（
安
中
市
安
中

１

－

23

－

13
）

車
両
公
開
期
間
▼
７
月
９
日（
月
）〜
７
月
17
日（
火
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※

車
両
を
見
る
場
合
は
、
事
前
に
　
財
政
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

本

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係
（
☎
内
線
２
１
２
１
）

松
国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

本

67

車
名

初
度
登
録
年
月

型
式

日
野
　
レ
イ
ン
ボ
ー

平
成
８
年
12
月

KC-RJ1JJAA

走
行
距
離

排
気
量
・
燃
料

車
検

４
７
１
，
０
０
０
ｋ
ｍ

７
・
９
６
Ｌ 

軽
油

な
し

物件 1車
名

初
度
登
録
年
月

型
式

い
す
ず
　
エ
ル
フ

平
成
９
年
２
月

KC-N
KR71GN

走
行
距
離

排
気
量
・
燃
料

車
検

７
，
３
０
０
ｋ
ｍ

４
・
５
７
Ｌ 

軽
油

平
成
31
年
２
月
19
日
ま
で

物件 2

車
名

初
度
登
録
年
月

型
式

ト
ヨ
タ
　
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
サ
ー
フ

平
成
６
年
４
月

E-VZN
130G

改

走
行
距
離

排
気
量
・
燃
料

車
検

９
４
，
８
０
０
ｋ
ｍ

２
・
９
５
Ｌ 

ガ
ソ
リ
ン

な
し

物件 4車
名

初
度
登
録
年
月

型
式

ト
ヨ
タ
　
イ
プ
サ
ム

平
成
14
年
７
月

TA-ACM
26W

走
行
距
離

排
気
量
・
燃
料

車
検

１
１
３
，
４
０
０
ｋ
ｍ

２
・
３
６
Ｌ 

ガ
ソ
リ
ン

平
成
30
年
７
月
11
日
ま
で

物件 5

車
名

初
度
登
録
年
月

型
式

い
す
ず
　
エ
ル
フ

平
成
７
年
12
月

KC-N
KS71GR

改

走
行
距
離

排
気
量
・
燃
料

車
検

６
，
０
０
０
ｋ
ｍ

４
・
５
７
Ｌ 

軽
油

な
し

物件 3

区分

一般

低所得者Ⅱ
低所得者Ⅰ

自己負担限度額（月額）
外来＋入院

（世帯単位）
現役並みⅢ

（課税所得690万円以上）
252,600円＋（総医療費－842,000円）×１％

〈多数回該当：140,100円〉
167,400円＋（総医療費－558,000円）×１％

〈多数回該当：93,000円〉

※18,000円
年間上限144,000円

57,600円
〈多数回該当：44,400円〉

24,600円
15,000円

現役並みⅡ
（課税所得380万円以上690万円未満）

80,100円＋（総医療費－267,000円）×１％
〈多数回該当：44,400円〉

現役並みⅠ
（課税所得145万円以上380万円未満）

外来（個人単位）

8,000円

※〈　〉内は、過去１２カ月間で４回以上高額療養費の支
給を受けた場合の額です。
※70歳未満の人については所得の申告がないと区分アと
して扱います。
※原則、1つの医療機関で支払う１カ月の金額が限度額ま
でとなります。２つ以上の医療機関で受診した場合には、
今までどおり高額療養費の申請が必要な場合があります。
※特例対象被保険者軽減措置に該当した人の世帯は、負
担区分が変更になる場合があります。

35,400円
〈多数回該当：24,600円〉

57,600円
〈多数回該当：44,400円〉

80,100円＋
（総医療費－267,000円）×１％

〈多数回該当：44,400円〉

167,400円＋
（総医療費－558,000円）×１％

〈多数回該当：93,000円〉

252,600円＋
（総医療費－842,000円）×１％

〈多数回該当：140,100円〉

自己負担限度額（月額）所得要件区分

70歳未満の人

70歳から74歳の人

ア

イ

ウ

エ

オ

基礎控除後の所得
901万円超の世帯

基礎控除後の所得
600万円超～

901万円以下の世帯
基礎控除後の所得

210万円超～
600万円以下の世帯
基礎控除後の所得

210万円以下の世帯

住民税非課税の世帯

対象
一般（下記以外の人）

1食あたりの負担額
460円
210円

160円

100円

非課税
（70歳以上は

低所得者Ⅱ）

90日までの入院
過去12ヵ月間で

90日を超える入院
70歳以上で低所得者Ⅰ

　
平
成
30
年
８
月
か
ら
現
役
並
み
所

得
者
お
よ
び※

の
自
己
負
担
限
度
額

が
表
記
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま

す
。

本

松



　
市
で
は
、
公
用
自
動
車
５
台
を
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。
入
札
の
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
　
財
政
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
入
札
期
間
中
に
売
却
す
る
車
両
を
公
開
し
、
入
札
説
明
書
な
ど
を
配
布
し
ま
す
。
な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
車
両
の
詳
細
は
、
入
札
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

○
入
札
に
つ
い
て

開
札
日
時
▼
７
月
18
日（
水
）午
前
10
時

場
所
▼
　
３
０
３
会
議
室

入
札
説
明
書
配
布
場
所
▼
　
財
政
課

入
札
参
加
資
格
▼
平
成
30
年
７
月
９
日
現
在
、
20
歳

以
上
の
日
本
国
内
在
住
で
、
指
定
期
日
ま
で
に
購
入

代
金
を
納
入
し
、
車
両
を
引
き
取
れ
る
人

申
込
方
法
▼
申
込
用
紙
に
記
入
し
、 

　
財
政
課
ま
で

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

入
札
日
時
▼
７
月
９
日（
月
）〜
７
月
17
日（
火
）の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

○
車
両
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を

郵
送
し
ま
す

　
70
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

に
交
付
し
て
い
る
「
高
齢
受
給
者
証
」
の
有

効
期
限
が
７
月
31
日
に
切
れ
ま
す
の
で
、
新

し
い
「
高
齢
受
給
者
証
」
を
７
月
下
旬
に
郵

送
交
付
し
ま
す
。

　「
高
齢
受
給
者
証
」
は
自
己
負
担
割
合
を

示
す
も
の
で
す
。
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
す

る
と
き
に
は
、
保
険
証
と
一
緒
に
窓
口
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。
自
己
負
担
割
合
は
平
成

29
年
の
所
得
な
ど
に
よ
り
、
変
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
有
効
期
限
切
れ
と
な
っ
た
「
高
齢
受
給
者

証
」
は
　
国
保
年
金
課
ま
た
は
　
住
民
福
祉

課
に
返
却
す
る
か
、
ご
自
分
で
責
任
を
持
っ

て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

入
院
や
外
来
の
支
払
い
が
限
度
額

ま
で
に
な
る
認
定
証
を
交
付
し
て

い
ま
す

　
市
で
は
、
入
院
や
外
来
で
支
払
う
医
療
費

の
自
己
負
担
額
が
限
度
額
ま
で
に
な
る
認
定

証
や
、
食
事
代
が
軽
減
さ
れ
る
認
定
証
を
、

申
請
に
よ
り
交
付
し
て
い
ま
す
。
現
在
交
付

さ
れ
て
い
る
認
定
証
は
７
月
31
日
で
有
効
期

限
切
れ
と
な
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
使
用

す
る
人
は
８
月
１
日
以
降
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
し
た
月
の
１
日
か
ら
適
用
と
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
８
月
よ
り
、
70
歳
か
ら

74
歳
の
現
役
並
み
所
得
者
に
区
分
が
で
き
、

現
役
並
み
Ⅰ
・
Ⅱ
の
人
は
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
70
歳
か
ら
74
歳
で
現
役
並
み
Ⅲ
と

一
般
の
区
分
の
人
は
、
高
齢
受
給
者
証
が
認

定
証
の
代
わ
り
に
な
り
ま
す
の
で
、
認
定
証

の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
認
定
証
の
申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証

・
は
ん
こ（
朱
肉
を
使
用
す
る
物
）

・
す
で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
お
持
ち

の
認
定
証

・
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」（
も
し
く
は

「
通
知
カ
ー
ド
」
と
運
転
免
許
証
等
の
「
公

的
な
写
真
付
身
分
証
明
」
）

※

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
限

度
額
適
用
認
定
証
は
交
付
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
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本

本

本

本
本

松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

財
政
課
管
財
係
（
☎
内
線
１
０
５
５
）

公
用
車
を
売
却
し
ま
す

公
用
車
を
売
却
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　更
新
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　更
新
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

車
両
詳
細
▼
上
記
お
よ
び
入
札
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

車
両
公
開
場
所
▼
物
件
１
　
松
井
田
文
化
会
館
東
駐

車
場（
安
中
市
松
井
田
町
新
堀
５
３
０
）

物
件
２
・
３
　
安
中
市
役
所
バ
ス
管
理
庁
舎（
旧
安
中

消
防
署
）（
安
中
市
安
中
１

－
11

－
26
）

物
件
４
・
５
　
安
中
市
役
所
駐
車
場（
安
中
市
安
中

１

－

23

－

13
）

車
両
公
開
期
間
▼
７
月
９
日（
月
）〜
７
月
17
日（
火
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※

車
両
を
見
る
場
合
は
、
事
前
に
　
財
政
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

本

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係
（
☎
内
線
２
１
２
１
）

松
国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

本
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車
名

初
度
登
録
年
月

型
式

日
野
　
レ
イ
ン
ボ
ー

平
成
８
年
12
月

KC-RJ1JJAA

走
行
距
離

排
気
量
・
燃
料

車
検

４
７
１
，
０
０
０
ｋ
ｍ

７
・
９
６
Ｌ 

軽
油

な
し

物件 1車
名

初
度
登
録
年
月

型
式

い
す
ず
　
エ
ル
フ

平
成
９
年
２
月

KC-N
KR71GN

走
行
距
離

排
気
量
・
燃
料

車
検

７
，
３
０
０
ｋ
ｍ

４
・
５
７
Ｌ 

軽
油

平
成
31
年
２
月
19
日
ま
で

物件 2

車
名

初
度
登
録
年
月

型
式

ト
ヨ
タ
　
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
サ
ー
フ

平
成
６
年
４
月

E-VZN
130G

改

走
行
距
離

排
気
量
・
燃
料

車
検

９
４
，
８
０
０
ｋ
ｍ

２
・
９
５
Ｌ 

ガ
ソ
リ
ン

な
し

物件 4車
名

初
度
登
録
年
月

型
式

ト
ヨ
タ
　
イ
プ
サ
ム

平
成
14
年
７
月

TA-ACM
26W

走
行
距
離

排
気
量
・
燃
料

車
検

１
１
３
，
４
０
０
ｋ
ｍ

２
・
３
６
Ｌ 

ガ
ソ
リ
ン

平
成
30
年
７
月
11
日
ま
で

物件 5

車
名

初
度
登
録
年
月

型
式

い
す
ず
　
エ
ル
フ

平
成
７
年
12
月

KC-N
KS71GR

改

走
行
距
離

排
気
量
・
燃
料

車
検

６
，
０
０
０
ｋ
ｍ

４
・
５
７
Ｌ 

軽
油

な
し

物件 3

区分

一般

低所得者Ⅱ
低所得者Ⅰ

自己負担限度額（月額）
外来＋入院

（世帯単位）
現役並みⅢ

（課税所得690万円以上）
252,600円＋（総医療費－842,000円）×１％

〈多数回該当：140,100円〉
167,400円＋（総医療費－558,000円）×１％

〈多数回該当：93,000円〉

※18,000円
年間上限144,000円

57,600円
〈多数回該当：44,400円〉

24,600円
15,000円

現役並みⅡ
（課税所得380万円以上690万円未満）

80,100円＋（総医療費－267,000円）×１％
〈多数回該当：44,400円〉

現役並みⅠ
（課税所得145万円以上380万円未満）

外来（個人単位）

8,000円

※〈　〉内は、過去１２カ月間で４回以上高額療養費の支
給を受けた場合の額です。
※70歳未満の人については所得の申告がないと区分アと
して扱います。
※原則、1つの医療機関で支払う１カ月の金額が限度額ま
でとなります。２つ以上の医療機関で受診した場合には、
今までどおり高額療養費の申請が必要な場合があります。
※特例対象被保険者軽減措置に該当した人の世帯は、負
担区分が変更になる場合があります。

35,400円
〈多数回該当：24,600円〉

57,600円
〈多数回該当：44,400円〉

80,100円＋
（総医療費－267,000円）×１％

〈多数回該当：44,400円〉

167,400円＋
（総医療費－558,000円）×１％

〈多数回該当：93,000円〉

252,600円＋
（総医療費－842,000円）×１％

〈多数回該当：140,100円〉

自己負担限度額（月額）所得要件区分

70歳未満の人

70歳から74歳の人

ア

イ

ウ

エ

オ

基礎控除後の所得
901万円超の世帯

基礎控除後の所得
600万円超～

901万円以下の世帯
基礎控除後の所得

210万円超～
600万円以下の世帯
基礎控除後の所得

210万円以下の世帯

住民税非課税の世帯

対象
一般（下記以外の人）

1食あたりの負担額
460円
210円

160円

100円

非課税
（70歳以上は

低所得者Ⅱ）

90日までの入院
過去12ヵ月間で

90日を超える入院
70歳以上で低所得者Ⅰ

　
平
成
30
年
８
月
か
ら
現
役
並
み
所

得
者
お
よ
び※
の
自
己
負
担
限
度
額

が
表
記
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま

す
。

本

松
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地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
本
市

に
お
い
て
も
国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）を

改
正
し
ま
し
た
。

◇
国
保
税
の
算
出
方
法　
国
保
税
は
「
医
療

保
険
分
」
、
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
」
、

「
介
護
保
険
分（
介
護
納
付
金
分
）」
の
３
区

分
で
構
成
さ
れ
、
各
区
分
の
基
礎
課
税
額
の

合
計
が
国
保
税
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
国
保
加
入
世
帯
の
合
計
所
得
、
固
定

資
産
税
額
、
加
入
者
数
な
ど
を
基
に
算
出
し

ま
す
。（
図
１
）

◇
改
正
の
概
要
　
今
回
の
改
正
の
要
点
は

「
軽
減
制
度
の
対
象
者
の
拡
大
」
と
「
基
礎

課
税
額
の
最
高
賦
課
額（
限
度
額
）の
引
き
上

げ
」
の
２
点
で
す
。

①
軽
減
制
度
の
対
象
者
の
拡
大

　
国
保
税
額
算
定
の
基
礎
と
な
る
世
帯
の
合

計
所
得（
軽
減
判
定
時
の
み
国
保
に
加
入
し

て
い
な
い
世
帯
主
の
所
得
も
含
ま
れ
ま
す
）

が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
そ
の
所
得
合

計
に
応
じ
て
均
等
割
と
平
等
割
が
７
割
、
５

割
、
２
割
の
割
合
で
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
こ
の
う
ち
５
割
と
２

割
の
軽
減
を
判
断
す
る
基
準
額
を
見
直
し
、

対
象
と
な
る
範
囲
を
拡
大
し
ま
し
た
。（
図

２
）

②
基
礎
課
税
額
の
最
高
賦
課
額（
限
度
額
）の

引
き
上
げ

　
国
保
税
を
構
成
す
る
３
区
分
の
う
ち
、
医

療
保
険
分
の
最
高
賦
課
額（
限
度
額
）が
４
万

円
引
き
上
げ
ら
れ
58
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
図
３
）

※
詳
細
は
７
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
る
今
年
度

の
国
保
税
納
税
通
知
書
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

税
制
改
正
に
か
か
る

　
　国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
に
つ
い
て

税
制
改
正
に
か
か
る

　
　国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
に
つ
い
て

軽
減
対
象
者
の
拡
大
・
最
高
賦
課
額（
限
度
額
）の
引
き
上
げ

軽
減
対
象
者
の
拡
大
・
最
高
賦
課
額（
限
度
額
）の
引
き
上
げ

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係
（
☎
内
線
２
１
２
２
）

松
税
務
課
諸
税
証
明
係
（
☎
内
線
１
０
６
２
）

本

図１　国民健康保険税の算出方法

図２　基準所得の計算方法 図３　基礎課税額の最高賦課額（限度額）の引き上げ

※世帯主＋その他の国保加入者の合計所得が
以下の式で算定した金額以下の場合は対象

医療保険分　　　　 ５４万円 → ５８万円 ４万円引き上げ

後期高齢者支援金分 １９万円 → １９万円 引き上げなし

介護保険分　　　　 １６万円 → １６万円 引き上げなし

合計額　　　　　　 ８９万円 → ９３万円 ４万円引き上げ

「５割軽減」の算定額計算方法
３３万円＋（国保加入者の数×２７万５千円）

「２７万円」→「２７万５千円」に改正

「２割軽減」の算定額計算方法
３３万円＋（国保加入者の数×５０万円）

「49万円」→「50万円」に改正

所得割：加入者各個人の前年中の所得－３３万円
　　　　（マイナスの場合は０円とする）の合計額 6.7％×

＋ ＋ ＋

＋ ＋ ＋

＋ ＋ ＋

▼ ▼ ▼

2.0％ 1.2％

資産割：加入者各個人の土地・家屋の固定資産税額の
　　　　合計 24％× 9％ 5％

均等割：加入者の人数 24,000円×

＝

6,000円 6,000円

平等割：１世帯につき 23,000円 5,000円 4,000円

世帯の国民健康保険税額 医療保険分
後期高齢者
支援金分 介護保険分

こ
ん
に
ち
は『
母
子
保
健
推
進
員
で
す
』

皆
さ
ん
の
子
育
て
を
応
援
し
ま
す

こ
ん
に
ち
は『
母
子
保
健
推
進
員
で
す
』

皆
さ
ん
の
子
育
て
を
応
援
し
ま
す

　
母
子
保
健
推
進
員
は
、
安
中
市
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
母
子
保
健
の
充
実
を
は
か
る
た
め
に
、
行
政
と

地
域
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
各
地
区
で
１
１
１
人
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
主
に
乳
幼
児
健
診
の
啓
発
や
計
測
、
育
児
セ
ミ
ナ
ー
の
お
手
伝
い
、
子
育
て
交
流
会
、
い
き
い
き
健

康
ま
つ
り
あ
そ
び
の
広
場
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

氏
名

地
区

受
持
地
区

氏
名

地
区

受
持
地
区

１２３
甲

３
乙

全
地
区

全
地
区

４９１２３４５ ８ ５６７１２３４５６
全
地
区

　
佐
藤　
純
子

　
細
野　
仁
美

　
高
橋　
和
津
枝

☆
前
川　
芳
美

　
宮
口　
敦
子

　
鹿
毛　
明
子

　
白
石　
裕
子

※

白
石　
直
美

　
臼
井　
ミ
チ
江

　
千
木
良　
春
江

　
佐
野　
淳
子

　
廣
神　
幸
子

　
大
峯　
明
美

　
宮
沢　
克
江

　
太
附　
久
子

　
髙
橋　
と
く

☆※

篠
原　
晴
美

　
秋
山　
芳
子

◎
白
井　
久
美
子

　
浜
田　
美
和
子

　
大
塚　
と
し
子

　
萩
原　
典
江

　
坂
井　
篤
子

※

圡
取　
ひ
ろ
み

　
小
林　
美
佐
子

　
宮　
富
江

☆
伊
藤　
美
栄
子

　
石
井　
か
つ
江

　
宮
下　
梅
子

　
臼
田　
さ
ち
子

※

上
原　
祥
子

　
櫻
井　
恵
美
子

　
上
村　
久
美
子

　
木
暮　
由
美
子

　
渡
邉　
歩

　
横
山　
恵
子

☆
久
保　
元
子

　
小
板
橋　
純
子

　
金
井　
未
央

　
石
井　
志
津
江

　
竹
中　
知
江
子

　
櫻
井　
美
由
紀

　
黛　
　
桂
子

　
田
村　
ひ
と
み

　
阪
西　
佐
江
子

　
津
村　
直
美

　
田
鹿　
幸
子

　
小
林　
清
子

※

多
胡　
明
子

　
原
田　
三
重
子

　
五
十
嵐　
京
子

　
池
田　
祐
子

　
小
川　
留
美
子

　
須
藤　
明
美

　
松
井　
紀
子

　
田
村　
稔
枝

　
上
芝　
敦
子

☆
瀧
本　
重
子

※

山
﨑　
順
子

　
見
波　
恵
子

　
石
井　
和
子

　
島
田　
光
恵

☆
関
根　
君
子

　
櫻
井　
弘
美

　
町
田　
紀
美
代

※

須
藤　
明
子

１２３４５６７
全
地
区

１２３
全
地
区

１２

み
の
り
が
丘

３４５
全
地
区

１２３４
全
地
区

４５５

後閑 秋間 板鼻 岩野谷

地
区

受
持
地
区

氏
名

　
関　
亜
希
子

　
寺
嶋　
ゆ
か
り

　
佐
藤　
順
子

※

佐
藤　
愛

　
加
藤　
瑞
枝

○
大
野　
恵
子

☆
佐
藤　
恵
子

　
佐
藤　
一
枝

※

臼
田　
栄
子

　
関
口　
貴
与
美

　
中
嶋　
千
惠
子

　
石
田　
正
恵

　
伊
藤　
由
美
子

　
和
田　
登
美
子

　
佐
藤　
恵
津
子

　
櫻
井　
和
江

※

青
木　
真
理

　
中
澤　
静
子

　
髙
林　
敏
子

　
平
石　
恵
美
子

　
小
板
橋　
洋
子

　
萩
原　
澄
枝

　
佐
藤　
ゆ
う
子

　
中
澤　
純
子

※

小
野
澤　
江
利
子

細野 西横野九十九 坂本 松井田臼井

原市磯部東横野

氏
名

地
区

受
持
地
区

１２
２

－

２
３６７８ ４５

全
地
区

９101112

　
小
林　
累
里
子

　
大
橋　
と
み
子

　
栁
生　
貴
子

　
大
塚　
恵
美
子

☆
多
胡　
清
美

　
巽　 

惠
子

　
藤
村　
路
代

　
清
水　
和
江

　
吉
田　
あ
き
子

　
三
谷　
麻
由
実

　
須
藤　
章
子

　
千
木
良　
文
枝

　
岡
田　
由
香
里

　
飯
野　
あ
け
み

　
伊
藤　
良
子

　
古
谷　
タ
ツ
江

　
内
田　
千
栄
子

　
齊
藤　
美
奈
子

※

長
澤　
陽
子

安中

　
吉
田　
美
由
紀

源
ヶ
原
・
上
本
町
・

本
町
・
新
堀
中
宿
区

新
町
・
森
崎
・
上
町
区

新
田
琵
琶
ノ
窪
区

松
井
田
地
区

横
川
西
・
東
区

五
料
西
・
中
・
東
区

坂
本
１
・
２
区
・
原
区

入
牧
１
・
２
区

臼
井
・
坂
本
地
区

上
人
見
・
法
正
寺
・
塚
原
区

大
王
寺
・
高
野
谷
戸
区

二
軒
在
家
区

烏
留
北
・
南
区

別
所
・
八
城
東
区

八
城
西
区

行
田
区

西
横
野
地
区

下
増
田
区

高
梨
子
区

国
衙
百
石
区

小
日
向
区

土
塩
西
・
東
区

新
井
区

上
増
田
東
・
西
区

九
十
九
・
細
野
地
区

仲
町
・
下
町
・
北
横
町
・

南
横
町
・
紺
屋
町
区

◎…

会
長　
☆…

地
区
理
事

○…

副
会
長　※

…

主
任
児
童
委
員
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地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
本
市

に
お
い
て
も
国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）を

改
正
し
ま
し
た
。

◇
国
保
税
の
算
出
方
法　
国
保
税
は
「
医
療

保
険
分
」
、
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
」
、

「
介
護
保
険
分（
介
護
納
付
金
分
）」
の
３
区

分
で
構
成
さ
れ
、
各
区
分
の
基
礎
課
税
額
の

合
計
が
国
保
税
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
国
保
加
入
世
帯
の
合
計
所
得
、
固
定

資
産
税
額
、
加
入
者
数
な
ど
を
基
に
算
出
し

ま
す
。（
図
１
）

◇
改
正
の
概
要
　
今
回
の
改
正
の
要
点
は

「
軽
減
制
度
の
対
象
者
の
拡
大
」
と
「
基
礎

課
税
額
の
最
高
賦
課
額（
限
度
額
）の
引
き
上

げ
」
の
２
点
で
す
。

①
軽
減
制
度
の
対
象
者
の
拡
大

　
国
保
税
額
算
定
の
基
礎
と
な
る
世
帯
の
合

計
所
得（
軽
減
判
定
時
の
み
国
保
に
加
入
し

て
い
な
い
世
帯
主
の
所
得
も
含
ま
れ
ま
す
）

が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
そ
の
所
得
合

計
に
応
じ
て
均
等
割
と
平
等
割
が
７
割
、
５

割
、
２
割
の
割
合
で
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
こ
の
う
ち
５
割
と
２

割
の
軽
減
を
判
断
す
る
基
準
額
を
見
直
し
、

対
象
と
な
る
範
囲
を
拡
大
し
ま
し
た
。（
図

２
）

②
基
礎
課
税
額
の
最
高
賦
課
額（
限
度
額
）の

引
き
上
げ

　
国
保
税
を
構
成
す
る
３
区
分
の
う
ち
、
医

療
保
険
分
の
最
高
賦
課
額（
限
度
額
）が
４
万

円
引
き
上
げ
ら
れ
58
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
図
３
）

※

詳
細
は
７
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
る
今
年
度

の
国
保
税
納
税
通
知
書
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

税
制
改
正
に
か
か
る

　
　国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
に
つ
い
て

税
制
改
正
に
か
か
る

　
　国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
に
つ
い
て

軽
減
対
象
者
の
拡
大
・
最
高
賦
課
額（
限
度
額
）の
引
き
上
げ

軽
減
対
象
者
の
拡
大
・
最
高
賦
課
額（
限
度
額
）の
引
き
上
げ

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係
（
☎
内
線
２
１
２
２
）

松
税
務
課
諸
税
証
明
係
（
☎
内
線
１
０
６
２
）

本

図１　国民健康保険税の算出方法

図２　基準所得の計算方法 図３　基礎課税額の最高賦課額（限度額）の引き上げ

※世帯主＋その他の国保加入者の合計所得が
以下の式で算定した金額以下の場合は対象

医療保険分　　　　 ５４万円 → ５８万円 ４万円引き上げ

後期高齢者支援金分 １９万円 → １９万円 引き上げなし

介護保険分　　　　 １６万円 → １６万円 引き上げなし

合計額　　　　　　 ８９万円 → ９３万円 ４万円引き上げ

「５割軽減」の算定額計算方法
３３万円＋（国保加入者の数×２７万５千円）

「２７万円」→「２７万５千円」に改正

「２割軽減」の算定額計算方法
３３万円＋（国保加入者の数×５０万円）

「49万円」→「50万円」に改正

所得割：加入者各個人の前年中の所得－３３万円
　　　　（マイナスの場合は０円とする）の合計額 6.7％×

＋ ＋ ＋

＋ ＋ ＋

＋ ＋ ＋

▼ ▼ ▼

2.0％ 1.2％

資産割：加入者各個人の土地・家屋の固定資産税額の
　　　　合計 24％× 9％ 5％

均等割：加入者の人数 24,000円×

＝

6,000円 6,000円

平等割：１世帯につき 23,000円 5,000円 4,000円

世帯の国民健康保険税額 医療保険分
後期高齢者
支援金分 介護保険分

こ
ん
に
ち
は『
母
子
保
健
推
進
員
で
す
』

皆
さ
ん
の
子
育
て
を
応
援
し
ま
す

こ
ん
に
ち
は『
母
子
保
健
推
進
員
で
す
』

皆
さ
ん
の
子
育
て
を
応
援
し
ま
す

　
母
子
保
健
推
進
員
は
、
安
中
市
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
母
子
保
健
の
充
実
を
は
か
る
た
め
に
、
行
政
と

地
域
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
各
地
区
で
１
１
１
人
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
主
に
乳
幼
児
健
診
の
啓
発
や
計
測
、
育
児
セ
ミ
ナ
ー
の
お
手
伝
い
、
子
育
て
交
流
会
、
い
き
い
き
健

康
ま
つ
り
あ
そ
び
の
広
場
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

氏
名

地
区

受
持
地
区

氏
名

地
区

受
持
地
区

１２３
甲

３
乙

全
地
区

全
地
区

４９１２３４５ ８ ５６７１２３４５６
全
地
区

　
佐
藤　
純
子

　
細
野　
仁
美

　
高
橋　
和
津
枝

☆
前
川　
芳
美

　
宮
口　
敦
子

　
鹿
毛　
明
子

　
白
石　
裕
子

※

白
石　
直
美

　
臼
井　
ミ
チ
江

　
千
木
良　
春
江

　
佐
野　
淳
子

　
廣
神　
幸
子

　
大
峯　
明
美

　
宮
沢　
克
江

　
太
附　
久
子

　
髙
橋　
と
く

☆※

篠
原　
晴
美

　
秋
山　
芳
子

◎
白
井　
久
美
子

　
浜
田　
美
和
子

　
大
塚　
と
し
子

　
萩
原　
典
江

　
坂
井　
篤
子

※

圡
取　
ひ
ろ
み

　
小
林　
美
佐
子

　
宮　
富
江

☆
伊
藤　
美
栄
子

　
石
井　
か
つ
江

　
宮
下　
梅
子

　
臼
田　
さ
ち
子

※
上
原　
祥
子

　
櫻
井　
恵
美
子

　
上
村　
久
美
子

　
木
暮　
由
美
子

　
渡
邉　
歩

　
横
山　
恵
子

☆
久
保　
元
子

　
小
板
橋　
純
子

　
金
井　
未
央

　
石
井　
志
津
江

　
竹
中　
知
江
子

　
櫻
井　
美
由
紀

　
黛　
　
桂
子

　
田
村　
ひ
と
み

　
阪
西　
佐
江
子

　
津
村　
直
美

　
田
鹿　
幸
子

　
小
林　
清
子

※
多
胡　
明
子

　
原
田　
三
重
子

　
五
十
嵐　
京
子

　
池
田　
祐
子

　
小
川　
留
美
子

　
須
藤　
明
美

　
松
井　
紀
子

　
田
村　
稔
枝

　
上
芝　
敦
子

☆
瀧
本　
重
子

※

山
﨑　
順
子

　
見
波　
恵
子

　
石
井　
和
子

　
島
田　
光
恵

☆
関
根　
君
子

　
櫻
井　
弘
美

　
町
田　
紀
美
代

※

須
藤　
明
子

１２３４５６７
全
地
区

１２３
全
地
区

１２

み
の
り
が
丘

３４５
全
地
区

１２３４
全
地
区

４５５

後閑 秋間 板鼻 岩野谷

地
区

受
持
地
区

氏
名

　
関　
亜
希
子

　
寺
嶋　
ゆ
か
り

　
佐
藤　
順
子

※

佐
藤　
愛

　
加
藤　
瑞
枝

○
大
野　
恵
子

☆
佐
藤　
恵
子

　
佐
藤　
一
枝

※

臼
田　
栄
子

　
関
口　
貴
与
美

　
中
嶋　
千
惠
子

　
石
田　
正
恵

　
伊
藤　
由
美
子

　
和
田　
登
美
子

　
佐
藤　
恵
津
子

　
櫻
井　
和
江

※

青
木　
真
理

　
中
澤　
静
子

　
髙
林　
敏
子

　
平
石　
恵
美
子

　
小
板
橋　
洋
子

　
萩
原　
澄
枝

　
佐
藤　
ゆ
う
子

　
中
澤　
純
子

※

小
野
澤　
江
利
子

細野 西横野九十九 坂本 松井田臼井

原市磯部東横野

氏
名

地
区

受
持
地
区

１２
２

－

２
３６７８ ４５

全
地
区

９101112

　
小
林　
累
里
子

　
大
橋　
と
み
子

　
栁
生　
貴
子

　
大
塚　
恵
美
子

☆
多
胡　
清
美

　
巽　 

惠
子

　
藤
村　
路
代

　
清
水　
和
江

　
吉
田　
あ
き
子

　
三
谷　
麻
由
実

　
須
藤　
章
子

　
千
木
良　
文
枝

　
岡
田　
由
香
里

　
飯
野　
あ
け
み

　
伊
藤　
良
子

　
古
谷　
タ
ツ
江

　
内
田　
千
栄
子

　
齊
藤　
美
奈
子

※

長
澤　
陽
子

安中

　
吉
田　
美
由
紀

源
ヶ
原
・
上
本
町
・

本
町
・
新
堀
中
宿
区

新
町
・
森
崎
・
上
町
区

新
田
琵
琶
ノ
窪
区

松
井
田
地
区

横
川
西
・
東
区

五
料
西
・
中
・
東
区

坂
本
１
・
２
区
・
原
区

入
牧
１
・
２
区

臼
井
・
坂
本
地
区

上
人
見
・
法
正
寺
・
塚
原
区

大
王
寺
・
高
野
谷
戸
区

二
軒
在
家
区

烏
留
北
・
南
区

別
所
・
八
城
東
区

八
城
西
区

行
田
区

西
横
野
地
区

下
増
田
区

高
梨
子
区

国
衙
百
石
区

小
日
向
区

土
塩
西
・
東
区

新
井
区

上
増
田
東
・
西
区

九
十
九
・
細
野
地
区

仲
町
・
下
町
・
北
横
町
・

南
横
町
・
紺
屋
町
区

◎…

会
長　
☆…

地
区
理
事

○…

副
会
長　※

…

主
任
児
童
委
員



　
健
康
づ
く
り
課
窓
口
・
　
住
民
福
祉
課
窓
口
で
の
容
器
配
布

7
月
23
日（
月
）〜
10
月
17
日（
水
）　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分
ま
で（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

安
中
市
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　推
進
委
員
会
委
員
長

安
中
市
長

　茂 

木 

英 

子

　
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
と
は
、

「
社
明
運
動
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
法

務
省
の
主
唱
に
よ
り
本
年
度
で
六
十
八
回

目
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
「
更
生
保
護
の

日
」
で
あ
る
七
月
一
日
か
ら
一
か
月
間
を

強
調
月
間
と
し
、
広
く
啓
発
活
動
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た
人
が
地
域
の
中
で

適
切
な
「
仕
事
」
と
「
居
場
所
」
な
ど
生

活
基
盤
を
確
保
し
社
会
復
帰
す
る
こ
と
が

で
き
る
安
全
な
ま
ち
を
つ
く
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
一
人
で
も
多
く
の
市

民
の
方
に
活
動
の
趣
旨
で
あ
る
『
犯
罪
や

非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地

域
の
チ
カ
ラ
』
を
ご
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
こ
の
社
明
運
動
の
推
進
に
ご
協
力
と

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

重
点
事
項

　
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
を
社
会
か
ら
排

除
・
孤
立
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
再
び
受
け

入
れ
る
こ
と
が
自
然
に
で
き
る
社
会
に
す
る

た
め
に
以
下
の
５
つ
の
重
点
項
目
を
定
め
ま

　
５
月
下
旬
に
対
象
者
全
員
に
「
各
種
検
診

受
診
シ
ー
ル
」
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
集

団
検
診
・
個
別
検
診
を
受
診
の
際
は
、
必
ず

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
受
診
時
に
シ
ー
ル
が
お
手
元
に
な
い
場
合

は
、
検
診
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
、
７
月
中
旬
か
ら
始
ま
る
集
団
検

診
の
【
大
腸
が
ん
検
診
容
器
配
布
】
の
日
程

を
掲
載
し
ま
す
。
集
団
検
診
の
大
腸
が
ん
検

診
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
ま
ず
集
団
検
診
用

の
大
腸
容
器
を
受
け
取
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
下
記
の
日
程
表
で
指
定
さ
れ
た
日
時
に

「
受
診
シ
ー
ル
」
を
持
参
し
、
容
器
を
取
り

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
提
出
日

に
、
検
体
と
受
診
票
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
個
別
検
診
を
受
診
さ
れ
る
人
は
、
５
月
中

に
毎
戸
配
布
し
た
「
検
診
の
し
お
り
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

し
た
。

①
出
所
者
等
の
事
情
を
理
解
し
た
上
で
雇
用

す
る
企
業
の
数
を
増
や
す
こ
と

②
帰
る
べ
き
場
所
が
な
い
ま
ま
、
刑
務
所
か

ら
社
会
に
戻
る
人
の
数
を
減
ら
す
こ
と

③
薬
物
依
存
か
ら
の
回
復
と
社
会
復
帰
を
長

期
的
に
支
え
る
地
域
の
環
境
を
作
る
こ
と

④
犯
罪
を
し
た
高
齢
者
・
障
害
者
等
が
、
社

会
復
帰
に
必
要
な
支
援
を
受
け
入
れ
ら
れ
る

環
境
を
作
る
こ
と

⑤
非
行
少
年
等
が
学
び
を
継
続
で
き
る
環
境

を
作
る
こ
と

安
中
市
の
活
動
状
況
お
よ
び
予
定

・
第
68
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
安

中
市
推
進
委
員
会（
６
月
29
日
）

・
募
金
活
動
の
実
施（
７
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
）

・
社
明
街
頭
広
報
活
動
・
パ
レ
ー
ド
な
ど

（
７
月
11
日
）

・
薬
物
乱
用
防
止
駅
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
７

月
11
日
・
13
日
）

・
中
学
校
薬
物
乱
用
防
止
教
室（
６
月
、
７

月
、
９
月
）

・
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
の
募
集
・

審
査
会（
７
〜
９
月
）小
・
中
学
校
対
象

第
67
回
募
金
結
果
報
告

　
昨
年
７
月
1
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
３
カ

月
に
わ
た
り
実
施
し
た
、
第
67
回
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
募
金
活
動
は
、
市
民
の

皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
多

大
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
浄
財
は
、
更
生
保
護
施
設
や
自
主
準

備
ホ
ー
ム
へ
の
慰
問
や
し
お
り
人
形
作
成
・

配
布
に
よ
る
青
少
年
の
非
行
防
止
な
ど
同
運

動
の
事
業
費
と
し
て
、
保
護
司
会
、
更
生
保

護
女
性
会
、
協
力
事
業
主
会
、
各
地
域
の
活

動
費
と
し
て
配
分
し
ま
し
た
。

　
こ
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
対

し
て
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
29
年
度
分
）

※

前
年
度
繰
越
金
３
４
，
２
２
１
円
を
含
む
。

※

地
域
の
皆
様
と
関
係
機
関
の
ご
支
援
・
ご

協
力
に
よ
り
、
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
浄
財
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
当
地
区
の
保
護
観
察
事
件
数
は
前
年
よ

り
微
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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安
中
保
護
区
保
護
司
会

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
安
中
（
☎
０
２
７

－

３
２
９

－

７
１
０
０
）

主
唱
　
法
務
省

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

主
唱
　
法
務
省

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

集
団
検
診
の
大
腸
が
ん
検
診

　
　
　
　
　
　
　
　
　容
器
配
布
が
始
ま
り
ま
す

集
団
検
診
の
大
腸
が
ん
検
診

　
　
　
　
　
　
　
　
　容
器
配
布
が
始
ま
り
ま
す

1011

本

松

健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）

本

大
腸
が
ん
検
診

　
　
　
　（
便
潜
血
二
日
法
）

大
腸
が
ん
検
診
採
便
容
器
配
布

対
象
者

日
程

時
間

会
場

自
己
負
担
金

40
歳
以
上
の
人

５
０
０
円（
70
歳
以
上
は
無
料
）

集
団
検
診
の
場
合
は
下
表
の
と
お
り
容
器
配
布
を
行

い
ま
す
。
受
診
シ
ー
ル
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

午
前
9
時
〜
10
時

秋
間
公
民
館

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

い
き
い
き
長
寿
セ
ン

タ
ー

（
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

原
市
公
民
館

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

安
中
市
保
健
セ
ン
タ
ー

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

東
横
野
公
民
館

午
前
9
時
〜
10
時

松
井
田
保
健
セ
ン
タ
ー

提
出
日
に
よ
っ
て
採
便
で
き
る
期
間
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
の
で
、
３
日
間
の
う
ち
２
日
分
の
便
を
採
取
し

て
容
器
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。（
１
日
１
本
）

検
体
の
入
っ
た
容
器
、
問
診
内
容
を
記
入
し
た
受
診
票

（
容
器
と
一
緒
に
配
布
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

日
は
受
診
シ
ー
ル
と
同
封
さ
れ
た
「
検
診
日
程
表（
青

色
の
Ａ
３
両
面
印
刷
）」
ま
た
は
５
月
に
毎
戸
配
布
さ

れ
た
「
検
診
の
し
お
り
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

・
受
診
シ
ー
ル
を
持
参
す
れ
ば
、
代
理
の
人
で
も
容
器
を
お
渡
し

で
き
ま
す
。

・
個
別
検
診（
医
療
機
関
で
の
検
診
）を
ご
希
望
の
人
は
、
採
便
容

器
を
医
療
機
関
で
受
け
取
り
、
採
便
後
は
そ
の
医
療
機
関
へ
検
体

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

集
団
検
診
で
お
渡
し
す
る
容
器
は
、
個
別
検
診
で
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

・
市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人
は
同
様
の
検
査
を
実
施
す
る
た

め
、
受
診
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①採便容器の
　受け取り②便の採取③検体の提出

受診の流れ

7月23日7月24日7月25日7月26日

（月）（火）（水）（木）
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

後
閑
公
民
館

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

西
横
野
定
住
セ
ン
タ
ー

午
後
3
時
〜
4
時

磯
部
公
民
館

午
前
9
時
〜
9
時
30
分

臼
井
小
学
校

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

碓
氷
峠
く
つ
ろ
ぎ
の
郷

（
屋
内
交
流
広
場
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

入
牧
生
き
が
い
セ
ン

タ
ー

午
前
9
時
〜
9
時
30
分

細
野
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

九
十
九
地
区
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

（
九
十
九
創
作
館
）

午
後
3
時
〜
4
時

岩
野
谷
公
民
館

運
動
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
機
関
・

団
体
名

安
中
市

安
中
市
議
会
　

安
中
市
教
育
委
員
会

安
中
市
区
長
会

安
中
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

安
中
保
護
区
保
護
司
会

安
中
地
区
更
生
保
護
女
性
会

安
中
地
区
協
力
事
業
主
会

安
中
保
護
区
保
護
司
会
更
生
保
護
活
動
支
援
機
構

安
中
市
社
会
福
祉
協
議
会

安
中
市
内
関
係
機
関
団
体
な
ど

（
順
不
同
）

使
　
途

14
地
区
支
部
助
成
金

学
校
対
象
広
報
活
動
費

更
生
３
団
体
活
動
配
分
金

一
般
対
象
広
報
活
動
費

（
う
ち
わ
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
）

一
般
事
務
費

（
用
紙
代
、
郵
便
代
な
ど
）

次
年
度
繰
越
金

合
計

金
額（
円
）

６
５
１
，
２
８
４

６
４
５
，
４
６
５

６
３
０
，
０
０
０

２
５
３
，
３
９
０

３
０
，
５
９
０

２
９
，
９
２
０

２
，
２
４
０
，
６
４
９

保
護
観
察
少
年

（
１
号
観
察
）

少
年
院
仮
退
院
者

（
２
号
観
察
） 

仮
出
所
者

（
３
号
観
察
）

保
護
観
察
付
執
行
猶
予
者

（
４
号
観
察
）

　
　
　
小
計

　
　
　
刑
務
所

　
　
　
少
年
院

　
　
　
小
計

　
　
　
総
計

保
護
司
一
人
当
た
り
の
担
当
数

環境調整 安
中
市
保
護
区
保
護
観
察
対
象
者
調
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
単
位
：
人
）

Ｈ
29

Ｈ
30

４１１７９０９22 130.61

２０２７17０1728 110.80



　
健
康
づ
く
り
課
窓
口
・
　
住
民
福
祉
課
窓
口
で
の
容
器
配
布

7
月
23
日（
月
）〜
10
月
17
日（
水
）　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分
ま
で（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

安
中
市
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　推
進
委
員
会
委
員
長

安
中
市
長

　茂 
木 

英 

子

　
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
と
は
、

「
社
明
運
動
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
法

務
省
の
主
唱
に
よ
り
本
年
度
で
六
十
八
回

目
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
「
更
生
保
護
の

日
」
で
あ
る
七
月
一
日
か
ら
一
か
月
間
を

強
調
月
間
と
し
、
広
く
啓
発
活
動
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た
人
が
地
域
の
中
で

適
切
な
「
仕
事
」
と
「
居
場
所
」
な
ど
生

活
基
盤
を
確
保
し
社
会
復
帰
す
る
こ
と
が

で
き
る
安
全
な
ま
ち
を
つ
く
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
一
人
で
も
多
く
の
市

民
の
方
に
活
動
の
趣
旨
で
あ
る
『
犯
罪
や

非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地

域
の
チ
カ
ラ
』
を
ご
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
こ
の
社
明
運
動
の
推
進
に
ご
協
力
と

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

重
点
事
項

　
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
を
社
会
か
ら
排

除
・
孤
立
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
再
び
受
け

入
れ
る
こ
と
が
自
然
に
で
き
る
社
会
に
す
る

た
め
に
以
下
の
５
つ
の
重
点
項
目
を
定
め
ま

　
５
月
下
旬
に
対
象
者
全
員
に
「
各
種
検
診

受
診
シ
ー
ル
」
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
集

団
検
診
・
個
別
検
診
を
受
診
の
際
は
、
必
ず

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
受
診
時
に
シ
ー
ル
が
お
手
元
に
な
い
場
合

は
、
検
診
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
、
７
月
中
旬
か
ら
始
ま
る
集
団
検

診
の
【
大
腸
が
ん
検
診
容
器
配
布
】
の
日
程

を
掲
載
し
ま
す
。
集
団
検
診
の
大
腸
が
ん
検

診
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
ま
ず
集
団
検
診
用

の
大
腸
容
器
を
受
け
取
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
下
記
の
日
程
表
で
指
定
さ
れ
た
日
時
に

「
受
診
シ
ー
ル
」
を
持
参
し
、
容
器
を
取
り

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
提
出
日

に
、
検
体
と
受
診
票
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
個
別
検
診
を
受
診
さ
れ
る
人
は
、
５
月
中

に
毎
戸
配
布
し
た
「
検
診
の
し
お
り
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

し
た
。

①
出
所
者
等
の
事
情
を
理
解
し
た
上
で
雇
用

す
る
企
業
の
数
を
増
や
す
こ
と

②
帰
る
べ
き
場
所
が
な
い
ま
ま
、
刑
務
所
か

ら
社
会
に
戻
る
人
の
数
を
減
ら
す
こ
と

③
薬
物
依
存
か
ら
の
回
復
と
社
会
復
帰
を
長

期
的
に
支
え
る
地
域
の
環
境
を
作
る
こ
と

④
犯
罪
を
し
た
高
齢
者
・
障
害
者
等
が
、
社

会
復
帰
に
必
要
な
支
援
を
受
け
入
れ
ら
れ
る

環
境
を
作
る
こ
と

⑤
非
行
少
年
等
が
学
び
を
継
続
で
き
る
環
境

を
作
る
こ
と

安
中
市
の
活
動
状
況
お
よ
び
予
定

・
第
68
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
安

中
市
推
進
委
員
会（
６
月
29
日
）

・
募
金
活
動
の
実
施（
７
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
）

・
社
明
街
頭
広
報
活
動
・
パ
レ
ー
ド
な
ど

（
７
月
11
日
）

・
薬
物
乱
用
防
止
駅
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
７

月
11
日
・
13
日
）

・
中
学
校
薬
物
乱
用
防
止
教
室（
６
月
、
７

月
、
９
月
）

・
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
の
募
集
・

審
査
会（
７
〜
９
月
）小
・
中
学
校
対
象

第
67
回
募
金
結
果
報
告

　
昨
年
７
月
1
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
３
カ

月
に
わ
た
り
実
施
し
た
、
第
67
回
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
募
金
活
動
は
、
市
民
の

皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
多

大
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
浄
財
は
、
更
生
保
護
施
設
や
自
主
準

備
ホ
ー
ム
へ
の
慰
問
や
し
お
り
人
形
作
成
・

配
布
に
よ
る
青
少
年
の
非
行
防
止
な
ど
同
運

動
の
事
業
費
と
し
て
、
保
護
司
会
、
更
生
保

護
女
性
会
、
協
力
事
業
主
会
、
各
地
域
の
活

動
費
と
し
て
配
分
し
ま
し
た
。

　
こ
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
対

し
て
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
29
年
度
分
）

※

前
年
度
繰
越
金
３
４
，
２
２
１
円
を
含
む
。

※

地
域
の
皆
様
と
関
係
機
関
の
ご
支
援
・
ご

協
力
に
よ
り
、
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
浄
財
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
当
地
区
の
保
護
観
察
事
件
数
は
前
年
よ

り
微
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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安
中
保
護
区
保
護
司
会

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
安
中
（
☎
０
２
７

－

３
２
９

－

７
１
０
０
）

主
唱
　
法
務
省

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

主
唱
　
法
務
省

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

集
団
検
診
の
大
腸
が
ん
検
診

　
　
　
　
　
　
　
　
　容
器
配
布
が
始
ま
り
ま
す

集
団
検
診
の
大
腸
が
ん
検
診

　
　
　
　
　
　
　
　
　容
器
配
布
が
始
ま
り
ま
す

1011

本

松

健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）

本

大
腸
が
ん
検
診

　
　
　
　（
便
潜
血
二
日
法
）

大
腸
が
ん
検
診
採
便
容
器
配
布

対
象
者

日
程

時
間

会
場

自
己
負
担
金

40
歳
以
上
の
人

５
０
０
円（
70
歳
以
上
は
無
料
）

集
団
検
診
の
場
合
は
下
表
の
と
お
り
容
器
配
布
を
行

い
ま
す
。
受
診
シ
ー
ル
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

午
前
9
時
〜
10
時

秋
間
公
民
館

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

い
き
い
き
長
寿
セ
ン

タ
ー

（
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

原
市
公
民
館

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

安
中
市
保
健
セ
ン
タ
ー

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

東
横
野
公
民
館

午
前
9
時
〜
10
時

松
井
田
保
健
セ
ン
タ
ー

提
出
日
に
よ
っ
て
採
便
で
き
る
期
間
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
の
で
、
３
日
間
の
う
ち
２
日
分
の
便
を
採
取
し

て
容
器
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。（
１
日
１
本
）

検
体
の
入
っ
た
容
器
、
問
診
内
容
を
記
入
し
た
受
診
票

（
容
器
と
一
緒
に
配
布
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

日
は
受
診
シ
ー
ル
と
同
封
さ
れ
た
「
検
診
日
程
表（
青

色
の
Ａ
３
両
面
印
刷
）」
ま
た
は
５
月
に
毎
戸
配
布
さ

れ
た
「
検
診
の
し
お
り
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

・
受
診
シ
ー
ル
を
持
参
す
れ
ば
、
代
理
の
人
で
も
容
器
を
お
渡
し

で
き
ま
す
。

・
個
別
検
診（
医
療
機
関
で
の
検
診
）を
ご
希
望
の
人
は
、
採
便
容

器
を
医
療
機
関
で
受
け
取
り
、
採
便
後
は
そ
の
医
療
機
関
へ
検
体

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

集
団
検
診
で
お
渡
し
す
る
容
器
は
、
個
別
検
診
で
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

・
市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人
は
同
様
の
検
査
を
実
施
す
る
た

め
、
受
診
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①採便容器の
　受け取り②便の採取③検体の提出

受診の流れ

7月23日7月24日7月25日7月26日

（月）（火）（水）（木）
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

後
閑
公
民
館

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

西
横
野
定
住
セ
ン
タ
ー

午
後
3
時
〜
4
時

磯
部
公
民
館

午
前
9
時
〜
9
時
30
分

臼
井
小
学
校

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

碓
氷
峠
く
つ
ろ
ぎ
の
郷

（
屋
内
交
流
広
場
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

入
牧
生
き
が
い
セ
ン

タ
ー

午
前
9
時
〜
9
時
30
分

細
野
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

九
十
九
地
区
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

（
九
十
九
創
作
館
）

午
後
3
時
〜
4
時

岩
野
谷
公
民
館

運
動
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
機
関
・

団
体
名

安
中
市

安
中
市
議
会
　

安
中
市
教
育
委
員
会

安
中
市
区
長
会

安
中
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

安
中
保
護
区
保
護
司
会

安
中
地
区
更
生
保
護
女
性
会

安
中
地
区
協
力
事
業
主
会

安
中
保
護
区
保
護
司
会
更
生
保
護
活
動
支
援
機
構

安
中
市
社
会
福
祉
協
議
会

安
中
市
内
関
係
機
関
団
体
な
ど

（
順
不
同
）

使
　
途

14
地
区
支
部
助
成
金

学
校
対
象
広
報
活
動
費

更
生
３
団
体
活
動
配
分
金

一
般
対
象
広
報
活
動
費

（
う
ち
わ
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
）

一
般
事
務
費

（
用
紙
代
、
郵
便
代
な
ど
）

次
年
度
繰
越
金

合
計

金
額（
円
）

６
５
１
，
２
８
４

６
４
５
，
４
６
５

６
３
０
，
０
０
０

２
５
３
，
３
９
０

３
０
，
５
９
０

２
９
，
９
２
０

２
，
２
４
０
，
６
４
９

保
護
観
察
少
年

（
１
号
観
察
）

少
年
院
仮
退
院
者

（
２
号
観
察
） 

仮
出
所
者

（
３
号
観
察
）

保
護
観
察
付
執
行
猶
予
者

（
４
号
観
察
）

　
　
　
小
計

　
　
　
刑
務
所

　
　
　
少
年
院

　
　
　
小
計

　
　
　
総
計

保
護
司
一
人
当
た
り
の
担
当
数

環境調整 安
中
市
保
護
区
保
護
観
察
対
象
者
調
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
単
位
：
人
）

Ｈ
29

Ｈ
30

４１１７９０９22 130.61

２０２７17０1728 110.80



　
下
記
の
と
お
り
採
用
試
験
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

試
験
案
内
・
申
込
書
の
請
求

直
接
請
求
の
場
合
▼
【
高
崎
市
等
広
域
消
防

局
・
消
防
署
・
分
署
】
・
【
安
中
市
役
所
・

松
井
田
支
所
】
で
配
布
し
ま
す
。

郵
送
請
求
の
場
合
▼
本
人
の
住
所
氏
名
を
記

入
し
た
返
信
用
封
筒（
角
型
２
号
）に
１
４
０

円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
を
同
封
の
う
え
、
左

記
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
す

る
封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用
試
験
案
内
請

求
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
場
合
▼
消
防
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://ted.city.takasaki.gunm

a.
jp/shoubou/top.htm

)

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

郵
送
先
・
問
合
せ
先
▼
高
崎
市
等
広
域
消
防

局
総
務
課
　
〒
３
７
０

－

０
８
６
１
　
高
崎

市
八
千
代
町
一
丁
目
13

－

10

☎
０
２
７

－

３
２
２

－

２
３
９
３

　
市
で
は
平
成
30
年
度
の
職
員
採
用
試
験
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
採
用
年
月
日
は
平
成
31
年
４
月
１
日
で

す
。
所
定
の
申
込
用
紙
を
７
月
２
日（
月
）か

ら
　
の
総
合
案
内
、
　
秘
書
課
お
よ
び
　
総

務
管
理
課
で
配
布
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
し
、
試
験
案
内
に
記
載
し
て
あ
る
必

要
書
類
を
添
え
て
　
秘
書
課
人
事
研
修
係
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
条
件
な
ど

に
つ
い
て
は
試
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

配
布
開
始
▼
７
月
２
日（
月
）か
ら

受
付
期
間
▼
７
月
11
日（
水
）〜
31
日（
火
）

募
集
職
種
・
受
験
資
格
▼
下
表
の
と
お
り

※

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
受
験
で

き
ま
せ
ん
。

○
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

○
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
る
者

2018年7月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

平
成
30
年
度
高
崎
市
・
安
中
市

　
　
　
　
　
　
　消
防
組
合
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
度
高
崎
市
・
安
中
市

　
　
　
　
　
　
　消
防
組
合
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

安
中
市
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

安
中
市
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

1213

高
崎
市
等
広
域
消
防
局
総
務
課

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

２
３
９
３
）　

3. 社会人経験者採用試験
職
種
主
任
介
護
支
援
専
門
員

土
木
技
術

受験資格

昭和３８年４月２日以降に生まれた人で、主任介護支援
専門員研修を修了し、民間の社会福祉施設等で実務経験
が有り、培われた知識や経験を市政に活かそうという意
欲があり、採用時に主任介護支援専門員として従事でき
る人（平成３１年４月１日時点で５５歳以下）

昭和６１年４月２日以降に生まれた人で、民間企業
等で実務経験が有り、培われた知識や経験を市政に
活かそうという意欲がある人（平成３１年４月１日時
点で３２歳以下）

１次試験
9月16日（日）

2次試験
10月下旬

3次試験
11月中旬

採用予定
人員

一般性格診断検査
作文

専門試験
一般性格診断検査
作文

学歴区分

試験区分

採用予定人員 10人

７月２日（月）

9月１６日（日）

10月上旬

10月下旬
11月中旬

８月１日（水）から８月１０日（金）まで

受験資格

申込期間

第２次試験
合格発表

結果発表

試験日

試験案内
配布開始

平成元年4月2日から平
成９年４月１日までに
生まれた人で、学校教
育法による大学を卒業
又は平成３１年３月ま
でに卒業見込みの人
［ただし、平成９年４
月２日以降に生まれた
人で学校教育法による
大学を卒業した人（平成
３１年３月までに卒業
見込みを含む）又はこれ
と同等の資格を有する
と認められる人は受験
することができます］

平成元年４月２日から平成
１１年４月１日までに生ま
れた人で、学校教育法によ
る短期大学、高等専門学校
若しくは専修学校専門課程

（修業年限が２年以上で、
かつ１,６００時間以上の
履修を義務づけている課
程）を卒業又は平成３１年
３月までに卒業見込みの人
［ただし、学校教育法によ
る大学を卒業した人（平成
３１年３月卒業見込みを含
む）又はこれと同等の資格
を有すると認められる人は
受験できません］

平成元年４月２日から
平成１３年４月１日ま
でに生まれた人で、学
校教育法による高等学
校を卒業若しくは平成
３１年３月までに卒業
見込みの人又はこれと
同等の資格を有する人
［ただし、学校教育法
による大学若しくは短
期大学を卒業した人（平
成３１年３月卒業見込
みを含む）又はこれらと
同等の資格を有すると
認められる人は受験で
きません］

消防職

大　　学 短　　大
（２年以上の専門学校を含む）

高　　校

3次試験
11月中旬

採用予定
人員

1. 一般試験

2. 障害者採用試験

職
種

事
務
職
・
技
師
職

保
健
師

文
化
財
行
政

受験資格区分

初級

中級

中級

中級

平成８年４月２日から平成１３年４月１
日までに生まれた人で、高等学校卒業（平
成３１年３月卒業見込みを含む）の人（平
成３１年４月１日時点で１８歳～２２歳）

平成２年４月２日から平成１１年４月１
日までに生まれた人で、短期大学卒業以
上（平成３１年３月卒業見込みを含む）ま
たは同等の資格があると認められる人（平
成３１年４月１日時点で２０歳～２８歳）

昭和６１年４月２日以降に生まれた人
で、保健師の資格を有する人または平成
３１年３月３１日までに取得見込みの人

（平成３１年４月１日時点で３２歳以下）

昭和６１年４月２日以降に生まれた人で、大学または大
学院で考古学、歴史学または文化財学を専攻、履習し、
卒業・修了し（平成３１年３月３１日までに卒業・修了
見込みを含む）発掘調査の管理および指導、資料の調
査、整理、研究並びに成果の公開などの業務に意欲のあ
る人 （平成３１年４月１日時点で３２歳以下）

１次試験
9月16日（日）

2次試験
10月下旬

教養試験
事務適性検査
作文

教養試験
一般性格診断
検査
作文

専門試験
一般性格診断
検査
作文

教養試験
一般性格診断
検査
作文

3次試験
11月中旬

採用予定
人員

職
種

事
務
職

受験資格区分

初級

中級

昭和４８年４月２日
から平成１３年４月
１日までに生まれた
人で、高等学校卒業

（平成３１年３月卒
業見込みを含む）の
人（平成３１年４月
１日時点で１８歳～
４５歳）

次のすべてに該当
する人
①身体障害者福祉
法に基づく身体障
害者手帳の交付を
受けている人
② 自 力 通 勤 が で
き、介助なしに職
務の遂行が可能な
人（正規勤務時間
の週38時間45分
の勤務及び時間外
の 勤 務 が 可 能 な
人）
③活字印刷（文字の
大 き さ に つ い て
は、試験案内と同
程度）による筆記試
験に対応できる人

昭和４８年４月２日
から平成１１年４月
１日までに生まれた
人で、短期大学卒業
以上（平成３１年３月
卒業見込みを含む）ま
たは同等の資格があ
ると認められる人（平
成３１年４月１日時
点で２０歳～４５歳）

１次試験
9月16日（日）

2次試験
10月下旬

教養試験
事務適性検査
作文

教養試験
一般性格診断
検査
作文試

験
日
程

第１次
試験

秘
書
課
人
事
研
修
係
（
☎
内
線
１
０
３
０
）

本

本

本
本

松
平成 29 年度採用職員

ディスカッ
ション

面接
健康診断

ディスカッ
ション

面接
健康診断

10人程度

１人程度

１人程度

１人程度

ディスカッ
ション

面接
健康診断

１人程度

若干名

高崎市等広域消防局
ホームページ

試験案内については、こちらからも閲覧できます。



　
下
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。
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案
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井
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配
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市
で
は
平
成
30
年
度
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職
員
採
用
試
験
を

次
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と
お
り
行
い
ま
す
。

　
採
用
年
月
日
は
平
成
31
年
４
月
１
日
で

す
。
所
定
の
申
込
用
紙
を
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２
日（
月
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総
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書
課
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２
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月
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り
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る
人
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受
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で

き
ま
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。
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籍
を
有
し
な
い
者

○
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
る
者
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平
成
30
年
度
高
崎
市
・
安
中
市

　
　
　
　
　
　
　消
防
組
合
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
度
高
崎
市
・
安
中
市

　
　
　
　
　
　
　消
防
組
合
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

安
中
市
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

安
中
市
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

1213

高
崎
市
等
広
域
消
防
局
総
務
課

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

２
３
９
３
）　

3. 社会人経験者採用試験
職
種
主
任
介
護
支
援
専
門
員

土
木
技
術

受験資格

昭和３８年４月２日以降に生まれた人で、主任介護支援
専門員研修を修了し、民間の社会福祉施設等で実務経験
が有り、培われた知識や経験を市政に活かそうという意
欲があり、採用時に主任介護支援専門員として従事でき
る人（平成３１年４月１日時点で５５歳以下）

昭和６１年４月２日以降に生まれた人で、民間企業
等で実務経験が有り、培われた知識や経験を市政に
活かそうという意欲がある人（平成３１年４月１日時
点で３２歳以下）

１次試験
9月16日（日）

2次試験
10月下旬

3次試験
11月中旬

採用予定
人員

一般性格診断検査
作文

専門試験
一般性格診断検査
作文

学歴区分

試験区分

採用予定人員 10人

７月２日（月）

9月１６日（日）

10月上旬

10月下旬
11月中旬

８月１日（水）から８月１０日（金）まで

受験資格

申込期間

第２次試験
合格発表

結果発表

試験日

試験案内
配布開始

平成元年4月2日から平
成９年４月１日までに
生まれた人で、学校教
育法による大学を卒業
又は平成３１年３月ま
でに卒業見込みの人
［ただし、平成９年４
月２日以降に生まれた
人で学校教育法による
大学を卒業した人（平成
３１年３月までに卒業
見込みを含む）又はこれ
と同等の資格を有する
と認められる人は受験
することができます］

平成元年４月２日から平成
１１年４月１日までに生ま
れた人で、学校教育法によ
る短期大学、高等専門学校
若しくは専修学校専門課程

（修業年限が２年以上で、
かつ１,６００時間以上の
履修を義務づけている課
程）を卒業又は平成３１年
３月までに卒業見込みの人
［ただし、学校教育法によ
る大学を卒業した人（平成
３１年３月卒業見込みを含
む）又はこれと同等の資格
を有すると認められる人は
受験できません］

平成元年４月２日から
平成１３年４月１日ま
でに生まれた人で、学
校教育法による高等学
校を卒業若しくは平成
３１年３月までに卒業
見込みの人又はこれと
同等の資格を有する人
［ただし、学校教育法
による大学若しくは短
期大学を卒業した人（平
成３１年３月卒業見込
みを含む）又はこれらと
同等の資格を有すると
認められる人は受験で
きません］

消防職

大　　学 短　　大
（２年以上の専門学校を含む）

高　　校

3次試験
11月中旬

採用予定
人員

1. 一般試験

2. 障害者採用試験

職
種

事
務
職
・
技
師
職

保
健
師

文
化
財
行
政

受験資格区分

初級

中級

中級

中級

平成８年４月２日から平成１３年４月１
日までに生まれた人で、高等学校卒業（平
成３１年３月卒業見込みを含む）の人（平
成３１年４月１日時点で１８歳～２２歳）

平成２年４月２日から平成１１年４月１
日までに生まれた人で、短期大学卒業以
上（平成３１年３月卒業見込みを含む）ま
たは同等の資格があると認められる人（平
成３１年４月１日時点で２０歳～２８歳）

昭和６１年４月２日以降に生まれた人
で、保健師の資格を有する人または平成
３１年３月３１日までに取得見込みの人

（平成３１年４月１日時点で３２歳以下）

昭和６１年４月２日以降に生まれた人で、大学または大
学院で考古学、歴史学または文化財学を専攻、履習し、
卒業・修了し（平成３１年３月３１日までに卒業・修了
見込みを含む）発掘調査の管理および指導、資料の調
査、整理、研究並びに成果の公開などの業務に意欲のあ
る人 （平成３１年４月１日時点で３２歳以下）

１次試験
9月16日（日）

2次試験
10月下旬

教養試験
事務適性検査
作文

教養試験
一般性格診断
検査
作文

専門試験
一般性格診断
検査
作文

教養試験
一般性格診断
検査
作文

3次試験
11月中旬

採用予定
人員

職
種

事
務
職

受験資格区分

初級

中級

昭和４８年４月２日
から平成１３年４月
１日までに生まれた
人で、高等学校卒業

（平成３１年３月卒
業見込みを含む）の
人（平成３１年４月
１日時点で１８歳～
４５歳）

次のすべてに該当
する人
①身体障害者福祉
法に基づく身体障
害者手帳の交付を
受けている人
② 自 力 通 勤 が で
き、介助なしに職
務の遂行が可能な
人（正規勤務時間
の週38時間45分
の勤務及び時間外
の 勤 務 が 可 能 な
人）
③活字印刷（文字の
大 き さ に つ い て
は、試験案内と同
程度）による筆記試
験に対応できる人

昭和４８年４月２日
から平成１１年４月
１日までに生まれた
人で、短期大学卒業
以上（平成３１年３月
卒業見込みを含む）ま
たは同等の資格があ
ると認められる人（平
成３１年４月１日時
点で２０歳～４５歳）

１次試験
9月16日（日）

2次試験
10月下旬

教養試験
事務適性検査
作文

教養試験
一般性格診断
検査
作文試

験
日
程

第１次
試験

秘
書
課
人
事
研
修
係
（
☎
内
線
１
０
３
０
）

本

本

本
本

松
平成 29 年度採用職員

ディスカッ
ション

面接
健康診断

ディスカッ
ション

面接
健康診断

10人程度

１人程度

１人程度

１人程度

ディスカッ
ション

面接
健康診断

１人程度

若干名

高崎市等広域消防局
ホームページ

試験案内については、こちらからも閲覧できます。



●
納
税
が
困
難
な
人
は
早
め
に
相
談
を

　
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
市
税
の
納
期

ご
と
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
一
人
で
悩

ま
ず
、
放
置
せ
ず
に
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
一
括
納
付
が
難
し
い
場
合
に
は
、
分

割
納
付
に
応
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
ず

は
、
納
付
で
き
な
い
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　
市
役
所
開
庁
時
間
に
納
税
相
談
が
で
き
な

い
人
の
た
め
に
、
左
表
の
開
設
日
に
日
曜
窓

口
・
夜
間
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

●
時
間
外
窓
口
の
ご
案
内

●
日
曜
窓
口

開
設
日
▼
８
月
26
日（
日
）

時
　間
▼
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

場
　所
▼
　
収
納
課

●
夜
間
窓
口

開
設
日
▼
７
月
31
日（
火
）

　
　
　
　
８
月
31
日（
金
）

時
　間
▼
午
後
８
時
ま
で

場
　所
▼
　
収
納
課

2018年7月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本

本

本

本

松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111 1415

　
市
で
は
、
納
税
が
な
く
納
税
相
談
も
な
い

人
に
対
し
、
積
極
的
に
滞
納
処
分
を
行
っ
て

い
ま
す
。
不
動
産
公
売
で
は
滞
納
処
分
の
一

環
と
し
て
差
押
え
た
不
動
産
を
売
却
し
、
売

却
代
金
を
市
税
に
充
当
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
の
広
報
で
は
７
月
実
施
の
不
動
産

単
独
公
売
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
公
売
に
つ
い
て
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
11
月
に
は
近
隣
市
町
村
と
合
同
で
不
動

産
公
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
原
則
ど
な
た
で
も
参
加
が
で
き
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
□本
収
納
課
・
□松 

住
民
福
祉
課
に

用
意
し
ま
し
た
「
公
売
広
報
」
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

●
不
動
産
単
独
公
売

　
７
月
の
単
独
公
売
で
は
、
土
地
付
建
物
１

件
、
土
地
３
件
の
不
動
産
を
対
象
に
公
売
を

行
い
ま
す
。

　
物
件
の
詳
細
と
公
売
参
加
の
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
、

□本
収
納
課
・
□松 

住
民
福
祉
課
に
用
意
し
ま

し
た
「
公
売
広
報
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
不
動
産
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ

ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
運
営
の
「
官
公
庁
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
」
に
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
実

施
し
ま
す
。

　
参
加
方
法
や
不
動
産
の
詳
細
に
つ
い
て
は

「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」

の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

不
動
産
公
売
を
実
施
し
ま
す

不
動
産
公
売
を
実
施
し
ま
す

収
納
課
収
納
整
理
係
（
☎
内
線
１
０
８
６
）

本

※

直
前
に
公
売
を
中
止
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
事
前
に
公
売
実
施
の
有
無
を
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
札
期
日

７
月
26
日（
木
）

受
付
開
始
：
午
後
１
時

入
札
開
始
：
午
後
２
時

　
３
０
５
会
議
室

場
所

参
加
申
込

期
日

７
月
５
日（
木
）午
後
１
時
〜

７
月
23
日（
月
）午
後
11
時

７
月
30
日（
月
）午
後
１
時
〜

８
月
６
日（
月
）午
後
１
時

入
札
期
間

zoom up

市民生委員児童委員協議会から、茂木市長が一日民
生委員・児童委員を委嘱されました。市内の子育て
支援センターや高齢者が活動するサロンなどを訪問
し、日頃の活動の見学や体験を通して地域の皆さん
と交流しました。

市長一日民生委員5
15

月

日

5
10

月

日

5
20

月

日

4
9

月

日

5
26

月

日

5
12

月

日

卓球の世界選手権で、日本代表の栄養士として帯同した飯野
直美さん（東横野小学校勤務）がその報告に茂木市長を訪れま
した。大会中は主に選手の補食作りを担当し、工夫されたお
にぎりが選手にも好評で、栄養面から選手をサポートできた
ことは栄養士冥利に尽きると笑顔で話していました。

作ったおにぎりが
選手の力に

杉田ふじさん（安中）が100歳の誕生日をむかえられ、
お祝い品が贈られました。これからも元気にお過　
ごしください。

100 歳
おめでとうございます

安中市立後閑小学校で入学式が行われ、新入学児童に
記念樹となる苗木を贈り続けている清水辰吉さんが、
新入学児童１４人にサクラ、モモ、クリなどの苗木を
贈りました。今回で56回目となり、贈呈を受けた親
子は入学の記念になると、とても喜んでいました。

入学の記念に苗木配布

上原とみさん（松井田町北野牧）が100歳の誕生日を
むかえられ、お祝い品が贈られました。これからも
元気にお過ごしください。

100 歳
おめでとうございます

「花とみどりがあふれる美しいまちづくり」を図るため、緑
化推進事業の一環として、遠足前夜祭にて苗木の配布をおこ
ないました。温州ミカン・ハナミズキ・ブルーベリー・オリ
ーブなどの苗木約２００本を緑の募金として、苗木１本につ
き２００円以上のご協力をお願いし、配布しました。

苗木の配布を行いました

売
却
区
分

番
号

内
　
　
　
容

　
所
在
地

土
地

土
地
面
積（
㎡
）

建
物

最
低
入
札

価
額（
万
円
）

公
売
保
証

金（
万
円
）

建
物
面
積（
㎡
）

30-130-2

318.95

建物1棟

計
472.45

宅地1筆宅地2筆
畑2筆

板鼻
２丁目
字仲町

松井田町
人見

字新田

129.74－

－

368193

3720

30-330-4

300.00

－

536.00

畑1筆畑1筆

松井田町
八城

字別所

松井田町
八城

字別所

－－

－

60108

611

売
却
区
分

番
号

内
　
　
　
容

　
所
在
地

土
地

土
地
面
積（
㎡
）

建
物

最
低
入
札

価
額（
万
円
）

公
売
保
証

金（
万
円
）

建
物
面
積（
㎡
）

30-530-6

382.00

－

計
326.99

宅地1筆宅地2筆

磯部
2 丁目
字西新井

松井田町
八城

字渡戸

－－

－

250240

2524

売却区分番号30-1の写真



●
納
税
が
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な
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市
で
は
、
納
税
が
な
く
納
税
相
談
も
な
い

人
に
対
し
、
積
極
的
に
滞
納
処
分
を
行
っ
て

い
ま
す
。
不
動
産
公
売
で
は
滞
納
処
分
の
一

環
と
し
て
差
押
え
た
不
動
産
を
売
却
し
、
売

却
代
金
を
市
税
に
充
当
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
の
広
報
で
は
７
月
実
施
の
不
動
産

単
独
公
売
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
公
売
に
つ
い
て
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
11
月
に
は
近
隣
市
町
村
と
合
同
で
不
動

産
公
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
原
則
ど
な
た
で
も
参
加
が
で
き
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
□本
収
納
課
・
□松 

住
民
福
祉
課
に

用
意
し
ま
し
た
「
公
売
広
報
」
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

●
不
動
産
単
独
公
売

　
７
月
の
単
独
公
売
で
は
、
土
地
付
建
物
１

件
、
土
地
３
件
の
不
動
産
を
対
象
に
公
売
を

行
い
ま
す
。

　
物
件
の
詳
細
と
公
売
参
加
の
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
、

□本
収
納
課
・
□松 

住
民
福
祉
課
に
用
意
し
ま

し
た
「
公
売
広
報
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
不
動
産
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ

ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
運
営
の
「
官
公
庁
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
」
に
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
実

施
し
ま
す
。

　
参
加
方
法
や
不
動
産
の
詳
細
に
つ
い
て
は

「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」

の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

不
動
産
公
売
を
実
施
し
ま
す

不
動
産
公
売
を
実
施
し
ま
す

収
納
課
収
納
整
理
係
（
☎
内
線
１
０
８
６
）

本

※

直
前
に
公
売
を
中
止
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
事
前
に
公
売
実
施
の
有
無
を
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
札
期
日

７
月
26
日（
木
）

受
付
開
始
：
午
後
１
時

入
札
開
始
：
午
後
２
時

　
３
０
５
会
議
室

場
所

参
加
申
込

期
日

７
月
５
日（
木
）午
後
１
時
〜

７
月
23
日（
月
）午
後
11
時

７
月
30
日（
月
）午
後
１
時
〜

８
月
６
日（
月
）午
後
１
時

入
札
期
間

zoom up

市民生委員児童委員協議会から、茂木市長が一日民
生委員・児童委員を委嘱されました。市内の子育て
支援センターや高齢者が活動するサロンなどを訪問
し、日頃の活動の見学や体験を通して地域の皆さん
と交流しました。

市長一日民生委員5
15

月

日

5
10

月

日

5
20

月

日

4
9

月

日

5
26

月

日

5
12

月

日

卓球の世界選手権で、日本代表の栄養士として帯同した飯野
直美さん（東横野小学校勤務）がその報告に茂木市長を訪れま
した。大会中は主に選手の補食作りを担当し、工夫されたお
にぎりが選手にも好評で、栄養面から選手をサポートできた
ことは栄養士冥利に尽きると笑顔で話していました。

作ったおにぎりが
選手の力に

杉田ふじさん（安中）が100歳の誕生日をむかえられ、
お祝い品が贈られました。これからも元気にお過　
ごしください。

100 歳
おめでとうございます

安中市立後閑小学校で入学式が行われ、新入学児童に
記念樹となる苗木を贈り続けている清水辰吉さんが、
新入学児童１４人にサクラ、モモ、クリなどの苗木を
贈りました。今回で56回目となり、贈呈を受けた親
子は入学の記念になると、とても喜んでいました。

入学の記念に苗木配布

上原とみさん（松井田町北野牧）が100歳の誕生日を
むかえられ、お祝い品が贈られました。これからも
元気にお過ごしください。

100 歳
おめでとうございます

「花とみどりがあふれる美しいまちづくり」を図るため、緑
化推進事業の一環として、遠足前夜祭にて苗木の配布をおこ
ないました。温州ミカン・ハナミズキ・ブルーベリー・オリ
ーブなどの苗木約２００本を緑の募金として、苗木１本につ
き２００円以上のご協力をお願いし、配布しました。

苗木の配布を行いました

売
却
区
分

番
号

内
　
　
　
容

　
所
在
地

土
地

土
地
面
積（
㎡
）

建
物

最
低
入
札

価
額（
万
円
）

公
売
保
証

金（
万
円
）

建
物
面
積（
㎡
）

30-130-2

318.95

建物1棟

計
472.45

宅地1筆宅地2筆
畑2筆

板鼻
２丁目
字仲町

松井田町
人見

字新田

129.74－

－

368193

3720

30-330-4

300.00

－

536.00

畑1筆畑1筆

松井田町
八城

字別所

松井田町
八城

字別所

－－

－

60108

611

売
却
区
分

番
号

内
　
　
　
容

　
所
在
地

土
地

土
地
面
積（
㎡
）

建
物

最
低
入
札

価
額（
万
円
）

公
売
保
証

金（
万
円
）

建
物
面
積（
㎡
）

30-530-6

382.00

－

計
326.99

宅地1筆宅地2筆

磯部
2 丁目
字西新井

松井田町
八城

字渡戸

－－

－

250240

2524

売却区分番号30-1の写真
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「いきいき安中健康21」　　　
からのお知らせ 

　血圧は高いほど血管にかかるダメージが大きく、そのダメージが大きいほど動脈
硬化が進行します。動脈硬化が高血圧をさらに悪化させる悪循環を招き、脳卒中や
心臓病を起こす危険性が高まります。生活習慣病は重症化するまで自覚症状がほと
んど現れません。まずは健診を受け、小さな変化を見つけましょう。

強過ぎる圧力を受けた
血管が硬くもろくなる

肥満や脂質異常症などの高血圧以外の危険因子を持ってい
る人は特に注意が必要です。高血圧症の人が糖尿病になる
危険も正常血圧の人の約２倍以上です。

心臓から送り出される血液の量
塩分の取り過ぎなどによる血液
量の増加、心臓の収縮力や心拍
数の増加などで心拍出量が大き
くなり血圧は上がる。

末梢血管での血液の流れにくさ
血管が細い、硬い、血液ドロド
ロなどで末梢血管抵抗が大きく
なり血圧は上がる。

心臓がぎゅっと縮んで全身に血
液を送り出すときに血管にかか
る圧力。一番高い血圧。

心臓が膨らんで全身から血液が
戻るときに血管にかかる圧力。
一番低い血圧。

心臓の動きと血圧

高 血 圧

血圧の値は主に、「心拍出量」と、「末梢血管抵
抗」で決まります。

血圧の値はどのように決まるの？

◎禁煙
ニコチンは血管
を収縮させま
す。ぜひ、節
煙・禁煙を。

◎塩分を控える
健康な人でも塩分の
摂りすぎは要注意。
高血圧でない人も
１日８ｇ未満に抑え
ます。

◎野菜、魚を積極的に食べる
肉類や脂っこいものは
控えめにし、野菜や
魚を食べましょう。

◎ストレスをためない
ストレスでイライラすると血圧は上がり
ます。

◎お酒は適量に
長期にわたる多量
の飲酒も高血圧
の原因となります。
週２日は休肝日を
作りましょう。

◎汗ばむ程度のゆっくりした
有酸素運動を
水泳やウォーキングが
おすすめ。家の中での
階段昇降も運動です。

肥満で血圧が高くなるのは、過食のために塩分も摂りすぎることから、それを薄めようと血管内に水分が
流動し、全体の血液量が増えます。また、太って大きくなった体のすみずみにまで血液をゆきわたらせる
ために、高い圧力が必要になることや脂肪細胞が分泌する血圧を上げる生理活性物質などが原因です。

予防・改善のポイント

安中市健康増進計画

問合せ▶　　健康づくり課保健指導係（☎内線1174）次号は８月１日号に「食行動改善」の掲載を予定しています本

安中市消費生活センターからのお知らせ

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

第88回

　私
は
、
朝
学
校
へ
と
向
か
う
小
学
生
の
通
学
班
の

背
中
を
見
て
考
え
ま
し
た
。
ラ
ン
ド
セ
ル
の
色
。
私

が
小
学
校
へ
入
学
す
る
前
、
ど
の
色
に
し
よ
う
か
悩

ん
だ
ラ
ン
ド
セ
ル
。
し
か
し
、
当
時
の
選
択
肢
に
は

な
か
っ
た
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
今
の
小
学
生
は
背

負
っ
て
い
ま
し
た
。

　私
の
学
年
で
選
べ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
の
色
は
、
女
子

は
赤
、
ピ
ン
ク
、
水
色
、
男
子
は
主
に
黒
や
青
で
、

男
女
一
緒
が
茶
色
で
し
た
。
父
や
母
の
頃
は
、
女
子

は
赤
、
男
子
は
黒
、
と
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
そ
れ
に
比
べ
て
現
在
は
、
紫
、
緑
、
グ
レ
ー
な

ど
、
色
が
豊
富
に
な
り
、
女
子
用
に
も
青
の
ラ
ン
ド

セ
ル
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　数
十
年
前
と
異
な
り
、
現
在
で
は
、
女
は
こ
の

色
、
男
は
こ
の
色
、
と
男
女
の
イ
メ
ー
ジ
を
押
し
つ

け
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
男
女
の
壁
は
時

代
が
変
わ
る
に
つ
れ
て
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
一
例
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
で
は
、
他
の
面
で
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う

か
。　最

近
、
「
イ
ク
メ
ン
」
が
よ
く
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
男
性
が
育
児
休
暇
を
取
る
の
は
、
地
域
に

よ
っ
て
差
が
あ
り
、
取
り
に
く
い
地
域
も
あ
る
よ
う

で
す
。
仕
事
も
大
変
で
す
が
、
女
性
に
育
児
や
家
事

な
ど
全
て
を
任
せ
る
の
は
女
性
に
と
っ
て
大
き
な
負

担
に
な
り
ま
す
。
二
人
で
支
え
合
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
互
い
の
苦
労
が
わ

か
る
と
同
時
に
、
相
手
に
対
し
て
の
感
謝
の
気
持
ち

が
生
ま
れ
、
円
満
な
生
活
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　外
国
に
は
、
男
性
が
陣
痛
や
出
産
の
痛
み
の
体
験

が
で
き
る
機
械
が
あ
る
そ
う
で
す
。
多
く
の
男
性
が

そ
れ
ら
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
庭
で
も
、

社
会
全
体
と
し
て
も
男
性
が
女
性
を
尊
重
し
た
り
す

る
風
潮
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
会
社
な
ど
で
も
、
女
性
、
男
性
を
問
わ
ず
育
児

休
暇
が
さ
ら
に
取
り
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　歴
史
的
な
考
え
で
女
性
が
差
別
さ
れ
て
い
る
面
も

あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
結
婚
す
る
時
は
、
女
性
の
姓

は
結
婚
し
た
相
手
の
男
性
の
姓
に
変
わ
り
ま
す
。
女

性
は
姓
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
、
代
々
受
け
継
が
れ

て
き
た
姓
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
で
、

女
性
よ
り
男
性
の
方
を
大
事
に
考
え
る
人
が
高
齢
者

に
特
に
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

　法
律
上
で
も
結
婚
後
、
男
性
が
女
性
の
姓
を
名
乗

る
か
、
女
性
が
男
性
の
姓
を
名
乗
る
か
は
そ
れ
ぞ
れ

の
自
由
で
す
。
そ
れ
ら
を
理
解
し
て
も
ら
っ
た
り
、

歴
史
的
背
景
に
と
ら
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
た
り
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　男
女
の
壁
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
面
も
あ
れ

ば
、
ま
だ
解
決
さ
れ
て
い
な
い
面
も
多
く
あ
り
ま

す
。
男
女
関
係
な
く
、
全
て
の
人
が
自
由
に
、
幸
せ

に
生
き
て
い
け
る
環
境
が
で
き
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
私
自
身
も
、
男
女
の
イ
メ
ー
ジ
や
風
潮

に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
由
に
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。

【ひとことアドバイス】
☆電力小売全面自由化が始まり、さまざまな事業者が一般家庭向けの電気を販売
できるようになり、電話や訪問などでの勧誘が行われています。

☆電気の契約を申し込む場合には、住所、氏名、お客様番号、供給地点特定番号など
の個人情報を新たに契約する小売電気事業者に伝える必要があります。

☆大手電力会社やその関係会社であると装って個人情報を取得するなど、悪質な
営業活動を行う事例が報告されています。電話や訪問などでの勧誘を受けた場
合は、相手の所属先などを確認するとともに、不審に思われた際には、直接大
手電力会社に問合せをして確認するようにしましょう。

☆意図に反する契約を結んでしまったときでも、訪問販売や電話勧誘販売で契約
した場合であれば、法律で定められた事項が書かれた契約書面を受け取った日
から８日以内であればクーリング・オフができます。できるだけ早く消費生活
センターにご相談ください。

資料提供：独立行政法人国民生活センター
【問合せ】
　わからないことや困ったこと、少しでも不審に感じることがあったら、早めに
市消費生活センターにご相談ください。
相談日時▶月～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後４時
　　　　　☎３８２－２２２８

【
中
学
生
の
部

　入
賞
作
品
】

自
由
と
幸
せ

　
　
　松
井
田
南
中
学
校
３
年

　寺
嶋

　咲
季

平
成
29
年
度
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
作
文
・
エ
ッ
セ
イ

　入
選
作
品

電気の契約を切り
替えるときは慎重に

問合せ▶　市民生活課市民協働係（☎内線1139）本

【事例】
　契約中の電気事業者と
関係があるという業者か
ら「電気料が安くなるの
で検針票に記載されてい
る情報を教えてほしい」
と言われ、お客様番号や
供給地点特定番号などを
教えた。契約したつもり
はなかったが、送られて
きた書面を見ると、すで
に契約したことになって
いた。取り消すことはで
きないか。

◎肥満を解消
体重の１％の減量は、収縮
期血圧を1.0mmHｇ，拡張
期血圧を2.0mmHｇ低下さ
せるといわれています。

心拍出量 末梢血管抵抗

収縮期血圧
上の血圧

拡張期血圧
下の血圧



1617 2018年7月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

「いきいき安中健康21」　　　
からのお知らせ 

　血圧は高いほど血管にかかるダメージが大きく、そのダメージが大きいほど動脈
硬化が進行します。動脈硬化が高血圧をさらに悪化させる悪循環を招き、脳卒中や
心臓病を起こす危険性が高まります。生活習慣病は重症化するまで自覚症状がほと
んど現れません。まずは健診を受け、小さな変化を見つけましょう。

強過ぎる圧力を受けた
血管が硬くもろくなる

肥満や脂質異常症などの高血圧以外の危険因子を持ってい
る人は特に注意が必要です。高血圧症の人が糖尿病になる
危険も正常血圧の人の約２倍以上です。

心臓から送り出される血液の量
塩分の取り過ぎなどによる血液
量の増加、心臓の収縮力や心拍
数の増加などで心拍出量が大き
くなり血圧は上がる。

末梢血管での血液の流れにくさ
血管が細い、硬い、血液ドロド
ロなどで末梢血管抵抗が大きく
なり血圧は上がる。

心臓がぎゅっと縮んで全身に血
液を送り出すときに血管にかか
る圧力。一番高い血圧。

心臓が膨らんで全身から血液が
戻るときに血管にかかる圧力。
一番低い血圧。

心臓の動きと血圧

高 血 圧

血圧の値は主に、「心拍出量」と、「末梢血管抵
抗」で決まります。

血圧の値はどのように決まるの？

◎禁煙
ニコチンは血管
を収縮させま
す。ぜひ、節
煙・禁煙を。

◎塩分を控える
健康な人でも塩分の
摂りすぎは要注意。
高血圧でない人も
１日８ｇ未満に抑え
ます。

◎野菜、魚を積極的に食べる
肉類や脂っこいものは
控えめにし、野菜や
魚を食べましょう。

◎ストレスをためない
ストレスでイライラすると血圧は上がり
ます。

◎お酒は適量に
長期にわたる多量
の飲酒も高血圧
の原因となります。
週２日は休肝日を
作りましょう。

◎汗ばむ程度のゆっくりした
有酸素運動を
水泳やウォーキングが
おすすめ。家の中での
階段昇降も運動です。

肥満で血圧が高くなるのは、過食のために塩分も摂りすぎることから、それを薄めようと血管内に水分が
流動し、全体の血液量が増えます。また、太って大きくなった体のすみずみにまで血液をゆきわたらせる
ために、高い圧力が必要になることや脂肪細胞が分泌する血圧を上げる生理活性物質などが原因です。

予防・改善のポイント

安中市健康増進計画

問合せ▶　　健康づくり課保健指導係（☎内線1174）次号は８月１日号に「食行動改善」の掲載を予定しています本

安中市消費生活センターからのお知らせ

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

第88回

　私
は
、
朝
学
校
へ
と
向
か
う
小
学
生
の
通
学
班
の

背
中
を
見
て
考
え
ま
し
た
。
ラ
ン
ド
セ
ル
の
色
。
私

が
小
学
校
へ
入
学
す
る
前
、
ど
の
色
に
し
よ
う
か
悩

ん
だ
ラ
ン
ド
セ
ル
。
し
か
し
、
当
時
の
選
択
肢
に
は

な
か
っ
た
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
今
の
小
学
生
は
背

負
っ
て
い
ま
し
た
。

　私
の
学
年
で
選
べ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
の
色
は
、
女
子

は
赤
、
ピ
ン
ク
、
水
色
、
男
子
は
主
に
黒
や
青
で
、

男
女
一
緒
が
茶
色
で
し
た
。
父
や
母
の
頃
は
、
女
子

は
赤
、
男
子
は
黒
、
と
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
そ
れ
に
比
べ
て
現
在
は
、
紫
、
緑
、
グ
レ
ー
な

ど
、
色
が
豊
富
に
な
り
、
女
子
用
に
も
青
の
ラ
ン
ド

セ
ル
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　数
十
年
前
と
異
な
り
、
現
在
で
は
、
女
は
こ
の

色
、
男
は
こ
の
色
、
と
男
女
の
イ
メ
ー
ジ
を
押
し
つ

け
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
男
女
の
壁
は
時

代
が
変
わ
る
に
つ
れ
て
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
一
例
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
で
は
、
他
の
面
で
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う

か
。　最

近
、
「
イ
ク
メ
ン
」
が
よ
く
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
男
性
が
育
児
休
暇
を
取
る
の
は
、
地
域
に

よ
っ
て
差
が
あ
り
、
取
り
に
く
い
地
域
も
あ
る
よ
う

で
す
。
仕
事
も
大
変
で
す
が
、
女
性
に
育
児
や
家
事

な
ど
全
て
を
任
せ
る
の
は
女
性
に
と
っ
て
大
き
な
負

担
に
な
り
ま
す
。
二
人
で
支
え
合
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
互
い
の
苦
労
が
わ

か
る
と
同
時
に
、
相
手
に
対
し
て
の
感
謝
の
気
持
ち

が
生
ま
れ
、
円
満
な
生
活
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　外
国
に
は
、
男
性
が
陣
痛
や
出
産
の
痛
み
の
体
験

が
で
き
る
機
械
が
あ
る
そ
う
で
す
。
多
く
の
男
性
が

そ
れ
ら
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
庭
で
も
、

社
会
全
体
と
し
て
も
男
性
が
女
性
を
尊
重
し
た
り
す

る
風
潮
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
会
社
な
ど
で
も
、
女
性
、
男
性
を
問
わ
ず
育
児

休
暇
が
さ
ら
に
取
り
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　歴
史
的
な
考
え
で
女
性
が
差
別
さ
れ
て
い
る
面
も

あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
結
婚
す
る
時
は
、
女
性
の
姓

は
結
婚
し
た
相
手
の
男
性
の
姓
に
変
わ
り
ま
す
。
女

性
は
姓
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
、
代
々
受
け
継
が
れ

て
き
た
姓
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
で
、

女
性
よ
り
男
性
の
方
を
大
事
に
考
え
る
人
が
高
齢
者

に
特
に
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

　法
律
上
で
も
結
婚
後
、
男
性
が
女
性
の
姓
を
名
乗

る
か
、
女
性
が
男
性
の
姓
を
名
乗
る
か
は
そ
れ
ぞ
れ

の
自
由
で
す
。
そ
れ
ら
を
理
解
し
て
も
ら
っ
た
り
、

歴
史
的
背
景
に
と
ら
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
た
り
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　男
女
の
壁
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
面
も
あ
れ

ば
、
ま
だ
解
決
さ
れ
て
い
な
い
面
も
多
く
あ
り
ま

す
。
男
女
関
係
な
く
、
全
て
の
人
が
自
由
に
、
幸
せ

に
生
き
て
い
け
る
環
境
が
で
き
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
私
自
身
も
、
男
女
の
イ
メ
ー
ジ
や
風
潮

に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
由
に
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。

【ひとことアドバイス】
☆電力小売全面自由化が始まり、さまざまな事業者が一般家庭向けの電気を販売
できるようになり、電話や訪問などでの勧誘が行われています。

☆電気の契約を申し込む場合には、住所、氏名、お客様番号、供給地点特定番号など
の個人情報を新たに契約する小売電気事業者に伝える必要があります。

☆大手電力会社やその関係会社であると装って個人情報を取得するなど、悪質な
営業活動を行う事例が報告されています。電話や訪問などでの勧誘を受けた場
合は、相手の所属先などを確認するとともに、不審に思われた際には、直接大
手電力会社に問合せをして確認するようにしましょう。

☆意図に反する契約を結んでしまったときでも、訪問販売や電話勧誘販売で契約
した場合であれば、法律で定められた事項が書かれた契約書面を受け取った日
から８日以内であればクーリング・オフができます。できるだけ早く消費生活
センターにご相談ください。

資料提供：独立行政法人国民生活センター
【問合せ】
　わからないことや困ったこと、少しでも不審に感じることがあったら、早めに
市消費生活センターにご相談ください。
相談日時▶月～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後４時
　　　　　☎３８２－２２２８

【
中
学
生
の
部

　入
賞
作
品
】

自
由
と
幸
せ

　
　
　松
井
田
南
中
学
校
３
年

　寺
嶋

　咲
季

平
成
29
年
度
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
作
文
・
エ
ッ
セ
イ

　入
選
作
品

電気の契約を切り
替えるときは慎重に

問合せ▶　市民生活課市民協働係（☎内線1139）本

【事例】
　契約中の電気事業者と
関係があるという業者か
ら「電気料が安くなるの
で検針票に記載されてい
る情報を教えてほしい」
と言われ、お客様番号や
供給地点特定番号などを
教えた。契約したつもり
はなかったが、送られて
きた書面を見ると、すで
に契約したことになって
いた。取り消すことはで
きないか。

◎肥満を解消
体重の１％の減量は、収縮
期血圧を1.0mmHｇ，拡張
期血圧を2.0mmHｇ低下さ
せるといわれています。

心拍出量 末梢血管抵抗

収縮期血圧
上の血圧

拡張期血圧
下の血圧
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村田　華美（松井田東中２年）
はなび

　
安
中
教
会
牧
師
の
柏
木
義
圓（
一
八
六
〇

〜
一
九
三
八
）は
『
上
毛
教
界
月
報
』
第
四

一
二
号（
昭
和
八
年
二
月
）に
「
奇
僧
風
外…

日
本
の
ダ
イ
オ
ジ
ニ
ー
ス
」
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
昭
和
七
年（
一
九
三
二
）の
秋

に
柏
木
が
磯
部
出
身
で
牛
込
教
会
牧
師
の
田

島
進
よ
り
、
松
本
雲
舟
の
『
奇
僧
風
外
の
事

蹟
』
を
紹
介
さ
れ
た
た
め
で
す
。
柏
木
は
明

治
十
一
年（
一
八
七
八
）、
十
九
歳
の
時
に
細

野
西
小
学
校
長
と
な
り
、
土
塩
の
乾
窓
寺
に

一
年
余
り
下
宿
し
て
い
ま
し
た
が
、
風
外
に

つ
い
て
聞
い
た
こ
と
が
な
く
、
興
味
を
持
っ

た
よ
う
で
す
。
昭
和
七
年
の
冬
に
は
土
塩
字

瀧
下
の
原
田
静
策
を
尋
ね
、
原
田
家
に
伝
わ

る
風
外
の
伝
説
を
聞
き
取
り
し
、
「
阿
闍

梨
」
と
書
か
れ
た
位
牌
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
柏
木
は
「
『
八
犬
伝
』
の
終
わ
り
の
方

に
風
外
道
人
な
る
者
が
出
て
居
る
が
穴
居
し

て
利
名
に
超
越
し
た
る
逸
士
と
し
て
記
さ
れ

て
あ
る
蓋
し
当
時
既
に
風
外
の
事
が
世
に
伝

は
り
居
り
馬
琴
が
取
て
以
て
其
の
材
と
し
た

る
も
の
か
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
曲
亭
馬

琴
の
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
第
一
五
四
回
に

風
を
自
由
に
操
る
風
外
道
人
は
登
場
し
、
箱

根
か
ら
来
た
風
外
道
人
は
山
の
中
腹
の
横
穴

に
住
ん
で
結
跏
趺
坐
し
、
髑
髏
を
線
香
立
に

し
て
い
る
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
馬
琴
が
序

文
を
書
い
た
『
耽
奇
漫
録
』
に
は
風
外
の
自

画
像
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
「
風
外
道
人
」

の
モ
デ
ル
は
風
外
慧
薫
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

※

ふ
る
さ
と
学
習
館
は
企
画
展
片
づ
け
の
た
め
７
月

19
日（
木
）、
20
日（
金
）が
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

生
涯
学
習
施
設
は
通
常
通
り
で
す
。

だ
よ
り

学
習
の
森

№146

「
安
中
の
文
化
財
」

「
安
中
の
文
化
財
」

柏
木
義
圓
と
風
外
慧
薫

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館
　　　　安中市上間仁田951　Tel. 027－382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp

『上毛教界月報』　第 412 号
昭和 8 年（1933）2 月　小林 光氏蔵　

あ
じ
ゃ

り

け
つ
か

ふ

ざ

か
し
わ
ぎ
ぎ
え
ん

ふ
う
が
い
え
く
ん

た
ん
き
ま
ん
ろ
く

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

生涯学習だより
安中市教育委員会

　各地区公民館および各地区生涯学習センターでは地
域における生涯学習の発表の場として、各種教室参加
者による作品展示やステージ発表、試食などの体験が
できる地域文化祭・生涯学習のつどいを毎年開催して
います。今年度の予定についてお知らせいたします。
　なお、予定のため、変更となることがありますの
で、詳細は各公民館・生涯学習センターにお問い合わ
せください。

“マナビー”

No.145

　　　　　場　　所
安中公民館
原市公民館
磯部公民館
東横野公民館
岩野谷公民館
板鼻公民館
いきいき長寿センター
秋間公民館
後閑公民館
松井田文化会館
臼井小学校体育館
坂本体育館
西横野小学校体育館
九十九地区生涯学習センター
九十九小学校体育館
細野ふるさとセンター

　　　　 開催日
11月３日（土）～４日（日）
10月27日（土）～28日（日）
11月24日（土）～25日（日）
10月27日（土）～28日（日）
10月26日（金）～27日（土）

11月３日（土）～４日（日）

11月３日（土）～４日（日）
11月10日（土）～11日（日）
平成31年２月３日（日）
平成30年11月４日（日）
平成30年11月11日（日）
平成31年３月10日（日）

平成30年11月18日（日）

平成30年10月28日（日）

開　催　地　区
安中公民館
原市公民館
磯部公民館
東横野公民館
岩野谷公民館

板鼻公民館

秋間公民館
後閑公民館

松井田・新堀地区生涯学習センター
臼井地区生涯学習センター

坂本・入牧地区生涯学習センター
西横野地区生涯学習センター

九十九地区生涯学習センター

細野地区生涯学習センター

安中地域
（地域文化祭）

松井田地域
（つどい）

平
成
29
年
度
人
権
作
品
集「
お
も
い
や
り
」か
ら

言
葉
の
在
り
方

安
中
第
一
中
学
校
　三
年
　清
水
　美
羽

（
５
月
号
よ
り
つ
づ
き
）

　
こ
の
よ
う
に
昔
と
今
で
は
言
葉
が
変
化
し
て
い
る
ど

こ
ろ
か
、
顔
を
合
わ
せ
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

増
え
て
い
る
。
私
は
、
主
に
こ
の
二
つ
の
要
因
が
人
を

平
気
で
傷
つ
け
て
し
ま
う
人
を
増
や
し
て
い
る
と
思

う
。
こ
の
社
会
の
中
で
、
人
を
傷
つ
け
ず
に
良
好
な
関

係
を
築
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
答
え

は
簡
単
だ
。
今
一
度
、
言
葉
の
も
つ
影
響
力
を
理
解

し
、
言
葉
に
気
を
付
け
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
す
れ
ば
良
い
。
し
か
し
、
こ
れ
が
な
か
な
か
難
し
い

か
ら
言
葉
で
傷
つ
く
人
が
増
え
て
い
く
一
方
な
の
だ
。

人
間
は
言
葉
で
な
く
て
は
伝
わ
ら
な
い
の
に
、
言
葉
と

い
う
も
の
は
一
度
発
す
る
と
取
り
消
せ
な
い
。
こ
ん
な

環
境
で
人
を
傷
つ
け
ず
に
生
き
て
い
く
の
は
本
当
に
難

し
い
。
し
か
し
、
言
葉
を
発
す
る
前
に
、
こ
れ
は
言
っ

て
は
い
け
な
い
な
、
と
い
う
ス
ト
ッ
パ
ー
を
取
り
付
け

る
こ
と
は
で
き
る
。
こ
の
ス
ト
ッ
パ
ー
を
よ
り
強
化
し

て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
大
切
な
の
だ
。

　
言
葉
は
時
代
と
と
も
に
常
に
変
わ
り
続
け
て
い
る
。

そ
ん
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
多
様
な
言
葉
の
在
り
方
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
私
た
ち

は
、
相
手
の
表
情
を
見
な
が
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
く
の
が
重
要
な
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
言
葉
と
は
、
様
々
な
感
情
を
伝
え
ら
れ
る

難
し
く
て
、
厄
介
で
、
そ
れ
で
い
て
人
を
幸
せ
に
で
き

る
大
切
な
手
段
な
の
だ
か
ら
。（
お
わ
り
）

企 画 展
安
中
で
生
ま
れ
た
曹
洞
宗
禅
画
の
祖

ふ
う
が
い
え
く
ん

生
誕
４
５
０
年
記
念

風
外
慧
薫

７
月
16
日（
月
・
祝
）
ま
で
開
催
中
！

　学習の森には、バーベキュー棟
やバンガローなどが設置されて
おります。夏期は大変混雑します
ので、施設の空き状況を確認した
い人は、ふるさと学習館にお問い
合わせください。
　各施設の詳細は安中市ホーム
ページに掲載しております。

問合せ▶　生涯学習課生涯学習係（☎内線2245）松

問合せ▶　生涯学習課生涯学習係（☎内線2246）松
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平成２９年度
「文化財愛護ポスター」
優秀作品（敬称略）

村田　華美（松井田東中２年）
はなび

　
安
中
教
会
牧
師
の
柏
木
義
圓（
一
八
六
〇

〜
一
九
三
八
）は
『
上
毛
教
界
月
報
』
第
四

一
二
号（
昭
和
八
年
二
月
）に
「
奇
僧
風
外…

日
本
の
ダ
イ
オ
ジ
ニ
ー
ス
」
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
昭
和
七
年（
一
九
三
二
）の
秋

に
柏
木
が
磯
部
出
身
で
牛
込
教
会
牧
師
の
田

島
進
よ
り
、
松
本
雲
舟
の
『
奇
僧
風
外
の
事

蹟
』
を
紹
介
さ
れ
た
た
め
で
す
。
柏
木
は
明

治
十
一
年（
一
八
七
八
）、
十
九
歳
の
時
に
細

野
西
小
学
校
長
と
な
り
、
土
塩
の
乾
窓
寺
に

一
年
余
り
下
宿
し
て
い
ま
し
た
が
、
風
外
に

つ
い
て
聞
い
た
こ
と
が
な
く
、
興
味
を
持
っ

た
よ
う
で
す
。
昭
和
七
年
の
冬
に
は
土
塩
字

瀧
下
の
原
田
静
策
を
尋
ね
、
原
田
家
に
伝
わ

る
風
外
の
伝
説
を
聞
き
取
り
し
、
「
阿
闍

梨
」
と
書
か
れ
た
位
牌
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
柏
木
は
「
『
八
犬
伝
』
の
終
わ
り
の
方

に
風
外
道
人
な
る
者
が
出
て
居
る
が
穴
居
し

て
利
名
に
超
越
し
た
る
逸
士
と
し
て
記
さ
れ

て
あ
る
蓋
し
当
時
既
に
風
外
の
事
が
世
に
伝

は
り
居
り
馬
琴
が
取
て
以
て
其
の
材
と
し
た

る
も
の
か
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
曲
亭
馬

琴
の
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
第
一
五
四
回
に

風
を
自
由
に
操
る
風
外
道
人
は
登
場
し
、
箱

根
か
ら
来
た
風
外
道
人
は
山
の
中
腹
の
横
穴

に
住
ん
で
結
跏
趺
坐
し
、
髑
髏
を
線
香
立
に

し
て
い
る
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
馬
琴
が
序

文
を
書
い
た
『
耽
奇
漫
録
』
に
は
風
外
の
自

画
像
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
「
風
外
道
人
」

の
モ
デ
ル
は
風
外
慧
薫
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

※

ふ
る
さ
と
学
習
館
は
企
画
展
片
づ
け
の
た
め
７
月

19
日（
木
）、
20
日（
金
）が
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

生
涯
学
習
施
設
は
通
常
通
り
で
す
。

だ
よ
り

学
習
の
森

№146

「
安
中
の
文
化
財
」

「
安
中
の
文
化
財
」

柏
木
義
圓
と
風
外
慧
薫

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館
　　　　安中市上間仁田951　Tel. 027－382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp

『上毛教界月報』　第 412 号
昭和 8 年（1933）2 月　小林 光氏蔵　

あ
じ
ゃ

り

け
つ
か

ふ

ざ

か
し
わ
ぎ
ぎ
え
ん

ふ
う
が
い
え
く
ん

た
ん
き
ま
ん
ろ
く

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

生涯学習だより
安中市教育委員会

　各地区公民館および各地区生涯学習センターでは地
域における生涯学習の発表の場として、各種教室参加
者による作品展示やステージ発表、試食などの体験が
できる地域文化祭・生涯学習のつどいを毎年開催して
います。今年度の予定についてお知らせいたします。
　なお、予定のため、変更となることがありますの
で、詳細は各公民館・生涯学習センターにお問い合わ
せください。

“マナビー”

No.145

　　　　　場　　所
安中公民館
原市公民館
磯部公民館
東横野公民館
岩野谷公民館
板鼻公民館
いきいき長寿センター
秋間公民館
後閑公民館
松井田文化会館
臼井小学校体育館
坂本体育館
西横野小学校体育館
九十九地区生涯学習センター
九十九小学校体育館
細野ふるさとセンター

　　　　 開催日
11月３日（土）～４日（日）
10月27日（土）～28日（日）
11月24日（土）～25日（日）
10月27日（土）～28日（日）
10月26日（金）～27日（土）

11月３日（土）～４日（日）

11月３日（土）～４日（日）
11月10日（土）～11日（日）
平成31年２月３日（日）
平成30年11月４日（日）
平成30年11月11日（日）
平成31年３月10日（日）

平成30年11月18日（日）

平成30年10月28日（日）

開　催　地　区
安中公民館
原市公民館
磯部公民館
東横野公民館
岩野谷公民館

板鼻公民館

秋間公民館
後閑公民館

松井田・新堀地区生涯学習センター
臼井地区生涯学習センター

坂本・入牧地区生涯学習センター
西横野地区生涯学習センター

九十九地区生涯学習センター

細野地区生涯学習センター

安中地域
（地域文化祭）

松井田地域
（つどい）

平
成
29
年
度
人
権
作
品
集「
お
も
い
や
り
」か
ら

言
葉
の
在
り
方

安
中
第
一
中
学
校
　三
年
　清
水
　美
羽

（
５
月
号
よ
り
つ
づ
き
）

　
こ
の
よ
う
に
昔
と
今
で
は
言
葉
が
変
化
し
て
い
る
ど

こ
ろ
か
、
顔
を
合
わ
せ
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

増
え
て
い
る
。
私
は
、
主
に
こ
の
二
つ
の
要
因
が
人
を

平
気
で
傷
つ
け
て
し
ま
う
人
を
増
や
し
て
い
る
と
思

う
。
こ
の
社
会
の
中
で
、
人
を
傷
つ
け
ず
に
良
好
な
関

係
を
築
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
答
え

は
簡
単
だ
。
今
一
度
、
言
葉
の
も
つ
影
響
力
を
理
解

し
、
言
葉
に
気
を
付
け
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
す
れ
ば
良
い
。
し
か
し
、
こ
れ
が
な
か
な
か
難
し
い

か
ら
言
葉
で
傷
つ
く
人
が
増
え
て
い
く
一
方
な
の
だ
。

人
間
は
言
葉
で
な
く
て
は
伝
わ
ら
な
い
の
に
、
言
葉
と

い
う
も
の
は
一
度
発
す
る
と
取
り
消
せ
な
い
。
こ
ん
な

環
境
で
人
を
傷
つ
け
ず
に
生
き
て
い
く
の
は
本
当
に
難

し
い
。
し
か
し
、
言
葉
を
発
す
る
前
に
、
こ
れ
は
言
っ

て
は
い
け
な
い
な
、
と
い
う
ス
ト
ッ
パ
ー
を
取
り
付
け

る
こ
と
は
で
き
る
。
こ
の
ス
ト
ッ
パ
ー
を
よ
り
強
化
し

て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
大
切
な
の
だ
。

　
言
葉
は
時
代
と
と
も
に
常
に
変
わ
り
続
け
て
い
る
。

そ
ん
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
多
様
な
言
葉
の
在
り
方
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
私
た
ち

は
、
相
手
の
表
情
を
見
な
が
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
く
の
が
重
要
な
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
言
葉
と
は
、
様
々
な
感
情
を
伝
え
ら
れ
る

難
し
く
て
、
厄
介
で
、
そ
れ
で
い
て
人
を
幸
せ
に
で
き

る
大
切
な
手
段
な
の
だ
か
ら
。（
お
わ
り
）

企 画 展
安
中
で
生
ま
れ
た
曹
洞
宗
禅
画
の
祖

ふ
う
が
い
え
く
ん

生
誕
４
５
０
年
記
念

風
外
慧
薫

７
月
16
日（
月
・
祝
）
ま
で
開
催
中
！

　学習の森には、バーベキュー棟
やバンガローなどが設置されて
おります。夏期は大変混雑します
ので、施設の空き状況を確認した
い人は、ふるさと学習館にお問い
合わせください。
　各施設の詳細は安中市ホーム
ページに掲載しております。

問合せ▶　生涯学習課生涯学習係（☎内線2245）松

問合せ▶　生涯学習課生涯学習係（☎内線2246）松
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GU I D E

　安中市文化センターでは、「ファミリーコンサート　オー
ケストラで聴くジブリ音楽」のチケットを発売します。
　多くの人に親しまれているジブリ映画の音楽を、木村弓、
井上あずみ、本名陽子が歌い、16人編成のN響団友オーケス
トラが演奏します。
　子どもから大人まで楽しめるコンサートです。ぜひ、お越
しください。
●チケット　（全席指定）大人　2,000円　高校生以下1,500円
●公演日時　9月15日（土）午後3時～（開場：午後2時30分）
●会　　場　安中市文化センター　ホール
●主　　催　安中市教育委員会
※7月14日（土）午前8時30分から文化センター窓口にてチケット販売開始。
※電話受付は7月16日（月・祝）午前9時からになります。
※チケット販売初日はお一人様4枚まで。（5枚以上お買い求めの人は再度、列にお並びください）
●問合せ　安中市文化センター（☎381－0586）

問合せ　☎３８１－０５８６

安中市文化センター

安中市文化センター

ファミリーコンサート
～オーケストラで聴くジブリ音楽～
のチケットを発売します

●日　時：7月29日(日）
　　　　　一部：午前11時～（開場：10時45分）
　　　　　二部：午後  2時～（開場：1時45分）
●上映時間：１０９分
●料　金：

●会　場：松井田文化会館大ホール
※チケットは好評発売中です。
　チケットのお買い求めは、安中市松井田文化会館・安中市文化センター・富岡市かぶら文化ホール各窓口へ。
　３歳未満児無料。ただし、お席を必要とする場合は有料となります。
●問合せ：安中市松井田文化会館（☎393－4400）

松井田文化会館
夏休みの映画会
ドラえもん　のび太の宝島

7
月
１
日
か
ら
8
月
15
日
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

安中青年会議所 45 周年式典
7 月 7 日（土）　9:30～21:00　入場：関係者
問合せ：安中青年会議所（☎382－2824）
安中市童謡唱歌交流会
7 月 21 日（土）　13:30～16:30　入場：無料
安中市童謡唱歌交流会（☎382－9978（浅井））
第 46 回群馬県中学校演劇祭
7 月 30 日（月）　9:30～18:00　入場：無料
新島学園中学校演劇部（☎381－0240）
歌とダンス友の会第 11 回生バンドとカラオケ発表会
8 月 5 日（日）　10:00～19:00　入場：1,000 円
歌とダンス友の会（☎344－9081（原沢））
碓氷教育会　夏季講演会
8 月 10 日（金）　14:30～　入場：無料
松井田小学校（☎393－1521）

写真取り込み講座
7 月 1 日（日）　9:00～16:00　要申込
会場： ２階 パソコン室
問合せ：文化センター（☎381－0586）
初心者パソコン講座エクセル入門
7 月 2・4・5・6 日（月・水・木・金）　
13:00～16:00　要申込　会場 ： ２階 パソコン室
問合せ：文化センター（☎381－0586）

市民パソコン教室
7 月 12・14・19・26 日（木・土）
8 月 2・4・9 日（木・土）
13:30～15:30
入場：無料　会場：２階 パソコン室
問合せ：文化センター（☎381－0586）
絵本読み聞かせ
7 月 28 日（土）　14:00～15:00　入場：無料　
会場 ：図書館幼児コーナー
問合せ：安中市図書館（☎381－0529）

平成 30 年度 第 40 回少年の主張安中市大会
7 月 4 日 ( 水 ) 開場：13:30　開演：14:00 　入場：無料
問合せ：　生涯学習課 (☎内線 2242)
平成 30 年度 第 40 回少年の主張西部地区大会
8 月 4 日 ( 土 ) 開場：12:30　開演：13:00　入場：無料
問合せ：　生涯学習課 (☎内線 2242)
宇崎竜童弾き語り LIVE  2018JUST  GUITAR  JUST  VOCAL
7 月 22 日（日）開場：14:30　開演：15:00
前売り：全席指定　一般　4,000 円
当日　：全席指定　一般　4,500 円
問合せ：松井田文化会館（☎393－4400）

学
　習
　室

学
　習
　室

ホ
ー
ル

松井田文化会館

大
ホ
ー
ル

GU I D E 問合せ　☎３９３－４４００

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

松

松

（C）藤子プロ・小学館・テレビ朝日・シンエイ・ADK 2018

全席自由
大　　人
３ 歳 以 上
高校生以下

前売
800円

700円

当日
1,000円

900円
（
８
）夫
婦
の
一
方
が
婚
姻
の
時
点
に
お
い
て

50
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

（
９
）世
帯
の
全
員
が
安
中
市
暴
力
団
排
除
条

例
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
等
で
な
い
こ
と
。

◇
対
象
と
な
る
費
用

【
住
居
費
】
新
規
の
住
宅
取
得
費
用
ま
た
は

新
規
の
住
宅
賃
借
費
用（
夫
婦
が
同
居
を
開

始
し
た
後
に
生
じ
た
賃
料（
勤
務
先
か
ら
の

住
宅
手
当
の
額
を
除
く
）、
敷
金
、
礼
金
、

共
益
費
、
仲
介
手
数
料
等
）

【
引
越
し
費
用
】
引
越
し
業
者
ま
た
は
運
送

業
者
に
支
払
っ
た
費
用

※
平
成
30
年
1
月
1
日
か
ら
平
成
31
年
3
月

31
日
ま
で
の
間
に
支
出
し
た
も
の
に
限
り
ま

す
。

◇
補
助
金
額
　
1
世
帯
あ
た
り
上
限
24
万
円

◇
申
請
期
間
　
平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で

（
申
請
受
付
中
）

※
申
請
方
法
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
□本
市
民
生
活
課
相
談
支
援
人
権
係

（
☎
内
線
1
2
0
8
）

新
婚
世
帯
の
新
生
活
を
応
援
　

安
中
市
結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金

　
市
で
は
、
新
婚
世
帯
を
対
象
に
住
居
費
お

よ
び
引
越
し
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
お
り

ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
事
前
に
窓
口
ま
た

は
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
と
な
る
世
帯（
次
の
す
べ
て
に
該
当
）

（
１
）平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３

月
31
日
ま
で
に
婚
姻
届
を
受
理
さ
れ
た
夫
婦

が
属
す
る
世
帯
。

（
２
）夫
婦
の
平
成
29
年
分
の
所
得
の
合
計
額

が
３
４
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と
。
（
離
職

し
た
者
は
含
め
な
い
）

（
３
）申
請
時
点
に
お
い
て
、
夫
婦
の
一
方
が

安
中
市
の
区
域
内
に
所
在
す
る
当
該
住
宅
に

居
住
し
、
か
つ
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

（
４
）他
の
公
的
な
制
度
に
よ
る
支
援
を
受
け

て
い
な
い
こ
と
。

（
５
）他
の
自
治
体
等
に
よ
る
こ
の
告
示
と
同

様
の
趣
旨
の
補
助
金
等
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
。

（
６
）過
去
に
こ
の
告
示
に
よ
る
補
助
金
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

（
７
）夫
婦
が
本
市
の
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と
。

子
ど
も
の
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
家
庭
で

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
、
家

族
の
一
員
と
し
て
迎
え
入
れ
、
愛
情
と
誠
意

を
も
っ
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
里
親
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
西
部
児
童
相
談
所（
高
崎
市
高
松
町
６
）

は
、
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
が
相
談
や
交
流

で
き
る
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
ご
希
望
に

よ
り
、
里
親
制
度
の
説
明
も
行
い
ま
す
。

日
時
▼
７
月
25
日（
水
）午
前
10
時
〜
正
午

会
場
▼
□本
市
民
課
前
ロ
ビ
ー

対
象
▼
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
や
養
子
縁
組

を
検
討
し
て
い
る
人

（
安
中
市
以
外
に
お
住
ま
い
の
人
も
含
み
ま

す
）

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
直
接
会
場
へ

問
合
せ
先
▼
群
馬
県
西
部
児
童
相
談
所

（
☎
０
２
７－

３
２
２－

２
４
９
８
）

INFORMATION市民
インフォメーション

▲安中二葉幼稚園の園児の皆さんからきれいな花と手紙をい
　ただきました。

安中市役所
〒379-0192 安中市安中一丁目 23-13 
TEL  382-1111　FAX 381-0503
HP:  http ://www.c i ty .annaka. lg . jp
E-mai l :  kouhou@city .annaka. lg . jp 木村　弓

「いつも何度でも」
井上　あずみ

「となりのトトロ」
本名　陽子

「カントリー・ロード」
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GU I D E

　安中市文化センターでは、「ファミリーコンサート　オー
ケストラで聴くジブリ音楽」のチケットを発売します。
　多くの人に親しまれているジブリ映画の音楽を、木村弓、
井上あずみ、本名陽子が歌い、16人編成のN響団友オーケス
トラが演奏します。
　子どもから大人まで楽しめるコンサートです。ぜひ、お越
しください。
●チケット　（全席指定）大人　2,000円　高校生以下1,500円
●公演日時　9月15日（土）午後3時～（開場：午後2時30分）
●会　　場　安中市文化センター　ホール
●主　　催　安中市教育委員会
※7月14日（土）午前8時30分から文化センター窓口にてチケット販売開始。
※電話受付は7月16日（月・祝）午前9時からになります。
※チケット販売初日はお一人様4枚まで。（5枚以上お買い求めの人は再度、列にお並びください）
●問合せ　安中市文化センター（☎381－0586）

問合せ　☎３８１－０５８６

安中市文化センター

安中市文化センター

ファミリーコンサート
～オーケストラで聴くジブリ音楽～
のチケットを発売します

●日　時：7月29日(日）
　　　　　一部：午前11時～（開場：10時45分）
　　　　　二部：午後  2時～（開場：1時45分）
●上映時間：１０９分
●料　金：

●会　場：松井田文化会館大ホール
※チケットは好評発売中です。
　チケットのお買い求めは、安中市松井田文化会館・安中市文化センター・富岡市かぶら文化ホール各窓口へ。
　３歳未満児無料。ただし、お席を必要とする場合は有料となります。
●問合せ：安中市松井田文化会館（☎393－4400）

松井田文化会館
夏休みの映画会
ドラえもん　のび太の宝島

7
月
１
日
か
ら
8
月
15
日
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

安中青年会議所 45 周年式典
7 月 7 日（土）　9:30～21:00　入場：関係者
問合せ：安中青年会議所（☎382－2824）
安中市童謡唱歌交流会
7 月 21 日（土）　13:30～16:30　入場：無料
安中市童謡唱歌交流会（☎382－9978（浅井））
第 46 回群馬県中学校演劇祭
7 月 30 日（月）　9:30～18:00　入場：無料
新島学園中学校演劇部（☎381－0240）
歌とダンス友の会第 11 回生バンドとカラオケ発表会
8 月 5 日（日）　10:00～19:00　入場：1,000 円
歌とダンス友の会（☎344－9081（原沢））
碓氷教育会　夏季講演会
8 月 10 日（金）　14:30～　入場：無料
松井田小学校（☎393－1521）

写真取り込み講座
7 月 1 日（日）　9:00～16:00　要申込
会場： ２階 パソコン室
問合せ：文化センター（☎381－0586）
初心者パソコン講座エクセル入門
7 月 2・4・5・6 日（月・水・木・金）　
13:00～16:00　要申込　会場 ： ２階 パソコン室
問合せ：文化センター（☎381－0586）

市民パソコン教室
7 月 12・14・19・26 日（木・土）
8 月 2・4・9 日（木・土）
13:30～15:30
入場：無料　会場：２階 パソコン室
問合せ：文化センター（☎381－0586）
絵本読み聞かせ
7 月 28 日（土）　14:00～15:00　入場：無料　
会場 ：図書館幼児コーナー
問合せ：安中市図書館（☎381－0529）

平成 30 年度 第 40 回少年の主張安中市大会
7 月 4 日 ( 水 ) 開場：13:30　開演：14:00 　入場：無料
問合せ：　生涯学習課 (☎内線 2242)
平成 30 年度 第 40 回少年の主張西部地区大会
8 月 4 日 ( 土 ) 開場：12:30　開演：13:00　入場：無料
問合せ：　生涯学習課 (☎内線 2242)
宇崎竜童弾き語り LIVE  2018JUST  GUITAR  JUST  VOCAL
7 月 22 日（日）開場：14:30　開演：15:00
前売り：全席指定　一般　4,000 円
当日　：全席指定　一般　4,500 円
問合せ：松井田文化会館（☎393－4400）

学
　習
　室

学
　習
　室

ホ
ー
ル

松井田文化会館

大
ホ
ー
ル

GU I D E 問合せ　☎３９３－４４００

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

松

松

（C）藤子プロ・小学館・テレビ朝日・シンエイ・ADK 2018

全席自由
大　　人
３ 歳 以 上
高校生以下

前売
800円

700円

当日
1,000円

900円
（
８
）夫
婦
の
一
方
が
婚
姻
の
時
点
に
お
い
て

50
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

（
９
）世
帯
の
全
員
が
安
中
市
暴
力
団
排
除
条

例
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
等
で
な
い
こ
と
。

◇
対
象
と
な
る
費
用

【
住
居
費
】
新
規
の
住
宅
取
得
費
用
ま
た
は

新
規
の
住
宅
賃
借
費
用（
夫
婦
が
同
居
を
開

始
し
た
後
に
生
じ
た
賃
料（
勤
務
先
か
ら
の

住
宅
手
当
の
額
を
除
く
）、
敷
金
、
礼
金
、

共
益
費
、
仲
介
手
数
料
等
）

【
引
越
し
費
用
】
引
越
し
業
者
ま
た
は
運
送

業
者
に
支
払
っ
た
費
用

※
平
成
30
年
1
月
1
日
か
ら
平
成
31
年
3
月

31
日
ま
で
の
間
に
支
出
し
た
も
の
に
限
り
ま

す
。

◇
補
助
金
額
　
1
世
帯
あ
た
り
上
限
24
万
円

◇
申
請
期
間
　
平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で

（
申
請
受
付
中
）

※
申
請
方
法
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
□本
市
民
生
活
課
相
談
支
援
人
権
係

（
☎
内
線
1
2
0
8
）

新
婚
世
帯
の
新
生
活
を
応
援
　

安
中
市
結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金

　
市
で
は
、
新
婚
世
帯
を
対
象
に
住
居
費
お

よ
び
引
越
し
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
お
り

ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
事
前
に
窓
口
ま
た

は
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
と
な
る
世
帯（
次
の
す
べ
て
に
該
当
）

（
１
）平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３

月
31
日
ま
で
に
婚
姻
届
を
受
理
さ
れ
た
夫
婦

が
属
す
る
世
帯
。

（
２
）夫
婦
の
平
成
29
年
分
の
所
得
の
合
計
額

が
３
４
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と
。
（
離
職

し
た
者
は
含
め
な
い
）

（
３
）申
請
時
点
に
お
い
て
、
夫
婦
の
一
方
が

安
中
市
の
区
域
内
に
所
在
す
る
当
該
住
宅
に

居
住
し
、
か
つ
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

（
４
）他
の
公
的
な
制
度
に
よ
る
支
援
を
受
け

て
い
な
い
こ
と
。

（
５
）他
の
自
治
体
等
に
よ
る
こ
の
告
示
と
同

様
の
趣
旨
の
補
助
金
等
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
。

（
６
）過
去
に
こ
の
告
示
に
よ
る
補
助
金
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

（
７
）夫
婦
が
本
市
の
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と
。

子
ど
も
の
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
家
庭
で

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
、
家

族
の
一
員
と
し
て
迎
え
入
れ
、
愛
情
と
誠
意

を
も
っ
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
里
親
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
西
部
児
童
相
談
所（
高
崎
市
高
松
町
６
）

は
、
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
が
相
談
や
交
流

で
き
る
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
ご
希
望
に

よ
り
、
里
親
制
度
の
説
明
も
行
い
ま
す
。

日
時
▼
７
月
25
日（
水
）午
前
10
時
〜
正
午

会
場
▼
□本
市
民
課
前
ロ
ビ
ー

対
象
▼
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
や
養
子
縁
組

を
検
討
し
て
い
る
人

（
安
中
市
以
外
に
お
住
ま
い
の
人
も
含
み
ま

す
）

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
直
接
会
場
へ

問
合
せ
先
▼
群
馬
県
西
部
児
童
相
談
所

（
☎
０
２
７－

３
２
２－

２
４
９
８
）

INFORMATION市民
インフォメーション

▲安中二葉幼稚園の園児の皆さんからきれいな花と手紙をい
　ただきました。

安中市役所
〒379-0192 安中市安中一丁目 23-13 
TEL  382-1111　FAX 381-0503
HP:  http ://www.c i ty .annaka. lg . jp
E-mai l :  kouhou@city .annaka. lg . jp 木村　弓

「いつも何度でも」
井上　あずみ

「となりのトトロ」
本名　陽子

「カントリー・ロード」



行
政
相
談
委
員
の
鈴
木
改
さ
ん
が

関
東
管
区
行
政
評
価
局
長
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た

　
長
年
に
わ
た
る
行
政
相
談
活
動
お
よ
び
行

政
相
談
委
員
制
度
の
発
展
に
努
め
た
功
績
に

よ
り
、
鈴
木
改
さ
ん
が
平
成
30
年
度
行
政
相

談
委
員
関
東
管
区
行
政
評
価
局
長
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
、
平
成
19
年
に
委
嘱
さ
れ
て

以
来
、
多
年
に
わ
た
り
、
国
な
ど
が
取
り
扱

う
行
政
に
関
す
る
苦
情
の
解
決
に
尽
力
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
業
績
が
模
範
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
今
後
も
引
き
続
き
、
行
政
相

談
委
員
と
し
て
、
行
政
相
談
日
に
相
談
を
受

け
ま
す
。
行
政
相
談
委
員
へ
の
相
談
は
、
秘

密
厳
守
・
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※

行
政
相
談
日
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び

毎
月
の
「
お
し
ら
せ
版
あ
ん
な
か
」
に
掲
載

し
ま
す
。

2223 2018年7月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111
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男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て

新
た
な
男
女
共
同
参
画
計
画
を
策
定
し

ま
す

　
本
市
で
は
、
女
性
と
男
性
が
お
互
い
に
そ
の

人
権
を
尊
重
し
、
義
務
・
責
任
・
権
利
を
分
か

ち
合
い
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ

の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
安
中
市
男

女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
平
成
25
年
度
に
策
定
し
た
現
行

計
画
の
計
画
期
間
が
今
年
度
で
終
了
す
る
こ

と
か
ら
、
平
成
31
年
度
を
始
ま
り
と
す
る

「
第
３
次
安
中
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」
を

策
定
し
ま
す
。

　
新
た
な
計
画
で
は
、
女
性
の
活
躍
推
進
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
実
現
の
た
め

の
働
き
方
改
革
、
防
災
分
野
に
お
け
る
女
性

の
参
画
な
ど
の
課
題
を
視
野
に
入
れ
、
解
決

す
る
た
め
の
施
策
の
方
向
性
を
示
し
な
が

ら
、
総
合
的
・
体
系
的
な
施
策
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す

　
本
市
の
男
女
共
同
参
画
の
現
状
を
把
握

し
、
計
画
策
定
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、

市
民
お
よ
び
事
業
所
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
票
が
送

　
免
除
や
納
付
猶
予
の
申
請
を
す
る
と
、
本

人
・
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主（
納
付
猶
予
で

は
世
帯
主
は
除
か
れ
ま
す
）の
前
年
の
所
得

を
基
準
に
審
査
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
る
と

所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部

が
免
除（
納
付
猶
予
で
は
全
額
の
納
付
が
猶

予
）さ
れ
ま
す
。

　
一
部
免
除
に
は
、
４
分
の
３
免
除
、
半
額

免
除
、
４
分
の
１
免
除
が
あ
り
、
所
得
に
応

じ
た
き
め
細
や
か
な
免
除
の
申
請
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
一
部
免
除
が
承
認
さ
れ
た
場

合
、
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と

同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
申
請

は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す
。
今
ま
で
全

額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
て

お
り
継
続
申
請
を
し
て
い
な
い
人
、
一
部
免

除
の
承
認
を
受
け
て
い
た
人
は
、
６
月
で
承

認
期
間
が
切
れ
ま
す
。
引
き
続
き
免
除
な
ど

を
希
望
す
る
場
合
に
は
平
成
30
年
度
は
７
月

２
日（
月
）よ
り
申
請
受
付
が
開
始
と
な
り
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
　
国
保
年
金
課
ま
た
は

　
住
民
福
祉
課
で
申
請
の
手
続
を
し
て
く
だ

さ
い
。

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
て

い
る
人
は
65
歳
で
届
け
出
が
必
要
で
す

　
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
は
65
歳
に
な

る
と
受
給
権
が
消
滅
し
、
65
歳
か
ら
は
新
た

に
老
齢
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
手
続
に
必
要
な
書
類（
「
国
民
年
金
・
厚

生
年
金
保
険
老
齢
給
付
裁
定
請
求
書
」
・
は

が
き
様
式
）は
、
65
歳
に
な
る
誕
生
月
の
初

め
頃（
１
日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
の
初
め
頃
）

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
こ
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
誕

生
月
の
末
日（
１
日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
の

末
日
）ま
で
に
日
本
年
金
機
構
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
手
続
が
完
了
す
る
と
「
国
民
年
金
・
厚
生

年
金
保
険
裁
定
通
知
書
・
支
給
額
変
更
通
知

書
」
が
送
ら
れ
ま
す
が
、
年
金
証
書
は
あ
ら

た
め
て
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ま
で

の
年
金
証
書
を
引
き
続
き
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険

老
齢
給
付
裁
定
請
求
書
に
同
封
さ
れ
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

松

付
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
結

果
は
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
者
▼
18
歳
以
上
の
市
民
２
，
０
０
０
人

（
男
女
各
１
，
０
０
０
人
）お
よ
び
市
内
事
業

所
１
０
０
社

実
施
期
間
▼
７
月（
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
）・
８

月（
事
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
）

調
査
方
法
▼
無
作
為
抽
出
調
査

調
査
票
の
配
布
方
法
▼
郵
送

調
査
票
の
回
収
方
法
▼
返
信
用
封
筒（
切
手

不
要
）に
て
ポ
ス
ト
に
投
函

※

回
答
し
た
内
容
は
目
的
以
外
に
使
用
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
▼
　
市
民
生
活
課
市
民
協
働
係（
☎

内
線
１
１
３
９
）

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

保
険
料
免
除
の
申
請
は
、
原
則
と
し
て

毎
年
必
要
で
す

　
国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
く
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
一
定

の
基
準
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
50
歳
未
満
の
人（
平

成
28
年
６
月
以
前
分
の
申
請
は
30
歳
未
満
）

に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
納
付

猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。（※

平
成
28
年
７

月
か
ら
、
納
付
猶
予
の
申
請
対
象
者
が
30
歳

未
満
か
ら
50
歳
未
満
へ
拡
大
さ
れ
ま
し
た
）

本

本

付
加
保
険
料
の
ご
案
内

　
将
来
、
よ
り
高
い
老
齢
給
付
を
受
け
る
た

め
に
、
第
１
号
被
保
険
者（
自
営
業
者
な
ど
）

や
65
歳
に
な
る
ま
で
の
任
意
加
入
被
保
険
者

は
、
希
望
に
よ
り
定
額
保
険
料
に
加
え
て
月

額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
付
加
保
険
料
を
納
め
る
場
合

に
は
、
定
額
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
将
来
、
老
齢

基
礎
年
金
に
加
え
て
付
加
年
金
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
付
加
年
金
の
計
算
式
は
次
の
と
お
り

で
す
。

付
加
年
金
額（
年
額
）＝
２
０
０
円×

付
加

保
険
料
を
納
め
た
月
数

　
な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る

人
や
多
段
階
免
除
な
ど
の
免
除
制
度
を
利
用

し
て
い
る
人
は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
付
加
年
金
の
加
入
を
希
望
す
る
人
は
　
国

保
年
金
課
ま
た
は
　
住
民
福
祉
課
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
高
崎
年
金
事
務
所（
☎
０
２
７－

３
２
２

－

４
２
９
９
）

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る

く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間
▼
７
月
９
日（
月
）か
ら
８
月
３
日

（
金
）ま
で

抽
せ
ん
日
▼
８
月
14
日（
火
）

教
育
長
、
教
育
委
員
会
委
員
が

任
命
さ
れ
ま
し
た

　
５
月
20
日
付
け
で
、
竹
内
徹
さ
ん
が
教
育

長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
付
け
で
次
の
人
が
教
育
委
員

会
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

中
島
　
卯
さ
ん

湯
本
　
見
千
子
さ
ん

市
町
村
振
興
宝
く
じ
が
発
売
さ
れ

ま
す

　
市
町
村
振
興
宝
く
じ
の
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
宝
く
じ
」
と
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」

が
、
７
月
９
日（
月
）か
ら
全
国
で
２
種
類
同

時
発
売
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、
１

等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
７
億
円
！

１
等
５
億
円 ×

21
本

前
後
賞
各
１
億
円 ×

42
本

※

当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額
６
３
０
億
円
・

21
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

おめでとうございます
平成29年度後期技能検定合格者発表
　技能検定は働く人たちの技能の程度を一定の基準で検定し、特
級・１級・単一等級・２級・３級に格付けして公証する国家検定
制度です。
　今回の検定で見事合格したのは次の皆さんです。（敬称略）

▲教育長　竹内　徹

▲鈴木改さん

職種名
工場板金

機械検査
防水施工

作業名
数値制御タレット
パンチプレス
板金作業
機械検査作業
塩化ビニル系シー
ト防水工事作業

級別
1級

1級
1級

氏名
岡田 伸之

原田 淳
瀬間 宏樹

住所
原市

松井田町八城
板鼻

本

松



行
政
相
談
委
員
の
鈴
木
改
さ
ん
が

関
東
管
区
行
政
評
価
局
長
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た

　
長
年
に
わ
た
る
行
政
相
談
活
動
お
よ
び
行

政
相
談
委
員
制
度
の
発
展
に
努
め
た
功
績
に

よ
り
、
鈴
木
改
さ
ん
が
平
成
30
年
度
行
政
相

談
委
員
関
東
管
区
行
政
評
価
局
長
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
、
平
成
19
年
に
委
嘱
さ
れ
て

以
来
、
多
年
に
わ
た
り
、
国
な
ど
が
取
り
扱

う
行
政
に
関
す
る
苦
情
の
解
決
に
尽
力
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
業
績
が
模
範
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
今
後
も
引
き
続
き
、
行
政
相

談
委
員
と
し
て
、
行
政
相
談
日
に
相
談
を
受

け
ま
す
。
行
政
相
談
委
員
へ
の
相
談
は
、
秘

密
厳
守
・
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※

行
政
相
談
日
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び

毎
月
の
「
お
し
ら
せ
版
あ
ん
な
か
」
に
掲
載

し
ま
す
。
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男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て

新
た
な
男
女
共
同
参
画
計
画
を
策
定
し

ま
す

　
本
市
で
は
、
女
性
と
男
性
が
お
互
い
に
そ
の

人
権
を
尊
重
し
、
義
務
・
責
任
・
権
利
を
分
か

ち
合
い
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ

の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
安
中
市
男

女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
平
成
25
年
度
に
策
定
し
た
現
行

計
画
の
計
画
期
間
が
今
年
度
で
終
了
す
る
こ

と
か
ら
、
平
成
31
年
度
を
始
ま
り
と
す
る

「
第
３
次
安
中
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」
を

策
定
し
ま
す
。

　
新
た
な
計
画
で
は
、
女
性
の
活
躍
推
進
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
実
現
の
た
め

の
働
き
方
改
革
、
防
災
分
野
に
お
け
る
女
性

の
参
画
な
ど
の
課
題
を
視
野
に
入
れ
、
解
決

す
る
た
め
の
施
策
の
方
向
性
を
示
し
な
が

ら
、
総
合
的
・
体
系
的
な
施
策
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す

　
本
市
の
男
女
共
同
参
画
の
現
状
を
把
握

し
、
計
画
策
定
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、

市
民
お
よ
び
事
業
所
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
票
が
送

　
免
除
や
納
付
猶
予
の
申
請
を
す
る
と
、
本

人
・
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主（
納
付
猶
予
で

は
世
帯
主
は
除
か
れ
ま
す
）の
前
年
の
所
得

を
基
準
に
審
査
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
る
と

所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部

が
免
除（
納
付
猶
予
で
は
全
額
の
納
付
が
猶

予
）さ
れ
ま
す
。

　
一
部
免
除
に
は
、
４
分
の
３
免
除
、
半
額

免
除
、
４
分
の
１
免
除
が
あ
り
、
所
得
に
応

じ
た
き
め
細
や
か
な
免
除
の
申
請
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
一
部
免
除
が
承
認
さ
れ
た
場

合
、
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と

同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
申
請

は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す
。
今
ま
で
全

額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
て

お
り
継
続
申
請
を
し
て
い
な
い
人
、
一
部
免

除
の
承
認
を
受
け
て
い
た
人
は
、
６
月
で
承

認
期
間
が
切
れ
ま
す
。
引
き
続
き
免
除
な
ど

を
希
望
す
る
場
合
に
は
平
成
30
年
度
は
７
月

２
日（
月
）よ
り
申
請
受
付
が
開
始
と
な
り
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
　
国
保
年
金
課
ま
た
は

　
住
民
福
祉
課
で
申
請
の
手
続
を
し
て
く
だ

さ
い
。

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
て

い
る
人
は
65
歳
で
届
け
出
が
必
要
で
す

　
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
は
65
歳
に
な

る
と
受
給
権
が
消
滅
し
、
65
歳
か
ら
は
新
た

に
老
齢
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
手
続
に
必
要
な
書
類（
「
国
民
年
金
・
厚

生
年
金
保
険
老
齢
給
付
裁
定
請
求
書
」
・
は

が
き
様
式
）は
、
65
歳
に
な
る
誕
生
月
の
初

め
頃（
１
日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
の
初
め
頃
）

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
こ
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
誕

生
月
の
末
日（
１
日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
の

末
日
）ま
で
に
日
本
年
金
機
構
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
手
続
が
完
了
す
る
と
「
国
民
年
金
・
厚
生

年
金
保
険
裁
定
通
知
書
・
支
給
額
変
更
通
知

書
」
が
送
ら
れ
ま
す
が
、
年
金
証
書
は
あ
ら

た
め
て
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ま
で

の
年
金
証
書
を
引
き
続
き
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険

老
齢
給
付
裁
定
請
求
書
に
同
封
さ
れ
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

松

付
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
結

果
は
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
者
▼
18
歳
以
上
の
市
民
２
，
０
０
０
人

（
男
女
各
１
，
０
０
０
人
）お
よ
び
市
内
事
業

所
１
０
０
社

実
施
期
間
▼
７
月（
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
）・
８

月（
事
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
）

調
査
方
法
▼
無
作
為
抽
出
調
査

調
査
票
の
配
布
方
法
▼
郵
送

調
査
票
の
回
収
方
法
▼
返
信
用
封
筒（
切
手

不
要
）に
て
ポ
ス
ト
に
投
函

※

回
答
し
た
内
容
は
目
的
以
外
に
使
用
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
▼
　
市
民
生
活
課
市
民
協
働
係（
☎

内
線
１
１
３
９
）

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

保
険
料
免
除
の
申
請
は
、
原
則
と
し
て

毎
年
必
要
で
す

　
国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
く
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
一
定

の
基
準
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
50
歳
未
満
の
人（
平

成
28
年
６
月
以
前
分
の
申
請
は
30
歳
未
満
）

に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
納
付

猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。（※

平
成
28
年
７

月
か
ら
、
納
付
猶
予
の
申
請
対
象
者
が
30
歳

未
満
か
ら
50
歳
未
満
へ
拡
大
さ
れ
ま
し
た
）

本

本

付
加
保
険
料
の
ご
案
内

　
将
来
、
よ
り
高
い
老
齢
給
付
を
受
け
る
た

め
に
、
第
１
号
被
保
険
者（
自
営
業
者
な
ど
）

や
65
歳
に
な
る
ま
で
の
任
意
加
入
被
保
険
者

は
、
希
望
に
よ
り
定
額
保
険
料
に
加
え
て
月

額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
付
加
保
険
料
を
納
め
る
場
合

に
は
、
定
額
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
将
来
、
老
齢

基
礎
年
金
に
加
え
て
付
加
年
金
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
付
加
年
金
の
計
算
式
は
次
の
と
お
り

で
す
。

付
加
年
金
額（
年
額
）＝
２
０
０
円×

付
加

保
険
料
を
納
め
た
月
数

　
な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る

人
や
多
段
階
免
除
な
ど
の
免
除
制
度
を
利
用

し
て
い
る
人
は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
付
加
年
金
の
加
入
を
希
望
す
る
人
は
　
国

保
年
金
課
ま
た
は
　
住
民
福
祉
課
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
高
崎
年
金
事
務
所（
☎
０
２
７－

３
２
２

－

４
２
９
９
）

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る

く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間
▼
７
月
９
日（
月
）か
ら
８
月
３
日

（
金
）ま
で

抽
せ
ん
日
▼
８
月
14
日（
火
）

教
育
長
、
教
育
委
員
会
委
員
が

任
命
さ
れ
ま
し
た

　
５
月
20
日
付
け
で
、
竹
内
徹
さ
ん
が
教
育

長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
付
け
で
次
の
人
が
教
育
委
員

会
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

中
島
　
卯
さ
ん

湯
本
　
見
千
子
さ
ん

市
町
村
振
興
宝
く
じ
が
発
売
さ
れ

ま
す

　
市
町
村
振
興
宝
く
じ
の
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
宝
く
じ
」
と
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」

が
、
７
月
９
日（
月
）か
ら
全
国
で
２
種
類
同

時
発
売
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、
１

等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
７
億
円
！

１
等
５
億
円 ×

21
本

前
後
賞
各
１
億
円 ×

42
本

※

当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額
６
３
０
億
円
・

21
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

おめでとうございます
平成29年度後期技能検定合格者発表
　技能検定は働く人たちの技能の程度を一定の基準で検定し、特
級・１級・単一等級・２級・３級に格付けして公証する国家検定
制度です。
　今回の検定で見事合格したのは次の皆さんです。（敬称略）

▲教育長　竹内　徹

▲鈴木改さん

職種名
工場板金

機械検査
防水施工

作業名
数値制御タレット
パンチプレス
板金作業
機械検査作業
塩化ビニル系シー
ト防水工事作業

級別
1級

1級
1級

氏名
岡田 伸之

原田 淳
瀬間 宏樹

住所
原市

松井田町八城
板鼻

本

松



住
宅
団
地
宅
地
分
譲
の
ご
案
内

　
安
中
市
土
地
開
発
公
社
で
は
、
「
安
中
古

城
住
宅
団
地
」
４
区
画
に
つ
い
て
、
分
譲
し

て
い
ま
す
。

　
資
料
請
求
・
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
分
譲
地
】

古
城
住
宅
団
地
・
・
・
（
４
区
画
）

面
積
：
2
4
3
・
27
㎡
〜
2
7
1
・
89
㎡

価
格
：
6
，
1
3
0
，
0
0
0
円
〜
6
，

5
2
5
，
0
0
0
円

【
安
中
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
宅
地
分
譲

の
お
知
ら
せ
】

http://w
w

w
.city.annnaka.lg.jp/gyousei/

kensetu/danchi.htm
l

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

安
中
市
土
地
開
発
公
社（
□本
都
市
整
備
課
内

☎
内
線
１
２
１
７
）

（
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
）お
も
し
ろ
科

学
教
室
会
員
証
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ノ
ー

ト
）

問
合
せ
▼
文
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
3
8
1

－

0
5
8
6
）

県
営
住
宅
入
居
の
ご
案
内

　
県
営
住
宅
の
定
期
募
集
は
４
月
、
７
月
、

10
月
、
１
月
の
年
４
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
７
月
募
集
の
お
知
ら
せ
で
す
。

入
居
資
格
▼
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
お
り
、

親
族
と
入
居
す
る
予
定
の
人
、
ま
た
は
単
身

の
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
な
ど
。

※
収
入
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
募
集
案
内
ま
た
は
県
住
宅
供
給

公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.gunm
a-

jkk.or.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
▼
７
月
１
日（
日
）〜
18
日（
水
）

入
居
可
能
日
▼
10
月
１
日（
月
）

申
込
方
法
▼
所
定
の
申
込
用
紙
を
郵
送

申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所
▼
県
住
宅

供
給
公
社（
前
橋
市
紅
雲
町
）、
県
庁
県
民
生

活
セ
ン
タ
ー
、
県
土
木
事
務
所
、
市
役
所
・

町
村
役
場（
土
・
日
は
県
住
宅
供
給
公
社
の

み
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
な
お
祝
日
は
営
業

し
て
い
ま
せ
ん
。
）

そ
の
他
▼
入
居
者
は
、
公
開
抽
選
で
選
定
し

ま
す
。

※
市
内
の
住
宅（
原
市
第
一
・
第
二
団
地
、

下
磯
部
団
地
、
二
軒
在
家
団
地
）に
つ
い
て

は
、
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
空
き
状
況
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
県
住
宅
供
給
公
社

☎
０
２
７

－

２
２
３

－

５
８
１
１

F
A
X
０
２
７

－

２
２
３

－

９
８
０
８

宇
崎
竜
童

弾
き
語
りLIVE 2018

JUST GUITAR JUST VOCAL

日
に
ち
▼
７
月
22
日（
日
）

安
中
市
松
井
田
文
化
会
館
　
大
ホ
ー
ル

前
売
り
▼
全
席
指
定
　
一
般
　
４
，
０
０
０

円当
日
▼
全
席
指
定
　
一
般
　
４
，
５
０
０
円

開
場
▼
午
後
２
時
30
分

開
演
▼
午
後
３
時

チ
ケ
ッ
ト
▼
松
井
田
文
化
会
館
窓
口
で
好
評

販
売
中

※
電
話
予
約
も
で
き
ま
す

※
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん

問
合
せ
▼
松
井
田
文
化
会
館（
☎
３
９
３

－

４
４
０
０
）
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INFORMATION市民 INFORMATION市民

夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動

運
動
期
間

７
月
11
日（
水
）〜
７
月
20
日（
金
）

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

暗
く
て
も
　
光
る
タ
ス
キ
が
　
身
を
守
る

サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン

ち
い
さ
な
て
　
た
か
く
あ
げ
て
る
　
ち
ゃ

ん
と
み
て

運
動
の
目
的

　
県
民
一
人
ひ
と
り
に
交
通
安
全
思
想
の
普

及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、

相
手
の
立
場
に
立
っ
た
「
優
し
さ
」
と
「
思

い
や
り
」
の
あ
る
運
転
や
行
動
を
促
進
し
、

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
。

運
動
の
重
点

○
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
自
転
車
と
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

空
き
家
無
料
相
談
会

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
群
馬
県
不
動
産
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
協
会
で
は
、
空
き
家
の
管
理
や
処

分
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
人
を
対
象
に
、
専
門

家
に
よ
る
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

日
時
▼
７
月
22
日（
日
）午
後
１
時
か
ら
４
時

会
場
▼
市
文
化
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

申
込
み
▼
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
同
協
会

（
☎
０
２
７－

３
６
３

－

９
８
６
６
）へ

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
開
講
に

つ
い
て

　
毎
年
開
催
し
て
い
る
手
話
奉
仕
員
養
成
講

座
の
入
門
課
程
・
基
礎
課
程
の
全
て
が
開
講

と
な
り
ま
し
た
。

　
手
話
を
学
ぶ
こ
と

が
始
め
て
と
緊
張
と

不
安
な
面
持
ち
で
会

場
へ
と
や
っ
て
き
た

入
門
講
座
の
受
講

生
。
初
め
て
の
世
界

に
一
歩
足
を
踏
み
入

れ
、
閉
講
式
に
は
手
話
で
会
話
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
手
話
奉
仕
員
と
は
、
手
話
を
通
じ
て
聴
覚

障
害
者
と
交
流
を
は
か
り
、
普
及
を
促
進
す

る
人
た
ち
の
こ
と
で
す
。
今
年
は
、
入
門
22

人
　
基
礎
13
人（
昼
の
部
、
夜
の
部
の
合
計

人
数
）の
人
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
□本
福
祉
課
障
害
福
祉
係（
☎
内
線

１
１
９
２
）

お
も
し
ろ
科
学
教
室

「
カ
ラ
フ
ル
海
ほ
た
る
を
作
ろ
う
」

　
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
お
も
し
ろ
科

学
教
室
「
カ
ラ
フ
ル
海
ほ
た
る
を
作
ろ
う
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
工
作
し
な
が
ら
科
学
の
原
理
が
学
べ
ま

す
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
8
月
18
日（
土
）午
前
9
時
30
分
〜
正

午会
場
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
　
3
階
　
大

会
議
室
　

対
象
者
▼
小
中
学
生（
小
学
3
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

申
込
み
▼
7
月
11
日（
水
）か
ら
　
文
化
セ
ン

タ
ー
窓
口
ま
た
は
電
話
に
て
受
付
開
始（
先

着
30
人
）

費
用
▼
5
0
0
円
程
度

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
、

地域おこし協力隊
活動報告 Vol.3

「
介
護
マ
ー
ク
」
の
配
布
に
つ
い

て　
介
護
マ
ー
ク
と
は
、
介
護
中
の
人
が
周
囲

か
ら
偏
見
や
誤
解
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
介
護
を
し
て
い
る
こ
と
を
周
囲
に
表
す

マ
ー
ク
で
す
。介
護
を
行
っ
て
い
る
人
で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
安
中
市
で
は
□本
介
護
高
齢
課
と
□松 

住
民

福
祉
課
の
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。希
望
す
る

人
は
窓
口
で
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
□本
介
護
高
齢
課
高
齢
者
対
策
係

（
☎
内
線
１
１
８
１
）

□松 

住
民
福
祉
課
健
康
介
護
係
（
☎
内
線
２
１

５
１
）

　皆様、こんにちは。地域おこし協力隊の後藤圭介です。
碓氷峠の木々が夏の緑に彩られる頃になりました。
　碓氷峠鉄道文化むらは、本年４月に開園２０周年を迎え
ました。開園当時の自分はまだ3歳でしたが、両親に連れ
られて遊びに来たことは今でもハッキリと覚えています。
碓氷峠鉄道文化むらでは、年間を通して、さまざまなイベ
ントを企画しておりますので、ぜひご家族揃ってお越しく
ださい。
　さて、今後の活動につきましては、県外からの移住・定
住を図る一助として、「移住体験プログラム」を企画して
います。初めての試みですが、結果を残せるように取り組
みたいと思いますので、皆様の温かいご支援をいただけた
らと存じます。
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住
宅
団
地
宅
地
分
譲
の
ご
案
内

　
安
中
市
土
地
開
発
公
社
で
は
、
「
安
中
古

城
住
宅
団
地
」
４
区
画
に
つ
い
て
、
分
譲
し

て
い
ま
す
。

　
資
料
請
求
・
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
分
譲
地
】

古
城
住
宅
団
地
・
・
・
（
４
区
画
）

面
積
：
2
4
3
・
27
㎡
〜
2
7
1
・
89
㎡

価
格
：
6
，
1
3
0
，
0
0
0
円
〜
6
，

5
2
5
，
0
0
0
円

【
安
中
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
宅
地
分
譲

の
お
知
ら
せ
】

http://w
w

w
.city.annnaka.lg.jp/gyousei/

kensetu/danchi.htm
l

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

安
中
市
土
地
開
発
公
社（
□本
都
市
整
備
課
内

☎
内
線
１
２
１
７
）

（
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
）お
も
し
ろ
科

学
教
室
会
員
証
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ノ
ー

ト
）

問
合
せ
▼
文
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
3
8
1

－

0
5
8
6
）

県
営
住
宅
入
居
の
ご
案
内

　
県
営
住
宅
の
定
期
募
集
は
４
月
、
７
月
、

10
月
、
１
月
の
年
４
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
７
月
募
集
の
お
知
ら
せ
で
す
。

入
居
資
格
▼
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
お
り
、

親
族
と
入
居
す
る
予
定
の
人
、
ま
た
は
単
身

の
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
な
ど
。

※
収
入
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
募
集
案
内
ま
た
は
県
住
宅
供
給

公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.gunm
a-

jkk.or.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
▼
７
月
１
日（
日
）〜
18
日（
水
）

入
居
可
能
日
▼
10
月
１
日（
月
）

申
込
方
法
▼
所
定
の
申
込
用
紙
を
郵
送

申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所
▼
県
住
宅

供
給
公
社（
前
橋
市
紅
雲
町
）、
県
庁
県
民
生

活
セ
ン
タ
ー
、
県
土
木
事
務
所
、
市
役
所
・

町
村
役
場（
土
・
日
は
県
住
宅
供
給
公
社
の

み
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
な
お
祝
日
は
営
業

し
て
い
ま
せ
ん
。
）

そ
の
他
▼
入
居
者
は
、
公
開
抽
選
で
選
定
し

ま
す
。

※
市
内
の
住
宅（
原
市
第
一
・
第
二
団
地
、

下
磯
部
団
地
、
二
軒
在
家
団
地
）に
つ
い
て

は
、
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
空
き
状
況
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
県
住
宅
供
給
公
社

☎
０
２
７

－

２
２
３

－

５
８
１
１

F
A
X
０
２
７

－

２
２
３

－

９
８
０
８

宇
崎
竜
童

弾
き
語
りLIVE 2018

JUST GUITAR JUST VOCAL

日
に
ち
▼
７
月
22
日（
日
）

安
中
市
松
井
田
文
化
会
館
　
大
ホ
ー
ル

前
売
り
▼
全
席
指
定
　
一
般
　
４
，
０
０
０

円当
日
▼
全
席
指
定
　
一
般
　
４
，
５
０
０
円

開
場
▼
午
後
２
時
30
分

開
演
▼
午
後
３
時

チ
ケ
ッ
ト
▼
松
井
田
文
化
会
館
窓
口
で
好
評

販
売
中

※
電
話
予
約
も
で
き
ま
す

※
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん

問
合
せ
▼
松
井
田
文
化
会
館（
☎
３
９
３

－

４
４
０
０
）
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夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動

運
動
期
間

７
月
11
日（
水
）〜
７
月
20
日（
金
）

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

暗
く
て
も
　
光
る
タ
ス
キ
が
　
身
を
守
る

サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン

ち
い
さ
な
て
　
た
か
く
あ
げ
て
る
　
ち
ゃ

ん
と
み
て

運
動
の
目
的

　
県
民
一
人
ひ
と
り
に
交
通
安
全
思
想
の
普

及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、

相
手
の
立
場
に
立
っ
た
「
優
し
さ
」
と
「
思

い
や
り
」
の
あ
る
運
転
や
行
動
を
促
進
し
、

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
。

運
動
の
重
点

○
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
自
転
車
と
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

空
き
家
無
料
相
談
会

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
群
馬
県
不
動
産
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
協
会
で
は
、
空
き
家
の
管
理
や
処

分
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
人
を
対
象
に
、
専
門

家
に
よ
る
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

日
時
▼
７
月
22
日（
日
）午
後
１
時
か
ら
４
時

会
場
▼
市
文
化
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

申
込
み
▼
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
同
協
会

（
☎
０
２
７－

３
６
３

－

９
８
６
６
）へ

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
開
講
に

つ
い
て

　
毎
年
開
催
し
て
い
る
手
話
奉
仕
員
養
成
講

座
の
入
門
課
程
・
基
礎
課
程
の
全
て
が
開
講

と
な
り
ま
し
た
。

　
手
話
を
学
ぶ
こ
と

が
始
め
て
と
緊
張
と

不
安
な
面
持
ち
で
会

場
へ
と
や
っ
て
き
た

入
門
講
座
の
受
講

生
。
初
め
て
の
世
界

に
一
歩
足
を
踏
み
入

れ
、
閉
講
式
に
は
手
話
で
会
話
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
手
話
奉
仕
員
と
は
、
手
話
を
通
じ
て
聴
覚

障
害
者
と
交
流
を
は
か
り
、
普
及
を
促
進
す

る
人
た
ち
の
こ
と
で
す
。
今
年
は
、
入
門
22

人
　
基
礎
13
人（
昼
の
部
、
夜
の
部
の
合
計

人
数
）の
人
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
□本
福
祉
課
障
害
福
祉
係（
☎
内
線

１
１
９
２
）

お
も
し
ろ
科
学
教
室

「
カ
ラ
フ
ル
海
ほ
た
る
を
作
ろ
う
」

　
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
お
も
し
ろ
科

学
教
室
「
カ
ラ
フ
ル
海
ほ
た
る
を
作
ろ
う
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
工
作
し
な
が
ら
科
学
の
原
理
が
学
べ
ま

す
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
8
月
18
日（
土
）午
前
9
時
30
分
〜
正

午会
場
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
　
3
階
　
大

会
議
室
　

対
象
者
▼
小
中
学
生（
小
学
3
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

申
込
み
▼
7
月
11
日（
水
）か
ら
　
文
化
セ
ン

タ
ー
窓
口
ま
た
は
電
話
に
て
受
付
開
始（
先

着
30
人
）

費
用
▼
5
0
0
円
程
度

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
、

地域おこし協力隊
活動報告 Vol.3

「
介
護
マ
ー
ク
」
の
配
布
に
つ
い

て　
介
護
マ
ー
ク
と
は
、
介
護
中
の
人
が
周
囲

か
ら
偏
見
や
誤
解
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
介
護
を
し
て
い
る
こ
と
を
周
囲
に
表
す

マ
ー
ク
で
す
。介
護
を
行
っ
て
い
る
人
で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
安
中
市
で
は
□本
介
護
高
齢
課
と
□松 

住
民

福
祉
課
の
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。希
望
す
る

人
は
窓
口
で
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
□本
介
護
高
齢
課
高
齢
者
対
策
係

（
☎
内
線
１
１
８
１
）

□松 

住
民
福
祉
課
健
康
介
護
係
（
☎
内
線
２
１

５
１
）

　皆様、こんにちは。地域おこし協力隊の後藤圭介です。
碓氷峠の木々が夏の緑に彩られる頃になりました。
　碓氷峠鉄道文化むらは、本年４月に開園２０周年を迎え
ました。開園当時の自分はまだ3歳でしたが、両親に連れ
られて遊びに来たことは今でもハッキリと覚えています。
碓氷峠鉄道文化むらでは、年間を通して、さまざまなイベ
ントを企画しておりますので、ぜひご家族揃ってお越しく
ださい。
　さて、今後の活動につきましては、県外からの移住・定
住を図る一助として、「移住体験プログラム」を企画して
います。初めての試みですが、結果を残せるように取り組
みたいと思いますので、皆様の温かいご支援をいただけた
らと存じます。
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「
フ
レ
ッ
シ
ュ
健
診
」
の

希
望
者
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
健
康
診
査
を
受
け
る
機
会
の
な

い
若
年
層
を
対
象
に
次
の
と
お
り
フ
レ
ッ

シ
ュ
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

　
希
望
す
る
人
は
募
集
期
間
内
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
妊
娠
中
の
人
や
勤
務

先
な
ど
ほ
か
で
健
診
を
受
け
る
機
会
の
あ
る

人
は
、
そ
ち
ら
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も

40
歳
以
上
を
対
象
に
し
た
健
診
と
同
じ
会
場

と
な
り
ま
す
。
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼
市
内
在
住
で
、
昭
和
54
年
４
月
１

日
〜
平
成
12
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
人

健
診
内
容
▼
身
体
計
測
・
血
圧
測
定
・
尿
検

査
・
医
師
の
診
察
・
血
液
検
査（
血
糖
・
脂

質
・
肝
機
能
・
貧
血
）

実
施
日
時
・
場
所
▼

健 

康 
通 
信

　
７
月
は
大
腸
が
ん
集
団
検
診
の
容

器
配
布
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
検
診
の
し
お
り
』
を
ご
覧
に
な

り
、
日
程
や
会
場
な
ど
を
ご
確
認
の

う
え
受
け
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
　
健
康
づ
く
り
課
ま
た
は
□松
住

民
福
祉
課
の
窓
口
で
も
７
月
23
日

（
月
）よ
り
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い（
平
日
８
時
30
分
〜

17
時
15
分
）。
大
腸
が
ん
検
診
容
器
配

布
時
と
各
種
検
診
受
診
時
は
「
受
診

シ
ー
ル
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
忘

れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
「
受
診

シ
ー
ル
」
は
、
検
診
対
象
者
全
員
に

オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
で
５
月
下
旬
に

郵
送
し
て
い
ま
す
。

　
個
別
検
診
は
６
月
１
日
か
ら
各
種

検
診
が
始
ま
り
ま
し
た
。
集
団
検
診

ま
た
は
個
別
検
診
の
ど
ち
ら
か
を
選

ん
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
□本
健
康
づ
く
り
課（
☎
内
線

１
１
７
２
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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費
用
▼
１
，
０
０
０
円

定
員
▼
先
着
２
１
０
人

※

募
集
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
定
員
に
達
し

た
時
点
で
受
付
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
・
申
込
方
法
▼

　
７
月
９
日（
月
）〜
９
月
28
日（
金
）午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で
の
期
間
に
　

健
康
づ
く
り
課
ま
で
お
電
話
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま

す
）

問
合
せ
▼
□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）

本庁市民課
休日窓口開設日

7 月1日・15 日　8 月 5 日
午前８時30 分～正午

業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の
　発行

第
２
期
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防

接
種
お
よ
び
二
種
混
合
予
防
接
種

の
お
知
ら
せ

第
２
期
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

接
種
対
象
年
齢
▼
小
学
校
就
学
前（
年
長
児
）

の
１
年
間（
平
成
24
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

25
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
）

接
種
回
数
▼
１
回

接
種
期
限
▼
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

予
診
票
の
配
布
▼
出
生
届
出
時
ま
た
は
転
入

時
に
□本
健
康
づ
く
り
課
・
□松
住
民
福
祉
課

の
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※

平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
の
接
種
は
任
意

接
種（
有
料
）と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

二
種
混
合
予
防
接
種

接
種
対
象
年
齢
▼
11
歳
以
上
13
歳
未
満

接
種
回
数
▼
１
回

予
診
票
の
配
布
▼
今
年
の
４
月
か
ら
小
学
６

年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人
へ
、
４
月
に
予

診
票
を
郵
送
し
ま
し
た
。

※

13
歳
の
誕
生
日
以
降
の
接
種
は
任
意
接
種

（
有
料
）と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

接
種
に
必
要
な
物
▼

予
診
票
・
母
子
手
帳
・
保
険
証

※

対
象
者
で
予
診
票
の
な
い
人
は
、
□本
健
康

づ
く
り
課
・
□松 

住
民
福
祉
課
の
窓
口
で
配
布

し
ま
す
の
で
、
母
子
手
帳
を
お
持
ち
の
う

え
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　
気
温
が
ぐ
ん
と
上
が
り
、
蒸
し
暑
さ
が
続

く
季
節
は
「
熱
中
症
」
に
ご
用
心
。
熱
中
症

の
発
症
は
７
月
、
８
月
が
ピ
ー
ク
に
な
り
ま

す
。

◇
熱
中
症
と
は

　
室
温
や
気
温
が
高
い
中
で
、
体
内
の
水
分

や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
の
調
節

機
能
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、
体
温
上

昇
、
め
ま
い
、
体
の
だ
る
さ
、
ひ
ど
い
と
き

に
は
、
け
い
れ
ん
や
意
識
の
異
常
な
ど
が
起

こ
り
ま
す
。

　
家
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い
て
も
、
室
温
や

湿
度
が
高
い
た
め
に
、
体
か
ら
熱
が
逃
げ
に

く
く
熱
中
症
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

◇
熱
中
症
の
予
防
法

　
熱
中
症
の
予
防
は
「
暑
さ
を
避
け
る
」
と

「
こ
ま
め
な
水
分
補
給
」
が
大
切
で
す
。

【
暑
さ
を
避
け
る
】

○
室
内
で
は

・
室
温
を
こ
ま
め
に
確
認

・
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を
調
節

※

日
中
だ
け
で
な
く
、
熱
帯
夜
の
よ
う
に
気

温
が
高
い
夜
も
熱
中
症
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

・
遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、
打
ち
水
を
利

用

※

日
中
に
打
ち
水
を
す
る
こ
と
で
、
路
面
温

度
が
10
℃
程
度
低
下
し
ま
す
。
特
に
早
朝

や
夕
暮
れ
時
に
打
ち
水
す
る
と
そ
の
効
果

が
持
続
し
ま
す
。

○
外
出
時
に
は

・
日
陰
の
利
用
と
こ
ま
め
な
休
憩

・
日
傘
や
通
気
性
の
良
い
帽
子
の
着
用
　

・
炎
天
下
の
外
出
は
で
き
る
だ
け
控
え
る

※

直
射
日
光
だ
け
で
な
く
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

か
ら
の
照
り
返
し
が
地
面
近
く
の
気
温
を

上
昇
さ
せ
ま
す
。
例
え
ば
気
温
が
32
℃
の

と
き
、
地
面
か
ら
50
㎝
の
高
さ
で
は

35
℃
、
５
㎝
の
高
さ
で
は
36
℃
以
上
に
な

り
ま
す
。

○
か
ら
だ
の
蓄
熱
を
避
け
る
た
め
に

・
通
気
性
の
よ
い
、
吸
湿
や
速
乾
性
の
あ
る

衣
服
を
着
用
す
る
　

・
保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
で
、

か
ら
だ
を
冷
や
す

【
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る
】

・
室
内
で
も
外
出
時
で
も
、
の
ど
の
乾
き
を

感
じ
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水
分
・
塩
分

な
ど
を
補
給
す
る

※

入
浴
前
後
や
、
就
寝
前
に
も
水
分
補
給
を

※

の
ど
が
渇
い
た
と
き
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲

料
で
の
水
分
補
給
は
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
尿
の
量
を
増
や
し
、
体
内

の
水
分
を
、
排
泄
し
て
し
ま
う
た
め
、
吸

収
し
た
水
分
が
尿
で
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

◇
熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
の
処
置

・
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
る
　

・
衣
服
を
緩
め
、
か
ら
だ
を
冷
や
す（
特
に

首
の
周
り
、
脇
の
下
、
太
も
も
の
付
け
根

な
ど
を
冷
や
す
）

・
水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る

※

自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
意
識
が
な
い
場

合
は
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ

う
。

◇
ご
注
意
　
　

○
暑
さ
の
感
じ
方
は
、
人
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す

　
そ
の
日
の
体
調
や
、
暑
さ
に
対
す
る
慣
れ

な
ど
が
、
影
響
し
ま
す
。
体
調
の
変
化
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
高
齢
者
や
子
ど
も
は
特
に
注
意
が
必
要
で

す・
熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
は
65
歳
以
上

の
高
齢
者
で
す
。
高
齢
者
は
暑
さ
や
水
分

不
足
に
対
す
る
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
お

り
、
暑
さ
に
対
す
る
か
ら
だ
の
調
節
機
能

も
低
下
し
て
い
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で

す
。

※

「
ク
ー
ラ
ー
を
使
用
し
な
い
」
「
ト
イ
レ

が
近
い
の
で
水
分
を
控
え
て
し
ま
う
」
と

い
う
の
は
ご
用
心
。

・
子
ど
も
は
体
温
の
調
節
能
力
が
ま
だ
十
分

に
発
達
し
て
い
な
い
の
で
、
気
を
配
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

※

く
ち
び
る
の
乾
燥
、
お
し
っ
こ
の
減
少
は

脱
水
症
の
サ
イ
ン
。
外
出
時
は
飲
み
物
を

忘
れ
ず
に
。

・
駐
車
中
の
車
に
子
ど
も
を
残
す
こ
と
は
大

変
危
険
で
す
。
炎
天
下
で
な
く
て
も
、
閉

め
切
っ
た
車
内
で
冷
房
を
切
る
と
、
車
内

の
温
度
は
一
気
に
上
昇
し
、
わ
ず
か
な
時

間
で
も
熱
中
症
の
危
険
が
高
く
な
り
ま

す
。
絶
対
に
、
乳
幼
児
や
子
ど
も
を
車
内

に
残
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
節
電
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、
熱
中
症
予
防

　
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）

場
　
所

日
　
付

受
付
時
間

安
中
市
保
健

セ
ン
タ
ー

松
井
田
保
健

セ
ン
タ
ー

午
前
８
時
30
分

〜
11
時

８
月
24
日（
金
）

９
月
18
日（
火
）

10
月
３
日（
水
）

10
月
16
日（
火
）

９
月
２
日（
日
）

午
前
８
時
30
分

〜
11
時

※

番
号
札
は
８
時
か
ら
配
布
し
ま
す
。

□本 

□本



「
フ
レ
ッ
シ
ュ
健
診
」
の

希
望
者
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
健
康
診
査
を
受
け
る
機
会
の
な

い
若
年
層
を
対
象
に
次
の
と
お
り
フ
レ
ッ

シ
ュ
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

　
希
望
す
る
人
は
募
集
期
間
内
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
妊
娠
中
の
人
や
勤
務

先
な
ど
ほ
か
で
健
診
を
受
け
る
機
会
の
あ
る

人
は
、
そ
ち
ら
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も

40
歳
以
上
を
対
象
に
し
た
健
診
と
同
じ
会
場

と
な
り
ま
す
。
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼
市
内
在
住
で
、
昭
和
54
年
４
月
１

日
〜
平
成
12
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
人

健
診
内
容
▼
身
体
計
測
・
血
圧
測
定
・
尿
検

査
・
医
師
の
診
察
・
血
液
検
査（
血
糖
・
脂

質
・
肝
機
能
・
貧
血
）

実
施
日
時
・
場
所
▼

健 

康 

通 

信

　
７
月
は
大
腸
が
ん
集
団
検
診
の
容

器
配
布
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
検
診
の
し
お
り
』
を
ご
覧
に
な

り
、
日
程
や
会
場
な
ど
を
ご
確
認
の

う
え
受
け
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
　
健
康
づ
く
り
課
ま
た
は
□松
住

民
福
祉
課
の
窓
口
で
も
７
月
23
日

（
月
）よ
り
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い（
平
日
８
時
30
分
〜

17
時
15
分
）。
大
腸
が
ん
検
診
容
器
配

布
時
と
各
種
検
診
受
診
時
は
「
受
診

シ
ー
ル
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
忘

れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
「
受
診

シ
ー
ル
」
は
、
検
診
対
象
者
全
員
に

オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
で
５
月
下
旬
に

郵
送
し
て
い
ま
す
。

　
個
別
検
診
は
６
月
１
日
か
ら
各
種

検
診
が
始
ま
り
ま
し
た
。
集
団
検
診

ま
た
は
個
別
検
診
の
ど
ち
ら
か
を
選

ん
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
□本
健
康
づ
く
り
課（
☎
内
線

１
１
７
２
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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INFORMATION市民 INFORMATION市民

費
用
▼
１
，
０
０
０
円

定
員
▼
先
着
２
１
０
人

※

募
集
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
定
員
に
達
し

た
時
点
で
受
付
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
・
申
込
方
法
▼

　
７
月
９
日（
月
）〜
９
月
28
日（
金
）午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で
の
期
間
に
　

健
康
づ
く
り
課
ま
で
お
電
話
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま

す
）

問
合
せ
▼
□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）

本庁市民課
休日窓口開設日

7 月1日・15 日　8 月 5 日
午前８時30 分～正午

業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の
　発行

第
２
期
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防

接
種
お
よ
び
二
種
混
合
予
防
接
種

の
お
知
ら
せ

第
２
期
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

接
種
対
象
年
齢
▼
小
学
校
就
学
前（
年
長
児
）

の
１
年
間（
平
成
24
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

25
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
）

接
種
回
数
▼
１
回

接
種
期
限
▼
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

予
診
票
の
配
布
▼
出
生
届
出
時
ま
た
は
転
入

時
に
□本
健
康
づ
く
り
課
・
□松
住
民
福
祉
課

の
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※

平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
の
接
種
は
任
意

接
種（
有
料
）と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

二
種
混
合
予
防
接
種

接
種
対
象
年
齢
▼
11
歳
以
上
13
歳
未
満

接
種
回
数
▼
１
回

予
診
票
の
配
布
▼
今
年
の
４
月
か
ら
小
学
６

年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人
へ
、
４
月
に
予

診
票
を
郵
送
し
ま
し
た
。

※

13
歳
の
誕
生
日
以
降
の
接
種
は
任
意
接
種

（
有
料
）と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

接
種
に
必
要
な
物
▼

予
診
票
・
母
子
手
帳
・
保
険
証

※

対
象
者
で
予
診
票
の
な
い
人
は
、
□本
健
康

づ
く
り
課
・
□松 

住
民
福
祉
課
の
窓
口
で
配
布

し
ま
す
の
で
、
母
子
手
帳
を
お
持
ち
の
う

え
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　
気
温
が
ぐ
ん
と
上
が
り
、
蒸
し
暑
さ
が
続

く
季
節
は
「
熱
中
症
」
に
ご
用
心
。
熱
中
症

の
発
症
は
７
月
、
８
月
が
ピ
ー
ク
に
な
り
ま

す
。

◇
熱
中
症
と
は

　
室
温
や
気
温
が
高
い
中
で
、
体
内
の
水
分

や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
の
調
節

機
能
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、
体
温
上

昇
、
め
ま
い
、
体
の
だ
る
さ
、
ひ
ど
い
と
き

に
は
、
け
い
れ
ん
や
意
識
の
異
常
な
ど
が
起

こ
り
ま
す
。

　
家
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い
て
も
、
室
温
や

湿
度
が
高
い
た
め
に
、
体
か
ら
熱
が
逃
げ
に

く
く
熱
中
症
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

◇
熱
中
症
の
予
防
法

　
熱
中
症
の
予
防
は
「
暑
さ
を
避
け
る
」
と

「
こ
ま
め
な
水
分
補
給
」
が
大
切
で
す
。

【
暑
さ
を
避
け
る
】

○
室
内
で
は

・
室
温
を
こ
ま
め
に
確
認

・
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を
調
節

※

日
中
だ
け
で
な
く
、
熱
帯
夜
の
よ
う
に
気

温
が
高
い
夜
も
熱
中
症
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

・
遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、
打
ち
水
を
利

用

※

日
中
に
打
ち
水
を
す
る
こ
と
で
、
路
面
温

度
が
10
℃
程
度
低
下
し
ま
す
。
特
に
早
朝

や
夕
暮
れ
時
に
打
ち
水
す
る
と
そ
の
効
果

が
持
続
し
ま
す
。

○
外
出
時
に
は

・
日
陰
の
利
用
と
こ
ま
め
な
休
憩

・
日
傘
や
通
気
性
の
良
い
帽
子
の
着
用
　

・
炎
天
下
の
外
出
は
で
き
る
だ
け
控
え
る

※

直
射
日
光
だ
け
で
な
く
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

か
ら
の
照
り
返
し
が
地
面
近
く
の
気
温
を

上
昇
さ
せ
ま
す
。
例
え
ば
気
温
が
32
℃
の

と
き
、
地
面
か
ら
50
㎝
の
高
さ
で
は

35
℃
、
５
㎝
の
高
さ
で
は
36
℃
以
上
に
な

り
ま
す
。

○
か
ら
だ
の
蓄
熱
を
避
け
る
た
め
に

・
通
気
性
の
よ
い
、
吸
湿
や
速
乾
性
の
あ
る

衣
服
を
着
用
す
る
　

・
保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
で
、

か
ら
だ
を
冷
や
す

【
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る
】

・
室
内
で
も
外
出
時
で
も
、
の
ど
の
乾
き
を

感
じ
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水
分
・
塩
分

な
ど
を
補
給
す
る

※

入
浴
前
後
や
、
就
寝
前
に
も
水
分
補
給
を

※

の
ど
が
渇
い
た
と
き
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲

料
で
の
水
分
補
給
は
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
尿
の
量
を
増
や
し
、
体
内

の
水
分
を
、
排
泄
し
て
し
ま
う
た
め
、
吸

収
し
た
水
分
が
尿
で
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

◇
熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
の
処
置

・
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
る
　

・
衣
服
を
緩
め
、
か
ら
だ
を
冷
や
す（
特
に

首
の
周
り
、
脇
の
下
、
太
も
も
の
付
け
根

な
ど
を
冷
や
す
）

・
水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る

※

自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
意
識
が
な
い
場

合
は
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ

う
。

◇
ご
注
意
　
　

○
暑
さ
の
感
じ
方
は
、
人
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す

　
そ
の
日
の
体
調
や
、
暑
さ
に
対
す
る
慣
れ

な
ど
が
、
影
響
し
ま
す
。
体
調
の
変
化
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
高
齢
者
や
子
ど
も
は
特
に
注
意
が
必
要
で

す・
熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
は
65
歳
以
上

の
高
齢
者
で
す
。
高
齢
者
は
暑
さ
や
水
分

不
足
に
対
す
る
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
お

り
、
暑
さ
に
対
す
る
か
ら
だ
の
調
節
機
能

も
低
下
し
て
い
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で

す
。

※

「
ク
ー
ラ
ー
を
使
用
し
な
い
」
「
ト
イ
レ

が
近
い
の
で
水
分
を
控
え
て
し
ま
う
」
と

い
う
の
は
ご
用
心
。

・
子
ど
も
は
体
温
の
調
節
能
力
が
ま
だ
十
分

に
発
達
し
て
い
な
い
の
で
、
気
を
配
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

※

く
ち
び
る
の
乾
燥
、
お
し
っ
こ
の
減
少
は

脱
水
症
の
サ
イ
ン
。
外
出
時
は
飲
み
物
を

忘
れ
ず
に
。

・
駐
車
中
の
車
に
子
ど
も
を
残
す
こ
と
は
大

変
危
険
で
す
。
炎
天
下
で
な
く
て
も
、
閉

め
切
っ
た
車
内
で
冷
房
を
切
る
と
、
車
内

の
温
度
は
一
気
に
上
昇
し
、
わ
ず
か
な
時

間
で
も
熱
中
症
の
危
険
が
高
く
な
り
ま

す
。
絶
対
に
、
乳
幼
児
や
子
ど
も
を
車
内

に
残
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
節
電
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、
熱
中
症
予
防

　
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）

場
　
所

日
　
付

受
付
時
間

安
中
市
保
健

セ
ン
タ
ー

松
井
田
保
健

セ
ン
タ
ー

午
前
８
時
30
分

〜
11
時

８
月
24
日（
金
）

９
月
18
日（
火
）

10
月
３
日（
水
）

10
月
16
日（
火
）

９
月
２
日（
日
）

午
前
８
時
30
分

〜
11
時

※

番
号
札
は
８
時
か
ら
配
布
し
ま
す
。

□本 

□本



2829 2018年7月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

相 談 案 内 ７月１日 ▼８月１５日
行　　事　　名

● 市民フリーブロー大会
　松井田体育館　9:00 ～
● 写真取り込み講座
　文化センター　9:00 ～ 16:00
● 初心者パソコン講座
　出納帳・表を作ろう（エクセル入門）
　文化センター　13:00 ～ 16:00

● 第 40 回少年の主張安中市大会
　松井田文化会館 14:00 ～
● 初心者パソコン講座
　出納帳・表を作ろう（エクセル入門）
　文化センター　13:00 ～ 16:00
● 家庭教育カウンセリング講座⑤
　文化センター　10:00 ～
● 初心者パソコン講座
　出納帳・表を作ろう（エクセル入門）
　文化センター　13:00 ～ 16:00
● 初心者パソコン講座
　出納帳・表を作ろう（エクセル入門）
　文化センター　13:00 ～ 16:00

● 夏の県民交通安全運動
　（１１日～２０日）
● 家庭教育カウンセリング講座⑥
　文化センター　10:00 ～
● 家庭教育カウンセリング講座⑦
　文化センター　10:00 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

恵みの湯   7/3・17　8/7
峠の湯   7/10・24
鉄道文化むら   7/3・10・17・24・31
文化センター（※は図書館のみ休館です）
　　　　　　　　　　　　7/1※・2※・3・10・17・
   18・24・30※・31
   8/7・14
文化会館   7/2・9・17・23・30・31

　群馬緑化センターでは、家庭緑化推進や庭づくりの参考としていただくために、緑化講座を開催しています。今回は出張緑化講座と
して、居住地などの関係で参加できない人のために「家庭で楽しむブルーベリーの品種と育て方」をテーマに講座を開催します。
　詳細は以下の通りとなります。
○日　　時　7 月 19 日（木）　午前 10 時～正午
○場　　所　渋川市役所　第二庁舎 201 会議室（渋川市石原 6－1　☎0279－22－2111）
○テ ー マ　「家庭で楽しむブルーベリーの品種と育て方」
○講　　師　園芸研究家　富沢　登　先生
○募集人数　60 人（先着順）
　　　　　　※電話による申込み受付となります。
　　　　　　※申込み受付は 7 月 2 日（月）午前 8 時 30 分から開始しますが、定員になり次第、締め切ります。
○受 講 料　無料
問合せ・申込み▶群馬県緑化センター（☎0276－88－7188または、☎0276－89－0782）

碓氷川熱帯植物園  　　7/3・10・17・24・31　8/7・14
スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 　　7/2・9※・17・18・23※・28※
 　　8/6・13
学習の森（※はふるさと学習館のみ休館です） 
 　　7/3・10・17・18・19※・20※・24・31
 　　8/7・14・15
いきいき長寿センター　7/2・9・16・17・23・30
  　　8/6・13・14

日

1

2

3
4

5

6

7
8
9

10
11

12

日
13
14

15
16
17
18
19

20
21

22

23
24
25

26

27
28

29

30
31

曜日
金
土

日
月・祝
火
水
木

金
土

日

月
火
水

木

金
土

日

月
火

行　　事　　名

● うすい街道寄席チケット発売日
　松井田文化会館窓口　9:00 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 藍染体験教室
　くつろぎの郷　10:00 ～
●「JUST GUITAR JUST VOCAL
　 宇崎竜童　弾き語り LIVE 2018」
　松井田文化会館 
　14:30 開場 　15:00 開演

● 第７回農業委員会総会
　２０１会議室　11:00 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 絵本読み聞かせ
　安中市図書館　14:00 ～ 15:00
● 映画「ドラえもん のび太の宝島」　 
　松井田文化会館
　一部 11:00 ～・二部 14:00 ～

行事カレンダー ７月１日 ▼８月１５日
曜日

金
水
木

金
土

日

月
火
水
木

金
土・祝

日

月
火

水

日
29
1
2

3
4

5

6
7
8
9

10
11

12

13
14

15

行　　事　　名

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 市民ときめきスクール
　「木のおもちゃを組み立てよう」
　学習の森　10:00 ～
● 第 40 回少年の主張西部地区大会
　松井田文化会館　 13:00 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 市民水泳大会　　　　　　　　
　西毛運動公園　8:30 ～

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 家庭教育推進事業
　「積み木で○○つくろう」
　文化センター　9:30 ～、13:30 ～
● 家庭教育推進事業
　「積み木で○○つくろう」
　文化会館　9:30 ～、13:30 ～

● 磯部温泉まつり
　（鮎のつかみ取り、磯部温泉寄席）
● 磯部温泉まつり
　（子どもみこし、花火大会）

7 月 8 月
曜日

日

月

火
水

木

金

土
日
月
火
水

木

休館のご案内

第２回出張緑化講座開催のお知らせ

INFORMATION市民 INFORMATION市民

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

人権相談

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 7/5・19　8/2　9 時～11 時 30 分
□松  7/2　8/6　13 時 30 分～16 時

□本　　 7/19　13 時 30 分～15 時 30 分
□松  7/20　13 時 30 分～15 時 30 分

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

消費生活センター (☎382－2228）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）

ヌアリーベ (☎380－5385）

要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

要電話予約
□本　　 介護高齢課（☎内線 1189）
□松  （☎内線 2156）

（☎329－6646）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）９時～16 時

□本　　 7/3　8/7　10 時～12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談

青少年相談
（電話相談・面接相談）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

DV 電話相談

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

心配ごと相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民生活課（☎内線 1207）□本　　  7/6・20　8/3　13 時～16 時

消費生活センター（□本　　 敷地内）
□本　　 第１・３火曜日　13 時 30 分～16 時

□本　　 7/5　8/8　13 時～16 時

月～土曜日（祝日を除く）10 時～18 時

月・火・木・金曜日（祝日を除く）9 時～16 時

地域福祉支援センター　第 2 木曜日

消費生活相談
労働相談

無料税務相談

（7月1日～8月15日） 上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎３８５－４４０１】 

業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ
㈱群馬水工 382－9433
㈲入沢電気商会 382－1609
㈲内堀設備工事 393－0157
㈲金子屋商店 393－0332
㈲黒須設備工業 381－1148
群栄工業㈱ 393－1012
児玉工業㈲ 393－3118
㈲佐藤商店 395－2323
佐藤燃料㈱ 381－1111
㈲渋谷設備 381－1262
㈲ジーワイ燃設 382－2891
㈲須藤工業 388－1178
㈲武美工業 382－5061

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

㈲田中工作所 385－4126
㈱半田組　　　　　   385－8374
㈲福美商事 381－0293
㈲松本住設 385－6278
㈱茂木設備 381－6616
㈲山田タイル工業 381－0075
㈱ヤマハチ・クボニワ   381－0435
㈱ユタカ　　　　　   385－7647
オオカワラ住器 382－1987
㈱反町備工 384－2058
第一設備工業㈲ 385－8769
㈱フェニックス 382－5262
㈱白坂工業 382－4710

７　　月 ８　　月
給水管修理当番業者

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日
31日

16・26・7
14・25・8
15・20・5
11・2・18
21・9・19
24・1・23
10・12・6
17・22・3
13・26・4
16・25・7
14・20・8
15・2・5
11・9・18
21・1・19
24・12・23

10・22・6
17・26・3
13・25・4
16・20・7
14・2・8
15・9・5
11・1・18
21・12・19
24・22・23
10・26・6
17・25・3
13・20・4
16・2・7
14・9・8
15・1・5
11・12・18

21・22・19
24・26・23
10・25・6
17・20・3
13・2・4
16・9・7
14・1・8
15・12・5
11・22・18
21・26・19
24・25・23
10・20・6
17・2・3
13・9・4
16・1・7

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

地域福祉支援センター（☎382－8397）

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月１日は県民交通安全日です。
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相 談 案 内 ７月１日 ▼８月１５日
行　　事　　名

● 市民フリーブロー大会
　松井田体育館　9:00 ～
● 写真取り込み講座
　文化センター　9:00 ～ 16:00
● 初心者パソコン講座
　出納帳・表を作ろう（エクセル入門）
　文化センター　13:00 ～ 16:00

● 第 40 回少年の主張安中市大会
　松井田文化会館 14:00 ～
● 初心者パソコン講座
　出納帳・表を作ろう（エクセル入門）
　文化センター　13:00 ～ 16:00
● 家庭教育カウンセリング講座⑤
　文化センター　10:00 ～
● 初心者パソコン講座
　出納帳・表を作ろう（エクセル入門）
　文化センター　13:00 ～ 16:00
● 初心者パソコン講座
　出納帳・表を作ろう（エクセル入門）
　文化センター　13:00 ～ 16:00

● 夏の県民交通安全運動
　（１１日～２０日）
● 家庭教育カウンセリング講座⑥
　文化センター　10:00 ～
● 家庭教育カウンセリング講座⑦
　文化センター　10:00 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

恵みの湯   7/3・17　8/7
峠の湯   7/10・24
鉄道文化むら   7/3・10・17・24・31
文化センター（※は図書館のみ休館です）
　　　　　　　　　　　　7/1※・2※・3・10・17・
   18・24・30※・31
   8/7・14
文化会館   7/2・9・17・23・30・31

　群馬緑化センターでは、家庭緑化推進や庭づくりの参考としていただくために、緑化講座を開催しています。今回は出張緑化講座と
して、居住地などの関係で参加できない人のために「家庭で楽しむブルーベリーの品種と育て方」をテーマに講座を開催します。
　詳細は以下の通りとなります。
○日　　時　7 月 19 日（木）　午前 10 時～正午
○場　　所　渋川市役所　第二庁舎 201 会議室（渋川市石原 6－1　☎0279－22－2111）
○テ ー マ　「家庭で楽しむブルーベリーの品種と育て方」
○講　　師　園芸研究家　富沢　登　先生
○募集人数　60 人（先着順）
　　　　　　※電話による申込み受付となります。
　　　　　　※申込み受付は 7 月 2 日（月）午前 8 時 30 分から開始しますが、定員になり次第、締め切ります。
○受 講 料　無料
問合せ・申込み▶群馬県緑化センター（☎0276－88－7188または、☎0276－89－0782）

碓氷川熱帯植物園  　　7/3・10・17・24・31　8/7・14
スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 　　7/2・9※・17・18・23※・28※
 　　8/6・13
学習の森（※はふるさと学習館のみ休館です） 
 　　7/3・10・17・18・19※・20※・24・31
 　　8/7・14・15
いきいき長寿センター　7/2・9・16・17・23・30
  　　8/6・13・14
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曜日
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水
木

金
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日

月
火
水

木

金
土

日

月
火

行　　事　　名

● うすい街道寄席チケット発売日
　松井田文化会館窓口　9:00 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 藍染体験教室
　くつろぎの郷　10:00 ～
●「JUST GUITAR JUST VOCAL
　 宇崎竜童　弾き語り LIVE 2018」
　松井田文化会館 
　14:30 開場 　15:00 開演

● 第７回農業委員会総会
　２０１会議室　11:00 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 絵本読み聞かせ
　安中市図書館　14:00 ～ 15:00
● 映画「ドラえもん のび太の宝島」　 
　松井田文化会館
　一部 11:00 ～・二部 14:00 ～

行事カレンダー ７月１日 ▼８月１５日
曜日

金
水
木

金
土

日

月
火
水
木

金
土・祝

日

月
火

水

日
29
1
2

3
4

5

6
7
8
9

10
11

12

13
14

15

行　　事　　名

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 市民ときめきスクール
　「木のおもちゃを組み立てよう」
　学習の森　10:00 ～
● 第 40 回少年の主張西部地区大会
　松井田文化会館　 13:00 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 市民水泳大会　　　　　　　　
　西毛運動公園　8:30 ～

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 家庭教育推進事業
　「積み木で○○つくろう」
　文化センター　9:30 ～、13:30 ～
● 家庭教育推進事業
　「積み木で○○つくろう」
　文化会館　9:30 ～、13:30 ～

● 磯部温泉まつり
　（鮎のつかみ取り、磯部温泉寄席）
● 磯部温泉まつり
　（子どもみこし、花火大会）

7 月 8 月
曜日

日

月

火
水

木

金

土
日
月
火
水

木

休館のご案内

第２回出張緑化講座開催のお知らせ

INFORMATION市民 INFORMATION市民

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

人権相談

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 7/5・19　8/2　9 時～11 時 30 分
□松  7/2　8/6　13 時 30 分～16 時

□本　　 7/19　13 時 30 分～15 時 30 分
□松  7/20　13 時 30 分～15 時 30 分

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

消費生活センター (☎382－2228）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）

ヌアリーベ (☎380－5385）

要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

要電話予約
□本　　 介護高齢課（☎内線 1189）
□松  （☎内線 2156）

（☎329－6646）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）９時～16 時

□本　　 7/3　8/7　10 時～12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談

青少年相談
（電話相談・面接相談）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

DV 電話相談

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

心配ごと相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民生活課（☎内線 1207）□本　　  7/6・20　8/3　13 時～16 時

消費生活センター（□本　　 敷地内）
□本　　 第１・３火曜日　13 時 30 分～16 時

□本　　 7/5　8/8　13 時～16 時

月～土曜日（祝日を除く）10 時～18 時

月・火・木・金曜日（祝日を除く）9 時～16 時

地域福祉支援センター　第 2 木曜日

消費生活相談
労働相談

無料税務相談

（7月1日～8月15日） 上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎３８５－４４０１】 

業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ
㈱群馬水工 382－9433
㈲入沢電気商会 382－1609
㈲内堀設備工事 393－0157
㈲金子屋商店 393－0332
㈲黒須設備工業 381－1148
群栄工業㈱ 393－1012
児玉工業㈲ 393－3118
㈲佐藤商店 395－2323
佐藤燃料㈱ 381－1111
㈲渋谷設備 381－1262
㈲ジーワイ燃設 382－2891
㈲須藤工業 388－1178
㈲武美工業 382－5061

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

㈲田中工作所 385－4126
㈱半田組　　　　　   385－8374
㈲福美商事 381－0293
㈲松本住設 385－6278
㈱茂木設備 381－6616
㈲山田タイル工業 381－0075
㈱ヤマハチ・クボニワ   381－0435
㈱ユタカ　　　　　   385－7647
オオカワラ住器 382－1987
㈱反町備工 384－2058
第一設備工業㈲ 385－8769
㈱フェニックス 382－5262
㈱白坂工業 382－4710

７　　月 ８　　月
給水管修理当番業者

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日
31日

16・26・7
14・25・8
15・20・5
11・2・18
21・9・19
24・1・23
10・12・6
17・22・3
13・26・4
16・25・7
14・20・8
15・2・5
11・9・18
21・1・19
24・12・23

10・22・6
17・26・3
13・25・4
16・20・7
14・2・8
15・9・5
11・1・18
21・12・19
24・22・23
10・26・6
17・25・3
13・20・4
16・2・7
14・9・8
15・1・5
11・12・18

21・22・19
24・26・23
10・25・6
17・20・3
13・2・4
16・9・7
14・1・8
15・12・5
11・22・18
21・26・19
24・25・23
10・20・6
17・2・3
13・9・4
16・1・7

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

地域福祉支援センター（☎382－8397）

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月１日は県民交通安全日です。



安中市の公式ツイッターをご利用ください。
https://twitter.com/Annaka_City

みんな元気で　いきいき暮らせる　市民総働のまち　あんなか
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9月9日（日）

302018年7月1日号

人口と世帯 日本人住民 外国人住民
男 女 男 女

安 中 地 域 22,082
合　計 58,474人

松井田地域 6,485
世帯数 24,566

合　計 28,567

22,633
6,792

29,425

171
35

206

230
46

276
（平成30年5月末日現在）

皆さんの声をお待ちしております
　市役所　、　、各地区の公民館・生涯学習セ
ンターに、皆さんの声をお聞きするため、「市民
の声」を投函できるポストを配置しております。
　皆さんが日ごろ感じていることやご意見など
をぜひお聞かせください。

本 松

ＡＮＳＥＩ　ＴＯＯＡＳＨＩ

侍
ＭＡＲＡＴＨＯＮ

開　場▶午後１時３０分
開　演▶午後２時
場　所▶安中市松井田文化会館
　　　　大ホール
前売り▶全席指定
　　　　一般　２,５００円
当日券▶全席指定
　　　　一般　３,０００円
チケット▶7月14日（土）午前９時
から松井田文化会館窓口で販売開
始
※電話でのお申し込みは７月１４
日（土）午後１時から
※チケットのお求めは１人４枚ま
で（発売初日のみ）
※未就学児の入場はできません。

広報をはじめとした市の情報は、
パソコンやスマートフォンの安中
公式ページからもご覧になれます。

時間や場所を選ばす情報を取得することができるこ
れらの媒体をぜひご利用ください。
また、ツイッターやインスタグラムを利用した情報
発信も同時に行っていますので、ご覧ください。
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三遊亭小遊三

柳家三三

問合せ▶松井田文化会館（☎393－4400）

https://www.instagram.com/annaka_city/ https://twitter.com/Annaka_City


